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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ありふれたプロローグ









　目を覚ましたら、おれの隣となりには下着姿の美少女が眠ねむっていた。




　こんな書き出しのラノベがあったら、その場でパタンと閉じて、読むのをやめるね。絶対にだ。

　だって、ありきたりすぎるもの。

　っていうか、目を覚ましたらいきなり美少女が隣にいるって、なんなんだよ。

　布ふ団とんに入ってきた時点で気付くだろ。なんで朝まで一いつ緒しよに寝ねてんだよ。

　美少女は美少女で、勝手に人の布団に入ってくる行動が、そもそもおかしい。

　あと、下着姿なのもおかしい。露ろ出しゆつ狂きようかよ、服着ろよ。

　そんなツッコミどころ満まん載さいの、この書き出しみたいな状じよう況きように。

　……今まさに、おれは置かれている。




「うーん、奏そう汰たさまぁ……」

　フリルをあしらった純白の下着姿で、むにゃむにゃ独り言を呟つぶやいているのは、おれの婚こん約やく者かつアルゼクラン皇国の第五皇女・ティナ。

　さらさらのロングヘアに、長いまつ毛。透すけるように白い肌はだ。下着から覗のぞく胸はとても豊満で、見るなというには無理がある。

　現在、我が家には、おれとティナしか住んでいない。

　家族は不在。

　そう、いわゆる海外出張中ってやつだ。

「……なーに、やってんのかなぁ？」

　そして、おれたちのいるベッドの横には、これまた一人の美少女が立っている。

　茶色いセミロングヘアがよく似合う、勝気そうな顔立ち。

　背がちっちゃく、体つきも幼いもんだから、小学生みたいに見えるけど……れっきとした高校生。

　彼女の名前は天あま里さと美み織おり。おれの幼なじみにして……絶賛、片思いをしている相手だ。

　そんな美織はただいま、こめかみをピクピクとさせていらっしゃる。

　まぁ、気持ちは分かる。幼なじみをいつもどおり起こしに来たら、下着姿の別な女が、布団の中で一緒に寝てるんだもんな。イラッとするだろうさ。

　だけど──違ちがうんだ、美織！

　これには深いわけがあって、決してやましい気持ちなんかなくって、おれがほんとに好きなのはお前だけで……っ!!







　────って。

　こういうの、どこかで見たことあるよな。

　うん、知ってる。

　マンガやラノベ、アニメにゲーム……様々なメディアで死ぬほど見せられて、なんなら飽あき飽きしているほどのシチュエーション。

　そう、いわゆる──『テンプレ』って呼ばれてるやつだ。

　海外出張で家族がいないことも。

　婚約者の皇女が、下着姿で一緒に寝ていることも。

　それを目もく撃げきした幼なじみに、勘かん違ちがいされて怒おこられることも。

　どれもこれもが、テンプレ展開！

　いくつもの作品で見てるから既き視し感かんがあるし、ちょっともう、お腹なかいっぱいっていうか胃もたれするレベルっていうか……。




【やっほー。テンプレ展開、楽しんでるぅ？】




　テンプレの神様が、スマホの向こうで笑う。

　そう。そんなとっくに飽きてるし、見るとげんなりしてしまうテンプレだけれど。

　おれは、そんなテンプレな毎日を……強しいられているんだ。







　そして。

　おれの人生が、テンプレ展開である以上……。







　────幼なじみヒロインと結ばれることは、まず無理だ。








テンプレその１　空から降ってくるのは、必ず美少女









「ねぇねぇ、そうくん。こっちの服とこっちの服、どっちが似合いそうかな？」

　美み織おりが二つの洋服を差し出して、背せ伸のびしながらおれの顔を覗き込んできた。

　セミロングの茶ちや髪ぱつをふりふり揺ゆらして、大きめの瞳ひとみをキラキラとさせて。

　美織はにんまりと微笑ほほえんで、おれの答えを待っている。

「うーん。どっちも悪くないと思うけど。美織の好きな方でいいんじゃね？」

　控ひかえめにそう答えると、途と端たんに美織はジト目になって、こちらを睨にらんできた。

「……ちょっとぉ。何よその、いい加減な答えは。あたしは、そうくんの意見を聞いてんの！」

　いや、そう言われてもなぁ。

　どっちを着ても、美織だったらかわいい……と思うんだけど。

　でもそんなこと、口が裂さけても言えないし。

「もういいよ。そうくんの、ばーか！」

　ベーッと舌を出したかと思うと、美織は再び店の奥の方へ行ってしまった。

「ったく。これだから女の買い物ってやつは面めん倒どうなんだよな……」

　少し長めの襟えり足あしを搔かきながら、おれは小さく呟いた。







　おれ──結むすび野の奏そう汰たは、幼なじみの天あま里さと美織に付き合わされて、ただいまショッピングモールで買い物中。

　明日あしたから高校生活がはじまるし、春休み最後の日くらい家で寝てたかったんだけど……美織がどうしてもって言うから、こうしてついて来たわけだが。

　実際に買い物してるのは美織だけで、おれはそれをひたすら待っている状況。

　これ、おれ必要かなぁ。

　ため息をつきつつ、服を選んでいる美織をボーッと見つめる。

　首筋で切り揃そろえた茶髪に、ちょっと勝気な瞳。上はＧジャンを羽織った服装で、下はピンクのミニスカート。まさに活発な美織を体現したような出で立ちだ。

　あ、なんかピョンピョン跳はねてる。上の方に掛かけてある洋服に手が届かないんだな。

　明日から高校生になるってのに、美織は今でも小学生と間違われるほど、背が低い。

　おまけに童顔だし、胸も貧……いや、控えめ。そりゃ勘違いもされるよな。本人は随ずい分ぶんと不本意みたいだけど。

「……ねーえ。そうくーん？」

　美織がちょこちょことこっちに近づいてきて、小首をかしげた。

「あそこにある服を、ちょーっと取ってほしいんだけどぉ？」

「やだよ。自分で取ればいいじゃん」

「……分かってて言ってるでしょ？　届かないのよ、悪かったわね！　そうくん、背が高いのだけが取り柄えなんだから、手伝ってくれてもいいでしょ!!」

「誰だれの取り柄が身長だけだ！　他ほかにもあるだろ!!」

「えー。顔がちょっと女の子っぽくて、かわいい系なとことか？」

「それ、男としては全然嬉うれしくねーよ」

「じゃあ、そのペンダント。星が半分に割れたデザインとか、おっしゃれー。服装は普ふ通つうだけど」

「ほっとけ！」

　もう絶対、手伝ってやんねぇ。

　ムカついたのでそっぽを向くと、美織は慌あわてて、おれの腕うでに自身の腕を絡からませてきた。

「ごめんってー。ほらほら、ね？　お願いだからさぁ」

　甘えた声を出して、美織がギュッとしがみついてくる。

「あ。こうしてるとさ、なんかカップルみたいじゃない？　周りの人に、勘違いされちゃったりして」

「ね、ねーよ。せいぜい兄妹きようだいってとこだろ。お前、ちっちゃいし」

「もぉー！　ちっちゃいって言うなぁ!!」

　頰ほおを膨ふくらませて、密着したままぽかぽかと叩たたいてくる美織。

　おれは平然とした顔で、それを無理やり引き剝はがす。

　……ほんとは心臓が爆ばく発はつするんじゃないかってくらい、バクバク鳴ってんだけどな！

　だって、かわいいんだもん。

　美織かわいいよ美織。世界一、いや宇宙一かわいいよ！

　背が低いところもかわいい、ほっぺた膨らませてジト目で睨んでる表情もかわいい、普段は勝気なのにいざってときは甘えるのもかわいい、意外とぬいぐるみとか好きなところもかわいい、というか分子レベルでかわいい……。

「……そうくん？」

「はっ!?」

　いかんいかん。完全に意識がトリップしてた。

　それもこれも……美織がかわいすぎるから、いけないんだ。




　　　　◆　　◆　　◆




　美織との付き合いは、かれこれ幼よう稚ち園えんの頃ころからになる。

　どちらかというとおとなしい子どもだった自分と、今と変わらず活発だった美織。

　正反対の二人だったから、正直なところ、最初から今みたいな関係だったわけでもない。

　というかぶっちゃけ、おれは美織のことが苦手だった。

　いつも元気で、屈くつ託たくがなくって。

　誰に対しても物もの怖おじせず向かっていって。

　母親同士が大学の友人だったから、家族ぐるみで付き合いこそあったものの、「絶対に仲良くなれないタイプだ」なんて思ってたっけ。

　だけど、小学生の頃。

　ある出来事をきっかけに……美織はただ勝気なだけじゃないって。一人のか弱い女の子なんだって、おれは知ってしまった。

　それからだった。美織の内面も容姿も、何もかもが、好きだと思うようになったのは。

　これまで何度、「好きだ！」と本人に口走りそうになったことやら。

　……言っちゃえばいいじゃん、って？

　うん。できるわけないよね。

　そりゃあ他のどの男子よりも、美織のそばにいるけどさ。

　家が隣となりだからっていうのもあって、よく我が家で一いつ緒しよに夕飯食ったりもするけどさ。

　それは『友達』だからうまくいってるわけで。

『恋こい人びと』となると──おれが美織に釣つり合うとは、到とう底てい思えない。







「……まーた、ボーッとしてるぅ」

　ツンツンと美織に頰をつつかれたところで、おれの意識はハッと舞まい戻もどる。

　ああ……また物思いに耽ふけってしまった。

　すっかり空は夕焼けに染まり、街灯もちらほらと灯ともりはじめている。

　そんな中、大量の買い物袋ぶくろを両手に持ったおれは、美織と帰路についていた。

　ちなみに袋の中身は全部、美織のもの。女子って、本当に買い物好きだよな。

「ねぇ。何を考えごとしてたの？」

「べ、別に。なんでもねーよ」

「ふーん」

　美織がつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。

　いや、そんな顔されても。

　まさか、「お前のこと考えてたんだ」なんて言えないし……。

　……いや、待てよ。

　いっそ──今日こそ、伝えてしまうか？

　釣り合うかどうかで言えば、首をひねらざるをえないけど。このまま一生、友達のままで満足なのかと問われれば、そんなことはない。

　おれだって健全な男子だ。いい加減、彼女いない歴＝年ねん齢れいから卒業したい。

　そして彼女にするのなら……この、世界一かわいい幼なじみがいい。

「あ、あのさ。美織」

　ええい、なるようになれ！

　おれは勢いに任せて、美織に声を掛けた。

「……なぁに？」

　美織がおれを見上げて、柔やわらかく微笑む。

　身長差のせいで上うわ目め遣づかいになるもんだから、もうやばい。

　緩ゆるみそうになる口元を押さえて、おれはすぅっと息を吸い込んだ。

「あ、あのな」

「うん」

「え、えっと……えっと……」

　美織がピタリと足を止める。

「なぁに？」

　カラスの声が、響ひびき渡わたる。

　遠くで車のクラクションの音がする。

　そんな空気の中──おれと美織は、まっすぐに見つめ合った。

　そして、おれは意を決して……っ！

「ま、また明日、な」

　──思いっきり、ひよった。

　美織は一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情を浮うかべる。

　そして、またいつもの太陽みたいな笑顔に戻って。

「……うん。明日も朝、迎むかえに行くからね！」




　こうして、おれと美織の間には、今日も何ひとつ進展はなし。

　……あーあ。

　ほんと、根こん性じようねーな。おれ。




　　　　◆　　◆　　◆




　家に帰ると、部屋の電気がすべて消えていた。

　父さんも母さんも、まだ帰ってきてないのかな。

　まぁ今は誰とも顔を合わせる気分じゃないし、ちょうどいいか。

　何度となくため息をつきながら、二階に上がる。

　そして部屋に入ると同時に、おれはベッドに向かって、倒たおれ込むようにダイブした。

「ああああああああああああああ！　おれのバカ！　バカ!!」

　枕まくらに顔をうずめて絶ぜつ叫きようするが、現実は非情。

　おれと美織はただの友達のままだし、彼女いない歴＝年齢という事実も変わらない。

　まぁ告白したところで、成功してた保証なんてないけど。っていうか、玉ぎよく砕さいした可能性の方が高い気がするけど。

　ひとしきり叫さけんだところで、顔を上げ、壁かべ際ぎわに置かれた本ほん棚だなをぼんやり見る。

　自分の身長よりも高いそれには、おれの趣しゆ味みであるマンガやラノベが、これでもかというほど並べられている。本棚に入らなかったゲームや、アニメのブルーレイボックスなんかは、押し入れの中だ。

　オタクと呼びたければ、呼ぶがいい。

　なんと言われようと、おれはこの夢が詰つまった二次元文化を捨てる気はないね！

　そう。二次元には、夢がある。

　冴さえない男がある日突とつ然ぜん、複数の女の子にモテモテになったり。

　劣れつ等とう生と称しようされる主人公が、実はすごい力の持ち主で、「さすがです！」なんて女子から褒ほめ称たたえられたり。

　いいよなぁ。おれもそんな人生、送ってみたいよ。

　複数の女子から言い寄られるなんて、ハーレムシチュエーションまで高望みはしない。

　ただ、一人。

　一人だけでいい。

　……美織に好きだって、言われてみたい。

「はぁ……我われながら、むなしい妄もう想そうだな」

　自分から告白できないからって、マンガみたいに美織に迫せまられてみたいとか。なんて惨みじめなんだ、おれは。

　あーあ、考えるの疲つかれた……スマホゲーでもやって落ち着こう。

　そう思って、スマホをポケットから取り出した。

　その、瞬間だった。

「えっ!?」

　唐とう突とつに──スマホの画面から、金色の光が溢あふれ出した。

　な、なんだよこれ!?

　太陽が落ちてきたんじゃないかってほどの眩まぶしさに、目を開けていることすらできない。

　スマホを放り投げて、ベッドから転げ落ちるおれ。

　そして、やがて光は収束していく……。

「な、なんだったんだ今の？」

　おそるおそるスマホを手に取り、画面を覗のぞき込む。

　そこに表示されているのは……ＲＩＮＥレイン？

　無料でメールや通話ができる便利アプリ『ＲＩＮＥ』……なんで勝手に起動してんだ？

「ＲＩＮＥのバグ？　でもさっきのって、バグとかって次元じゃなかったよな……」

　────ピコンッ♪

　ぶつぶつ独り言を呟つぶやいていると、ＲＩＮＥの通知音が鳴った。

　どうやらメッセージが届いたらしい。一体、どこの誰だれから……。




『テンプレの神様』




　……誰だよ、このあからさまにやばそうな名前の相手は。

　嫌いやな予感を覚えつつ、おれは表示されたメッセージを見る。

【どーもー☆　神ちゃんですっ！】

　軽っ！　そして、うさんくさっ!!

　ピコンッ、と再び通知音。

【てなわけで、テンプレの神様ですっ。って、そんなん見りゃ分かるだろ。おいおいｗ　君のスマホにとり憑ついて、メッセージを送ってます。わたしテンプレの神様、今あなたのスマホにいるの。なーんちゃってｗｗ】

　よし、ブロックしよう。これ、話が通じない系の奴やつだ。

【待って待って、ブロックしないでー。話を聞いてー。神ちゃん、泣いちゃうぞ☆】

　ブロックの設定ってどうするんだっけ？　ググるか……。

【もぉ、全然聞いてない（怒）　これでも神様なんだぞっ。結野奏汰くん？】

　…………え。

　なんでこいつ、おれの名前を知ってんだ？

　気持ち悪くなってきたおれは、警けい戒かいしつつ、メッセージを送り返してみる。

【テンプレの神様って、なんだよ。てか、誰のいたずらだよ】

【返信キター　[image: ]！　奏汰っち、こんばんちわ!!】

　誰が奏汰っちだ。

　さっきから異常に馴なれ馴れしいな、こいつ。

【神ちゃんはねぇ、その名のとおり神様なんだ。君に『テンプレートデイズ』のご加護を与あたえるのが、神ちゃんのお仕事なの】

【なんだよその、『テンプレートデイズ』って】

【要はテンプレな出来事が、君にいーっぱい起こるってご利り益やくなんだけどぉ……テンプレって知ってる？】

　そんなもん、知ってるに決まってんだろ。

　マンガやラノベ、アニメにゲーム。

　どんなジャンルにでも存在する、『ありがちなシチュエーション』……それがテンプレってやつだ。

　たとえば、空から美少女が降ってくるとか。

　ごく普ふ通つうの少年が、ある日突然異能に目覚めるとか。

　部屋を飛び出していった人が、真っ先に殺人事件の犠ぎ牲せい者しやになるとか。

「ああ。あるある」って、思わず言いたくなっちゃうような展開の数々。

　テンプレ展開がひとつも存在しない作品なんて、ひょっとしたらないんじゃないか？

　そう言いたくなるくらい、オタク業界において『テンプレ』なんて、常識中の常識だ。

【それじゃあ話は早いね☆　さっそく『テンプレートデイズ』を君に発動しようと、思いまーす。これで君の人生は、バラ色のテンプレ展開。あーんなことやこーんなことも、もしかして起こっちゃうかも？　どうなるどうするドッキドキ!!】

【黙だまれ。なんだその、うさんくさい話は？　『テンプレートデイズ』だかなんだか知らないけど、おれはそんなもんの存在は信じないぞ】

【ぷんぷん。『テンプレートデイズ』は、ありまぁす】

　さっきからいやに俗ぞくっぽいな、この自じ称しよう神様。

【とにかくぅ、一回受けてみようよ、ねっ？　一回だけ一回だけ！　一回やったら絶対やみつきになるから!!】

【怪あやしいから、やだ。ブロックする】

　はぁ。まったく無む駄だな時間を過ごしちまったな。

　テンプレの神様だとか『テンプレートデイズ』だとか、ありえるわけねーし。そんなこと言って、高額な壺つぼでも売りつける気なんだろ。その手には乗るか。

　そうと決まれば話は早い。

　さっさとこの自称神様をブロックして、ログを削さく除じよしよう。

【わー、待って待って！　テンプレ展開はマジでやばいんだよ？　ハーレムだってお手のもの。女の子が言い寄ってきて、逆に困っちゃうくらいかも。これまで経験したことのないモテ期が、今こそ君に!!】

　……女の子が、言い寄って来る？

　……これまで経験したことのない、モテ期？

　おれはブロックしようとしていた指をいったん止めて、自称神様にメッセージを送る。

【たとえばだけど、今好きな人がいるとして。そのテンプレの力とやらがあれば、そいつと付き合うこともできるのか？】

【モチのロンだよ！　『テンプレートデイズ』は君を中心にテンプレ展開を巻き起こす。どんな相手かは知らないけど、その子にもテンプレの影えい響きようはあるはずだよ☆】

　美織と、付き合うことができる……。

　神様だとかご加護だとか、正直なところ、いたずらにしか思えないけど。

　もし万が一、それが本当の話だったとしたら。

　そのチャンスを……みすみす逃のがしたくは、ない。

【最後に確かく認にんだけど。あとで多額の請せい求きゆうとか、絶対しないか？】

【神様は見返りを求めないよっ。君が幸せになってさえくれれば、それでいいのさっ】

【分かった。それじゃあ、おれは】

　すぅっと、深く息を吸い込んで。

【その『テンプレートデイズ』とやらのご加護を、受け入れる】

　神様に対して、返事を送った。

【願い、聞き届けたりぃ～ｗ】




　その瞬しゆん間かんだった。

　おれの人生が──『テンプレ』だらけになったのは。




　　　　◆　　◆　　◆




　バルバルバルバル……。

　テンプレの神様が願いを聞き入れた、その直後。

　突然、窓の外から爆ばく音おんが鳴り響ひびきはじめた。

　なんだこれ。ヘリコプターか!?

【おっ。さっそく、テンプレ発生だよ☆】

　嬉き々きとしてメッセージを送ってくる神様。なんのテンプレだよ、これ。

「そーうーたーさーまー!!」

　窓の外から、おれの名前を呼ぶ女の子の声がした。

　一体、誰だ？　おそるおそるカーテンを開けると……。




　窓ガラスを、ガシャンと突つき破って。

　なんか女の子らしき物体が、ごろごろと部屋の中に転がり込んできた。




「…………は？」

　ぽかんとする、おれを尻しり目めに。

　女の子は床ゆかの上で数回転したあと、こちらに背を向けたまま立ち上がり、ビシッと体操の選手みたいなポーズを決めた。

　割れた窓からビュウビュウと吹ふき込む、春の夜風。

　ヘリコプターの方を見ると、黒服を着た運転手が親指を立てて「グッジョブ！」と呟いている。いや、グッジョブじゃねーよ。弁べん償しようしろよ！

【空から美少女が降ってくる……まさにテンプレ展開だねっ！　幸せゲットだよ!!】

　うるせぇ、この詐さ欺ぎ神め！　全然幸せじゃねーよ!!

「奏汰さま」

　なかばパニックに陥おちいっているおれに、窓ガラスぶち破り女が声を掛かけてきた。

「お前、なんの恨うらみがあってこんなこ──!!」

　怒ど鳴なりつけてやろうと、スマホから少女へと視線を向ける。

　瞬間──おれは、言葉を失ってしまった。

　それはその少女が……この世のものとは思えないほどの、美少女だったからだ。
















　大きな瞳ひとみに、長いまつ毛。さらさらの青みがかった銀ぎん髪ぱつは、腰こし元もとまで流れるように伸のびている。透すけるように白い肌はだも相まって、まるでフランス人形みたいだ。

　身にまとっているのは、薔ば薇らの付いたヘッドドレスと、淡あわいピンクのワンピース型ドレス。ところどころにフリルがあしらわれており、まるでお姫ひめ様のようである。服装といい佇たたずまいといい、ひょっとしたら本当に高貴な生まれなのかもしれない。

　そして、ほっそりした腰に対して、やけに目立つその胸元。ドレスがはち切れんばかりに育ったその胸は……見ちゃダメだと思いながらも、つい目がいってしまう。

　マンガかアニメから抜ぬけ出してきたと言われても、驚おどろかない自信がある。

　それくらいには、彼女の美び貌ぼうは圧あつ倒とう的てきなものだった。

「ごきげんよう、奏汰さま」

　スカートの裾すそをつまみ上げ、少女は深々とおじぎをした。

　そして、にっこりと上品に微笑ほほえんで。

「アルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランです。お気軽にティナとお呼びください。もっと気軽に、『ティナにゃん』と呼んでいただいてもかまいません。そのときは語ご尾びに必ず『にゃ』をつけて、ネコミミ常備を心掛けますにゃ」

　…………。

　何言ってんだ、こいつ。

「奏汰さま、どうかしましたにゃ？」

「どうかしてんのはお前だ！　っていうかティナにゃんって呼ばねぇから、今すぐその喋しやべり方をやめろ!!」

「ふむ。奏汰さまに猫ねこキャラ属性はありませんでしたか。それならば……」

　今度は床に膝ひざをつき、三つ指をついて深々と頭を下げるティナ。

「改めまして、ティナリア＝アルゼクランと申します。ふつつか者ですが、なにとぞよろしくお願いいたします。お気軽にティナ、もしくはティナにゃんとお呼びくださいませ」

「ティナにゃんはもういいんだよ！　嫁よめ入いり前みたいなテンションで挨あい拶さつしてんじゃねぇよ!!　っていうか、誰だれなんだお前は!?」

「あれ？　ひょっとして、わたしのことお忘れですか？」

　そう言ってティナは、胸元からごそごそと、何かを取り出した。

　それは星を半分に割った造形の、見覚えのあるペンダント。

　あ、それ！

　おれは思わず、自身の首元からぶら下げたペンダントへと、手を当てる。

　昨日の晩に机の奥底から発見して、今日の買い物に意い気き揚よう々ようとつけていったペンダント。

　なんでまったく同じデザインをしてるんだ!?

「おまっ、それ、なんで……？」

「なんでも何も。奏汰さまにそれを差し上げたのは、わたしですよ？　もう八年前になりますか。懐なつかしいですねぇ。わたしと奏汰さまが婚こん約やくして、もうそんなに経たつんですね」

　なん……だと……？

　おれの人生において、まるで耳になじまないその言葉に、思わず真顔になる。

【許嫁いいなずけテンプレだあああああ！　さぁさぁ奏汰っち、盛り上がってきたよぉ!!】

　きゅんぴょこ♪

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が爆ばく笑しようしているスタンプが、ＲＩＮＥに表示される。

　……うぜぇ。っていうか、「きゅんぴょこ」ってどういう意味だよ。

「というわけで、奏汰さま。ここにサインをお願いします」

「ちょっと待て、これ婚こん姻いん届とどけじゃねーか！　おれはこんなもの、書くつもりはねーぞ!!」

「なるほど。まずは同どう棲せいして、互たがいの相あい性しようを確認したいということですか」

「お前、すげぇポジティブだな！　おれは結婚する気も、同棲する気もねーよ!!　そもそもお前がおれの婚約者だっていうことすら、信用してないからな」

「むぅ。そう言われましてもねぇ……」

　いや、そんな困った顔されても。

　困こん惑わくしてるのはこっちの方なんだけど。

　そんなことを思っていると、手に持ったスマホが電話の着信を知らせはじめた。

　画面に表示された名前は──父さんだ。

『もしもし、奏汰？　父さんだ。変わりはないか？』

「変わりしかねぇな。窓ガラスを割って不法侵しん入にゆうしてきた女から、婚約してるしてる詐欺を受けてるところだ。取りあえず、そろそろ警察を呼ぼうと思う」

『はっはっは。その必要はないぞ。ティナリア様は間ま違ちがいなく、お前の婚約者だからな』

「は？」

　何を言ってやがるんだ、この父親は。

『ついさっき、ティナリア様から連れん絡らくをもらってな。これから我が家で一いつ緒しよに暮らしたいとおっしゃるもんだから、二つ返事でＯＫしたところだ。奏汰、くれぐれも粗そ相そうのないようにな』

「待て待て！　聞いてねーぞ、そんなこと!?」

『ああ、ついでにもうひとつ。父さんと母さんは、今日から長期で海外出張になった』

「はぁ!?　父さん、ただの地方公務員だろ？　なんだよ海外出張って」

『このご時世、公務員もグローバルな視点を取り入れる必要があるからな。ドバイに新しく窓口を設置することになったんだ』

　絶対いらねーよ、そんな支店！

「母さんは？　専業主婦の母さんが、海外に行く理由なんかねーだろ!!」

『知らなかったのか？　母さんは、父さんのことが大好きなんだぞ』

「いらねーよ、そんなノロケ話！　息子むすこはどうした!?　ここに一人、ぽつんと残された息子がいるだろーがよ!!」

『はっはっはっは』

　ガチャン。

　うわっ、切りやがった！　養育放ほう棄きしやがって、ふざけんじゃねぇぞ!!

【キャー[image: ]　見事なまでの、両親海外出張テンプレだね☆】

【うるせぇ！】

　おれはスマホをベッドに向かって投げつけ、頭を抱かかえる。

　美少女が空から降ってくる？

　さらにその美少女が許嫁で、同棲することになる？

　その上、両親は意味不明な海外出張？




　なんなんだよ、この怒ど濤とうのテンプレ展開は……。
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　取りあえず夜風だけでも避さけようと、おれは割れた窓ガラスにガムテープを貼はって、補修することにした。

　そのそばではティナが、ふんふん♪　と鼻歌を口ずさみながら、ほうきでガラス片をかき集めている。

「ふっふふー。何気ない部屋の片付けですけど、これが二人の初めての共同作業だと思うと、なんだかドキドキしません？」

「いや、全然」

「部屋の片付けに続く共同作業と言えば、やっぱりケーキ入刀ですよね。二人の門かど出でを祝うのですから、大きいに越こしたことはないと思うんですよ。具体的には、二百メートルくらいとか」

「スーパーロボットもびっくりだな」

「ちなみに奏汰さま。わたしの好きなケーキは、次のうちどれでしょう？　①ストロベリーケーキ　②チョコレートケーキ　③ブルーベリーケーキ　制限時間は十秒でーす。ちっちっちっちっ」

「…………」

「はい、時間切れー。正解は④のチーズケーキでした！　ねぇ、引っ掛かりました？　引っ掛かりました？」

　……マジうるせぇ。なんだこいつ。

　そもそも部屋を片付けなきゃならんのは、お前が窓ガラスぶち破ったからだろうが。

　ふつふつと湧わき上がる怒いかりを抑おさえつつ、おれはガムテープをぺたぺたと貼っていく。

　と、そのとき。

　バルバルバルバル……と、不ふ穏おんな音がなんか近づいてきた。




　そして──ガシャンッ!!




「ぎゃあああああああああ!?」

　眼前で、再び弾はじけ飛ぶ窓ガラス。

　投げやがった！　あのヘリコプター、今度はダンボール箱ぶん投げてきやがった!!

　すんでのところで回かい避ひしたからよかったものの……さっきまでおれがいた場所には、鋭えい利りなガラス片が深々と突つき刺ささっていやがる。

「わたしがいなければ、即そく死しでしたね」

「なに自分の手て柄がらにしてんだよ！　お前、なんもしてねーだろ!!」

「失敬な。わたしが事前に奏汰さまの位置を通信しておかなければ、荷物が奏汰さまに激げき突とつしてた可能性だってあるんですよ？　わたしの荷物も奏汰さまのお顔もぐちゃぐちゃになって、あやうく大だい惨さん事じです」

「これ、お前の私物かよ！」

　アルゼクラン皇国とやらでは、人も物も空輸しないといけない決まりでもあるのか。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだかお疲つかれのようですけど」

「うん。主にお前のせいでな」

「ふっふふー。わたしのことが好きすぎて、気疲れしてしまったのですねっ!!」

　いや、その理り屈くつはおかしい。

　ポジティブ思考もここまで来ると、狂きよう気きを感じるな……。

「それでは、片付けは後回しにしましょう。おいしいご飯を食べるなり、温かいお風ふ呂ろに入るなりして、気分転てん換かんした方がいいですよ」

「まぁ確かにそうなんだけど、お前が言うな！」

　心の底から抗こう議ぎの声を上げるが、ティナはそれを華か麗れいにスルー。

　おもむろにダンボール箱を開け、中をごそごそと漁あさりはじめる。

「こんなこともあろうかと、アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、最高級の食材を用意しておきました」

「おお」

　確かにティナの言葉どおり、箱の中にはＴＶでしか見たことのないような食材が、これでもかというほど敷しき詰つめられている。

「こう見えても、料理の腕うではそれなりなんですよ？　きっと奏汰さまのお口に合うものを、お作りできるかと思います」

　そう言えば、美織に付き合って何時間も歩き回ったもんだから、かなり腹が減ってたんだった。

　あまりの非日常の連続にすっかり忘れてたけど、自覚した途と端たん、キュルルル……と腹の虫が鳴りはじめる。

　でもなぁ。今日会ったばかりの相手に、料理をご馳ち走そうになるっていうのも、さすがに気が引けるんだよな。

「遠えん慮りよなさらなくていいんですよ、奏汰さま。なんと言ったって、わたしは奏汰さまのフィアンセなのですから」

　そう言ってティナは、ダンボール箱からエプロンを取り出しはじめた。

　まぁこの数十分の間に、散々な迷めい惑わくを掛かけられたわけだし。

　ご飯をご馳走になるくらいしても、バチは当たらないか……。

「じゃあ申し訳ないけど、お願い──」

「すとーっぷ!!」

　唐とう突とつにおれの口を押さえて、ティナは「ダメですよ」と首を振ふる。

　そして両手を腰こしに当てて、得意げに胸を張ると。

「奏汰さま。こういうシチュエーションの際には、日本ではそれ相応のしきたりがあるはずですよ？」

「しきたり？　なんだそれ？」

「ふっふふー。それでは、とくとお聞きください！　日本文化の真しん髄ずいを!!」

　ハイテンションにそう言い放つと、ティナは自身の口元にすっと手を当てた。

　そして、潤うるんだ瞳ひとみでおれを見つめると。




「奏汰さま。ご飯にします？　お風呂にします？　それとも……わ・た・し？」




　……………はい？

　もったいぶって何を言い出すかと思えば、なんだそのテンプレなセリフは。

　何が日本文化の真髄だ。今どきそんなの、マンガでも見かけねーぞ！

「奏汰さま」

　思わず脱だつ力りよくしかけるおれに、ティナはちらちらと視線を送ってくる。

　ああ、これ答えるまで終わんねぇやつか。

「ご飯にします？　お風呂にします？　それとも……わ・た・し？」

「ご飯で」

「ご飯でもなく、お風呂でもなく……わ・た・し？」

「いや、ご飯で」

「あなたが選んだのは、このかわいいわたしですか？」

「いいえ、それはご飯です」

「はっ！　わたしをおかずにするということですね!?　同人誌みたいに!!」

「普ふ通つうのご飯にしろって言ってんだよ！　っていうか、なんで同人誌とか知ってんだよお前は!!」

「ふっふふー。アルゼクラン皇国の財力を駆使して、スパイを派は遣けんしてましたから。奏汰さまの趣しゆ味みは、完全に把は握あく済です！　具体的には、その中にあった『おかずの国の有あり栖すちゃん』という同人誌に、そのようなセリフが……」

「うるせええええええええええええ!!」

　おれは発はつ狂きようしたように叫さけぶと、ティナの襟えり首くびをむんずと摑つかんだ。

　そしてずりずりとティナを引きずり、玄げん関かん先さきへと早足に進む。

「あ、これも見たことありますよ。確かタイトルは、『ダンジョンで彼女を引きずるのは間ま違ちがっ──」

　ガチャッと玄関を開けると同時に。

　おれはティナをキャッチ＆リリース──そう、家の外へと勢いよく放り投げた！

「きゃん!?　もお、奏汰さまったら乱暴なんですから。でも、そんなワイルドなところも、奏汰さまのみ・りょ──」

　バタン。

　言い終わる前に、おれはドアを思い切りよく閉めた。

「あ、あれ？　奏汰さま？　おーい。ティナがまだ、お外にいますよー？」

　ドンドンと、外からドアを叩たたくティナ。

　だけど、そんなの関係ねぇ。

　鍵かぎとチェーンを急いで掛けると、おれはそそくさと二階に上がった。

　そして部屋に戻もどると、さっきベッドの上に投げ捨てたスマホを手に取る。

【どう、どう？　神ちゃんの『テンプレートデイズ』の力は？　幸せいっぱい、夢いっぱい☆】

【正直、相当疲れたんだけど】

【だらしないなぁ。こんなのはまだ序の口。これからもっと、たくさんのテンプレの祝福が起きるっていうのにぃ】

　きゅんぴょこ♪

　脈みやく絡らくもなく送られてくる、黒くろ髪かみツインテールの美少女が力こぶを作っているスタンプ。

　だから、「きゅんぴょこ」ってなんなんだよ!?

　しかも、これでまだ序の口だと？

【なぁ、ひとつ確かく認にんしたいんだけど。これって、ほんとにご加護なんだよな？　呪のろいの間違いなんかじゃ、ないよな？】

　…………。

　あ、既読マークが付いた。

　…………。

　…………………。

【って、おい！　既読スルーしてんじゃねぇぞ!!】

　なんでこのタイミングで既読スルーすんだよ！　そこは即そく答とうしろよ!!

　ああ、もう。

　なんか、先行き不安で仕方ないんだけど……。




　　　　◆　　◆　　◆




　チュンチュンチュン……。

　窓の外から、小鳥たちの鳴き声が聞こえてきた。

　カーテンの隙すき間まからは陽光が差し込み、おれに朝が来たことを知らせてくる。

　昨日の疲れを引きずってるのか、なんか身体からだが重い。

　もう少し寝ねてたいなぁ。

　だけど、今日は高校の入学式。遅ち刻こくするわけにもいかないし。

　うーん。どうしよう。逡しゆん巡じゆんするおれ。

　……てか、マジで異常に身体が重いんだけど。

　少し姿勢を変えてみようとするけど、全然身動きが取れない。

　まるで何かが物理的に、おれを押さえつけてるみたいな……。

「ん？」

　さすがに違い和わ感かんを覚えたおれは、おそるおそる顔を上げてみる。

　するとそこには……見慣れた美少女の顔があった。

「み、美織!?」

　思わず声を上げてしまう。

　なぜかベッドのそばに膝ひざをつき、おれにのしかかるように突つっ伏ぷして眠ねむっているのは、愛いとしの幼なじみ・天里美織。

　すーすーとかわいらしい寝息を立てながら、おれのお腹なかあたりに顔をうずめて、美織は幸せそうな笑えみを浮うかべている。

「そうくーん……遅刻しちゃうよぉ……むにゃ」

　テンプレみたいな寝言を口にして、ギュッとおれにしがみついてくる美織。

　美織の吐と息いきの熱が、おれのお腹をくすぐってくる。

　なんだこれ。

　ここは地上の楽園か何かか？

　ああ──もう、このまま死んでも悔くいはないな。

　そんな風にすら思うおれだったが、そんな幸せも長くは続かなかった。

「むにゃ……はっ!?」

　美織が唐突に目を覚ます。

　すると当然、美織とその寝顔を凝ぎよう視ししていたおれは、目が合うわけで。

「い……いやああああああ!?」

　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくののち、事態を把握したらしい美織は、ものすごい勢いでベッドから飛び退のいた！

　そしてそのまま、勢い余って本ほん棚だなで後頭部を強打。

　小さな悲鳴を上げて、美織は頭を押さえてうずくまる。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか、美織？」

「い、いや！　来ないで!!」

　ベッドから起き上がったおれを制止して、美織は慌あわてて口元を拭ぬぐう。

　そしてリンゴみたいに真っ赤な顔をして、窺うかがうようにおれを見上げる。

「……み、見た？　あたしの、寝顔」

「い、いや。ちょっとだけ……」

　ごめんなさい。ほんとはバッチリ心のアルバムに保存してあります。

　だけど敢あえてそれは言わない、紳しん士しなおれ。

「うう……そうくんの、ばか」

　上うわ目め遣づかいで唇くちびるを尖とがらせる美織。かわいい。

「しょうがねぇだろ。起きたらお前が、勝手にここで寝てたんだから。っていうか、なんでお前、こんなとこで寝てたんだよ？」

「ち、違うの！　いつもどおり、そうくんを迎むかえに来たんだけど、チャイム鳴らしても全然反応なくって。そしたら鍵が開いてたから、起こそうと思って……でも、いつの間にかあたしも寝ちゃってて……」

　もじもじと指先を合わせる美織。うん、かわいい。

　しかし──鍵が開いてた？

　確かティナを締しめ出したとき、チェーンまで掛けた覚えがあるんだけど。

　────ピコンッ♪

【あ、ありのまま、今起こったことを話すぜ！　奏汰っちは鍵を掛かけたと思ったら、いつの間にか開いていた……何を言ってるか、わっかるかなぁ？】

【分かんねーよ！　っていうか、人の心を勝手に読むな!!】

【えへっ☆　これが『テンプレートデイズ』の力だよ。テンプレ展開のためなら、ちょっとした常識なんて、簡単にくつがえしちゃうっ！】

【つまり、どういうことだよ？】

【要はこういうことさっ。『鍵を掛けた』という『事実』は『消失』し、『鍵が開いている』という『結果』だけが『残った』……】

　カギカッコ多すぎて分かりづれぇよ！

　お前、まともに説明する気ないだろ!!

「……そうくん？　怖こわい顔でスマホ打って、どうしたの？」

「あ。い、いや。なんでもない」

　美織が不ふ審しんそうに見ていることに気付き、おれは慌ててスマホをポケットにしまった。

「じゃあ下で待ってるから、早く着き替がえなよ？　まったく、入学式の日から寝ね坊ぼうなんて仕方ないなぁ、そうくんは。やっぱりあたしがいないと、そうくんはダメだね！」

　そう言ってえっへんと、無い胸を張る美織。

　その姿が、堪たまらなくかわいくって。

　鍵が自動的に開いたくらい、些さ細さいなことのような気がしてきた。

　考えてみれば、朝からの一連のイベントって、相当おいしいシチュエーションだったよな？

　昨日の夜は散々だったけど、こんな毎日が続くっていうのなら。




　──テンプレってのも、案外悪くないのかもな。
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　そう思っていたのも、家を出るまでの、ほんのわずかな時間だけ。

　急いでしたくを済ませて、美織と一いつ緒しよにさぁ出掛けようと、扉とびらを開けたら……。

　そこには、信じられない光景が広がっていた。

「……なんだよこれ!?」

　あまりの事態に、おれは思わず叫さけんでしまう。

　なんで見み渡わたす限り、曲がり角しかねーんだよ！

　一面の曲がり角、一面の曲がり角、一面の曲がり角……。

「……ふっふふー」

　おれと美織が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、なんか不敵な笑い声が聞こえてきた。

　あ、なんかこの声、知ってるような気が。

　もう嫌いやな予感しかしないが……取りあえずおれは、手近な曲がり角に近づいて、おそるおそる向こう側を覗のぞき込んでみる。

　すると、そこには。

　セーラー服にヘッドドレスという奇き異いな格好をした、青みがかった銀ぎん髪ぱつの美少女が佇たたずんでいた。

「うずうず。うずうず。うずうず！」

　分かりやすく、うずうずしている。

　よーし。見なかったことにしよう。

　心の中で呟つぶやいて、おれはそのまま踵きびすを返した。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ奏汰さま！」

　慌てた声を出して、その美少女はおれの腕うでを摑つかんできやがった。

　ちっ。見つかったか。

「奏汰よ奏汰、奏汰さま。世界で一番かわいいのは、だぁれ？」

「知らんがな」

「それはティナリア＝アルゼクランでございます……ですって!?　きゃあ、いやだっ！　こんな公衆の面前で恥はずかしいっ!!」

「…………」

「どうも。噂うわさをすればなんとやら。ティナリア＝アルゼクラン、あなたのおそばにただいま参上！」

　なんなの、この一人芝しば居いは。

　ご機き嫌げんに盛り上がっているティナを、おれは冷ややかに見つめる。

「で？　この曲がり角地じ獄ごくは、やっぱりお前のしわざなのか？」

「いえす。アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、曲がり角をたくさん用意してみました。さぁ、思う存分わたしと偶ぐう然ぜんぶつかってください！」

「どこが偶然だ！　明らかに故意じゃねーか!!」

「そう、これは恋こい。あなたを想おもうと、胸が高鳴り夜も眠れない……」

「その『こい』じゃねぇ！」

「あ、でもお昼寝はしてますから、ご安心を。睡すい眠みん不足はお肌はだの大敵ですからね」

　それ、ただの昼夜逆転だよね。

「あれ？　なんだかあまり、嬉うれしそうではありませんね？　せっかく国こく土ど交こう通つう省しように交こう渉しようしてまで、公道を工事したのに」

「どこに喜ぶ要素があるんだよ。こんな迷路みたいな改造しやがって」

「おかしいですねぇ……日本では、曲がり角でパンを咥くわえてぶつかった二人は、幸せになれると聞いたのですが。だからわたしたちのみならず、ご近所の皆みなさまも幸せになれるようにと、数百メートル四方をこのような構造に」

「お前は絶対に、日本を勘かん違ちがいしている」

　っていうか、数百メートルもこの状態が続くのかよ。学校に間に合う気がしねぇ。

「勘違い？　ではパンを咥えてぶつかった二人が、永遠に結ばれるという伝説は……」

「ありえねーし、そもそもそんな都市伝説はない」

「そんなぁ。咥える用に、パンまで準備したんですよ？　十枚も」

「そんな一気食いしながら歩くバカがいるか！　窒ちつ息そくするわ!!」

「ご安心ください。そんなこともあろうかと、カプチーノも用意してあります」

「わぁ、これで喉のどに詰つまっても安心だね……なんて言うわけねーだろ！　パンを減らせ、パンを!!」

「デザートに、シャーベットもありますよ」

「曲がり角で優ゆう雅がな朝食を味わってんじゃねーよ!!」

　はぁ……なんか朝っぱらから怒ど鳴なりすぎて、疲つかれてきた。

　もうこいつの相手するの、やだなぁ。

　ほんとなら美織と、新生活に胸を躍おどらせながら登校するはずだったのに……。

　ん？　美織？

「……そうくん。誰だれなの、この人？」

　振ふり返ると、そこにはジト目でおれのことを見ている、美織の姿があった。

「なんか、さっきからあたしのことを置いてけぼりにして、仲良さそうに喋しやべってるけど。なんの知り合いなのかな？」

「あ、いや。知り合いっていうか、どちらかというと赤の他人側の奴やつっていうか……」

「フィアンセです」

　ピシッ。

　何かにヒビの入る音が聞こえた、ような気がする。

「そ、そうくんのフィ……フィアンセ？」

「はい、そうです。日本語で言うところの許嫁いいなずけ。婚こん約やく者。できちゃった婚」
















「最後だけおかしいだろ！　なんもできてねーわ!!」

　もう喋るな。頼たのむから。

　しかし、そんなおれの願いなど知りもせず。

　ティナはスカートの裾すそを持ち、上品におじぎをした。

「ごきげんよう。わたしはアルゼクラン皇国の第五皇女にして、奏汰さまの所有物、ティナリア＝アルゼクランです。お気軽にティナとお呼びください」

「……初めまして。あたしは天里美織。そうくんとは長い付き合いだけど、そんな関係の人がいたなんて、初耳だなぁ。へぇ。そうなんだ、へぇ」

　ティナに会え釈しやくをしてから、ギロッとおれのことを睨にらむ美織。

　だらだらと、冷や汗あせが流れ落ちていくのを肌で感じる。

　ブルブルと、ポケットの中で振しん動どうするスマホ。どうせあのバカ神の、くだらねぇメッセージだろうな。読む気にもならない。

　というか、神様に言われるまでもなく、分かってる。

　これ……修しゆ羅ら場ばテンプレってやつだ。

「き、君。テ、ティナリアさんだったっけ？」

　取りあえず、知らんぷりを決め込もう。

　苦しい言い訳だけど、今のおれに思いつくのはこれしかない。

「ぼ、僕たち、さっき初めて会ったばかりじゃないか。何をわけの分からないことを言ってやがるのかなぁ？　はははは、冗じよう談だんはよしておくれよ」

「わけが分からないのは奏汰さまです。わたしたち、昨日もお会いしたじゃないですか。奏汰さまのお部屋で二人っきり、初めて行った共同作業……あ、実はちょっとだけ、わたし痛い思いをしたんですよ？　アレの先っぽが触ふれたとき、アレから軽く出血なんかしたりして……」

「これ以上喋ったら殺すぞ、この野や郎ろう!!」

　ガラス片の先っぽに触さわったら、指から軽く出血したって言いたいんだろ!?

　なんでそこぼやかすんだよ、はっきり言え!!

「ほーう。へーえ。ふーん」

　色の消えた瞳ひとみで、美織がおれのことを見ている。

　ち、違うんだ誤解しないでくれ美織。

　こいつとおれは、ほんとになんの関係も……。

「えーい！」

　ギュッ。

　この絶望的なタイミングで、ティナがおれに抱だきついてきやがった。

　しかも、パンを咥えて。

「……一応、聞いておこうか。なんのつもりだ、ティナ」

「せっかく曲がり角を用意したので、パンを咥えてぶつかってみました。万が一にもご利り益やくがあるかもしれませんし。どうです、奏汰さま？　曲がり角で美少女とぶつかった気分は？」

「トラックに轢ひかれた方がマシだった」

　トラックにぶつかれば、いっそ異世界転生できたかもしれないしな。

　それくらい……おれは今、人生をリセットしたくて仕方ない。

「じゃあ、あたし先に行くから。お二人は、どうぞごゆっくり」

　氷のように冷たくそう言うと、美織は駆かけ足気味に、おれのもとを立ち去ってしまった。

　待ってくれ、美織！

　慌あわてて後を追おうとするが、ティナにしがみつかれたままなもんだから、思うように動けない。

「あ、奏汰さまもパン食べます？　アルゼクラン皇国特製、百種類のフルーツをミックスしたジャムもありますよっ」

　いらない。食しよく欲よくない。

　おれはガックリとうなだれて、盛大なため息をついた。

　なんなんだよ……このテンプレ勘違い展開は。
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　迷路のような通学路を抜ぬけて、おれとティナはなんとか学校へとたどり着いた。

　よかった。始業時間には間に合いそうだ。

「ふっふふー。奏汰さまと一緒に、初登校です！」

「……そういやお前、なんで学校までついてきてんだよ」

「見てのとおりですよ。わたしも今日から、奏汰さまと同じ高校に通うんです」

　言われてみれば、さっきからセーラー服着てたっけな。

　なんで皇女のくせに、ごく普ふ通つうの日本の学校に通うんだか。

　まぁ……さっぱり理解はできないが、理り屈くつは分かる。

　ラノベやマンガにおいて、異国の美少女がやって来たら十中八九、主人公の学校に転入してくるもんな。

　つまりはこれも、おれを巻き込んだテンプレのひとつってわけだ。

「奏汰さまぁ。わたしたち、Ａ組みたいですよ。よかったですね、一いつ緒しよですね！」

　掲けい示じ板ばんに貼はり出されたクラス分けの表を見ながら、ティナが嬉しそうに飛とび跳はねる。

　まぁ、そうだろうな。

　この流れで、一緒のクラスにならないとか、ありえないよな。

　さすがにこれだけ色々起これば、おれもテンプレ慣れしてくる。

　もう、ちょっとやそっとの展開じゃあ、驚おどろかねーよ。







「って、なんだこりゃあああああああ!?」

　Ａ組のドアを開けた瞬しゆん間かん、おれは驚きのあまり、声を出して叫さけんでしまった。

　クラスの女子たちの視線が、一いつ斉せいにおれへと集中する。

　つまり、クラス全員の視線が、おれに向けられたわけだ。

　そう──このクラス。

　おれ以外、女子しかいねぇ。

「はいはいー。皆さん、席についてくださいー」

　パンパンと手を叩たたき、おれのそばを幼よう稚ち園えん児じが通過していった……幼稚園児？

　おれは思わず、その子を二度見する。

　青いスモックを着て、黄色い帽ぼう子しをかぶった、身長百二十センチくらいの幼女。

　しかしその幼女は、信じられないことに教きよう壇だんに立ち、ぺこりと頭を下げた。

「皆さん、入学おめでとうございますー。このクラスの担任の、小お山さ内ないろりえですー。こう見えても三十五歳ですー」

　噓うそつけ！

「入学式に移動する前に、ホームルームやりますよー。そこに立ってる二人も、早く席についてくださいー」

　小山内先生が、おれとティナに教室の中へ入るよう促うながす。

　しぶしぶ着席すると、ティナがちょうどおれの真横の席に座った。

「えへへ。奏汰さま、席が近くて嬉うれしいですね」

　これっぽっちも、そんな感情はない。

「……仲がよろしいことで」

　ぼそりと聞こえた呟つぶやきに戦せん慄りつし、おれは目を見開いた。

　おれの左斜ななめ前、つまりティナのひとつ前の席には。

　世にも不ふ機き嫌げんそうな顔をした──美織が着席していた。

「み、美織……」

　違ちがうんだ。今朝の件は、完全に誤解なんだ！

　今すぐにでも説明しなければ。そう思って、おれが口を開きかけたとき。

「先生。どうしてうちのクラスには、一人だけ男子がいるんですか？」

　おれの真ん前の席に座っていた眼鏡めがねの女子が、手を挙げて発言した。

　それに呼応するかのごとく、教室中から「そうよそうよ」「なんで男子なんかいるの？」「変態っぽい」などなど……おれに対する不平不満が、烈れつ火かのごとく湧わき上がった。

　えっえっ。なんでそんなに辛しん辣らつなの!?

　冷静に考えろよ、お前ら。ここは共学だぞ？

　おれがここにいるのが、おかしいんじゃない。お前ら女子が多すぎるんだよ!!

「厳正なくじ引きによってー。クラスは決定してますー。その結果たまたまー。このクラスは男子一名、女子二十九名になりましたー。ちなみに隣となりのクラスは、男子しかいないのですー」

　その時点でくじ引きをやり直せ！　偏かたよってるってレベルじゃねーだろ!!

　おれはぐしゃぐしゃと頭を搔かきむしり、机に突つっ伏ぷした。

　男子が一人しかいないクラス編成に、幼稚園児にしか見えないロリ教師ぃ？

　────なんだこの学校、狂くるってやがる!!

　そして、先生の話を聞いた女子たちは──「じゃあ仕方ないか」「割とかわいい顔してるしね」「ちょっと狙ねらっちゃおっかなぁ」などなど……おれに対する評価を、百八十度変えてきやがった。

　お前らの手のひら、くるっくるだな！

　とはいえ……あのバカ神が言っていたことは、どうやら噓ではなかったらしい。

『これまで経験したことのないモテ期』──その到とう来らいを予感して、おれはちょっとだけテンションが上がる。

　よーし。この調子で、美織とのフラグが立つのも期待してるぜ！

「では入学式の前にー。皆みなさん、軽く自己紹しよう介かいしましょうかー」

　小山内先生がパンパンと手を鳴らし、教室中を見回す。

　……なんで？　普通、入学式が先じゃね？

「では、『む』から順番に行きましょうー。結野奏汰くんー」

　なんでなんで？　あいうえお順とか誕生日順とか、色々あるでしょ!?

　ツッコミどころしかないが、仕方ないので起立して、自己紹介をはじめるおれ。

「えっと、初めまして。結野奏汰で──」

「きゃあぁぁぁぁぁ喋しやべったぁぁぁぁぁぁ!!」

「声もかわいい！　なにあの生き物!?」

「抱かれたい！」

　……なんだ、こいつら。

　なんか名乗っただけで、異常な盛り上がりを見せはじめやがった。

　これが俗ぞくに言う、ハーレムテンプレってやつか。いざ体験してみると、身の置きどころがよく分かんねぇな。

「はいー。では結野くんの自己紹介は、ここまでにしましょうかー」

　まだ名前しか言ってないんだけど。

　どうせ誰だれも聞く耳持ってないし、まぁいいか……。

「はいー。それじゃあ『め』は後回しにして、先に『も』の人ー」

　うん。それ、ただのランダムだよね。

「はい」

　めちゃくちゃな指名にもかかわらず冷静に返事をしたのは、先ほど真っ先に手を挙げた、真ん前の席の女子。

　首元で二つ結びにした黒くろ髪かみ。少し太めの眉まゆ。

　分厚いレンズの眼鏡を掛かけており、光の反射のせいか、瞳を窺うかがい知ることはできない。

　なんというか……これといった特とく徴ちようのない、地味な子だ。

「どうも、茂も部ぶ花はな子こです。中学時代のあだ名は、モブ子でした」

　モブ子て。

　確かにモブっぽい見た目、してるけどさ。

「趣しゆ味みは本を読むことです。家ではＴＶを観みていることが多いです。どうぞ、よろしくお願いします」

　それだけ言っておじぎをすると、少女はガタンと席につく。

　……普通。

　すげぇ普通だ。

　モブ子なんてあだ名をつけた奴やつの気持ちも、なんか分からんでもない。

「はいー。それじゃあ次は『アルゼクランさん』ねー」

　ついにはご指名かよ。順番とはなんだったのか。

　すると。

「ふっふふー」

　待ってましたとばかりに、ティナが不敵な笑い声を上げて、すっくと立ち上がった。

　うわぁ、なんか嫌いやな予感しかしねぇ。

　お願いだから、何も余計なこと言ってくれるなよ……。

「ごきげんよう、皆さま。アルゼクラン皇国から参りました、ティナリア＝アルゼクランと申します。名前からお察しのとおり、皇族の出ではありますが、どうか分け隔へだてなく仲良くしていただければと思います。お気軽にティナとお呼びくださると、嬉しいです」

　……あれ？

　意外と普通に挨拶をはじめたもんだから、おれはやや拍ひよう子し抜ぬけする。

　さすがのティナといえども、自己紹介くらいはまともにこなせるんだな。

　どうやら、おれの心配も杞き憂ゆうに終わりそうだ。

　よかったよかった──。

「余談ですが、わたしと奏汰さまは、ただならぬ関係です」

　はい、前言撤てつ回かい。

　やっぱりダメだこいつ。

　早くなんとかしておくべきだった……。

「アルゼクランさん。ただならぬ関係とは、どういうことですか？」

　真っ先に手を挙げたのは、モブの代表格たるモブ子。

　それに続くようにして、クラス中の女子たちから口々に、「どういうことなの!?」「私の結野くんなのに!!」といった声が上がる。

「ふっふふー」

　その反応に気を良くしたらしいティナは、腰こしに手を当て、やたら得意げに言い放った。

「わたしは、奏汰さまのフィアンセです」

　やめろ。

「間違えました。奏汰さまのおかずです」

　やめろ！

「ところで、『わたしがおかず』って、どういう意味なんですかね？　奏汰さまの好きな同人誌に描かいてあったのですが、理解できなくて」

　理解できないなら喋るな！

「ちなみにその同人誌が、こちらになります」

「いい加減にしろよお前はあああああああああああああ!?」

　さすがのおれもブチギレたね！

　もう、思いっきりティナの頭をはたいてやったね!!

「はうぁ!?　これが日本に伝わる、夫婦めおと漫まん才ざいというやつですか。なかなかのツッコミですね、奏汰さま！」

「だから、どこまでポジティブなんだよお前は!?　純じゆん粋すいに怒おこってるんだよ！」

「えーい、なんでやねんっ」

「漫才やってんじゃねぇって言ってんだろ！　いいから今、お前が取り出した同人誌をよこせ!!」

「読むんですか？」

「読まねぇよ！　いいからとっとと渡わたせ!!」

「うーん。でもですねぇ。さっき頭をはたかれたときに、わたしの手からすっぽ抜けてしまいまして。どこに行ったことやら」

　…………血の気が引くって、こういう感じなんだ。

　おれの頭の中を、よくマンガやラノベで見掛けるテンプレが、駆かけ抜けていく。

　こういうとき、どこに同人誌が飛んでいくか。

　答えはそう、ひとつしかない。

「……そうくん」

　ほーらな。
















　なかば諦あきらめの境地に達しながら、おれは声のした方向──すなわち美織の方へと視線を向けた。

　その机の上には、広がった状態で落下した一冊の本。

　そう。

『おかずの国の有栖ちゃん』があった。

「み、美織……」

　言い訳をぐるぐると考えるが、これもう詰つんでるな。

　行き過ぎたテンプレっていうのも、考えもんだな……。

　そうして力無く立ち尽つくすおれを、美織はジト目で睨にらみ。

「そうくんの、そうくんの……っ！」

　真っ赤に顔を上気させて。




「…………えっち」




　──ああ。

　こうして恥はじらう美織も、世界一かわいい。




　　　　◆　　◆　　◆




【どう、どう？　神ちゃんの『テンプレートデイズ』の力は。これまで味わったことのない、あーんなイベントやこーんなイベントを、盛りだくさん楽しめたでしょ☆】

【胸焼けしそうなんだけど】

　よくもまぁこいつは、のんきにそんなことが言えたもんだな。

　ホームルームのあとも、テンプレ祭りは留とどまることなく、おれの学園生活を全力でぶち壊こわしにきやがった。

　もっとも……その大半は、ティナのせいな気がしないでもないが。

　そんな地じ獄ごくをくぐり抜けて、ようやく迎むかえた下校時間。

　おれはティナに見つからないよう、細心の注意を払はらいながら、下げ駄た箱ばこへと向かっていた。

【もうちょっと、控ひかえめにできないのか？　テンプレのご加護ってやつは】

【一回発動しちゃったら、神ちゃんには制せい御ぎよできないんだよ。ごめんねｗｗｗｗ】

　なんで煽あおってきてんだ、こいつは。ブロックするぞ!!

【あ、誤ご爆ばくした。訂てい正せい[image: →]　ごめんね[image: ]】

　今さらおせぇよ。

　スマホをポケットにしまい、おれは柱の陰かげから下駄箱の方を覗のぞく。

　よし。ティナはいないな。

　それだけ確かく認にんすると、おれはそそくさと上うわ履ばきを脱ぬいで、靴くつに履き替かえる。

「あれ？　そうくん」

　すると後ろから、聞き慣れた天使のラッパみたいな声が、聞こえてきた。

　振ふり返ると、そこには誰もいない。

　ホラーかな？

「ちょっとぉ！　下だよ、下!!」

「なんだ美織か。ちっちゃいから気付かなかったぞ」

「もぉー！　ちっちゃいって言うなぁ!!」

　頰ほおを膨ふくらませて、おれの胸をぽかぽか叩たたいてくる美織。

　ここまでの一連の流れが、おれと美織の間で長年続いている、お約束ってやつだ。

　ああ。このやり取りすべてが、愛いとおしい。

　わけの分からんテンプレばかりが起こる中で、美織とのお約束はまさに心の清せい涼りよう剤ざい。

「なーに、にやにやしてんのよ」

「へ？　いや、そんな顔してねーよ」

「してたよ。どうせ今日、みんなにちやほやされたことでも思い出してたんでしょ」

「ち、ちげーよ！」

　ツンと顔をそむけると、美織はてくてくと校門の方へと歩き出した。

　おれも慌あわてて、その後を追う。

　入学初日で早めに学校が終わったため、まだ外は明るい。

　校門の近くには、おれたちの入学を祝うように、見事なまでの桜並木が咲さき誇ほこっている。

「おい、待てよ。美織」

　校門を抜けたところで、おれはようやく美織に追いついた。

　手て提さげカバンを両手で持った美織は、早足でおれを振り切ろうとする。

　しかし歩ほ幅はばの狭せまい美織が、そんなに速く歩けるわけもなく。

「なによぉ。ついてこないでよね」

「ついてくるも何も、同じ帰り道だろうが」

　美織の隣となりを一いつ緒しよに歩くおれに、美織はたいそう不満そうな顔を浮うかべる。

　そして──頰を朱しゆ色いろに染めて、下を向いて。

「……あたしなんかと一緒に帰ってると、誤解されるよ？」

「誤解？　なんの話だよ？」

「だからクラスの子たちに……あとティナって子に……あたしたちが、付き合ってるって」

　風に吹ふかれた桜の花びらが、ひらひらと二人の間を舞まい落ちる。

「ほ、ほら。あたしたちも高校生になったし？　いつまでも子どもの頃ころみたいに、一緒に行動してるのも変っていうか。デ、デートとか勘かん違ちがいされちゃっても恥ずかしいし。だって、あたしとそうくんは、た、ただの幼なじみなんだから……」

『ただの幼なじみ』。

　うわぁ、今のはグサッときたね！

　即そく死し魔ま法ほうが成功したときくらいの、大ダメージだね!!

　だけど確かに、美織の言うとおりだ。

　おれたちは恋こい人びとでもなんでもない。

　ちょっと、小さい頃からそばにいるってだけで。

　少しだけ、他ほかの友達より距きよ離りが近いってだけで。

　美織がそれ以上に、おれのことを想おもってくれているわけが、ないんだ……。

　────だけど。

「勘違いしたい奴やつは、勝手にしてりゃいいじゃんか」

「えっ？」

「おれは別に、お前とデートしてるって思われても……恥ずかしくねーし」

　かつてない勇気を振り絞しぼり、おれは美織に向かって、ありがちなセリフを言い放った。

　だっておれには、テンプレの神様がついてるんだから。

　テンプレなセリフを発すればきっと……テンプレな未来がやってくる。

「美織は、どうなんだよ？　おれと……そ、その。友達以上の関係って思われるのが、嫌いやなのかよ」

「そ、そんなことないわよ！　そうくんと一緒にいるの楽しいし、人にどう思われようと気にするガラでもないし……だけど、あの子はいいの？」

「ひょっとして、ティナのことか？」

「そうよ。だってあの子、そうくんの許嫁いいなずけなんでしょ？」

「あいつはそう言い張っているが、おれはその設定を断じて認めない」

「それにあの子、巨きよ乳にゆうだし、かわいいし、巨乳だし……そうくん絶対、あの子のこと好きでしょ。だって巨乳だもん」

　おれが胸しか見てないみたいな言い方するの、やめてくれね？

「断言してもいい。おれとティナの間に、やましいことは何もない」

「……ほんと？　あたしと違って、巨乳なのに？」

　お前、どんだけ自分の身体からだにコンプレックスがあるんだよ。

「なんもねーよ。信じてもらえないんなら、仕方ないけどさ」

「し、信じるよ！　そーだよね……うん!!　っていうか、あんなかわいい子、そうくんじゃ釣つり合わないよね」

「ほっとけ！」

　ふぅ。どうやら誤解は解けたらしい。

　しかし……こいつ、ほんとに鈍どん感かんだよな。

　おれが好きなのは、ずっと前から美織だけに決まってんだろ。

　いつになったらこいつは、おれの気持ちに気付いてくれるんだか……。

　やれやれ。

　まるでテンプレラノベの主人公みたいな奴だよ、まったく。

「あ、そうだ。朝言ってたけど、そうくんのお母さんたちって海外出張中なんでしょ？」

　そんなおれの思いなど、露つゆ知しらず。

　美織はさっきまでとは打って変わった笑え顔がおで、ぐいっと顔を近づけてくる。

「よかったら、あたしが夕飯作りに行ってあげよっか？」

「今日も美織のとこのお父さんとお母さん、帰りが遅おそいのか？」

「そう。二人とも仕事人間だからね。なので、あたし的にもそうくんの家にお邪じや魔まさせてもらえると嬉うれしい！　一人でご飯食べるのって、なんか味気ないんだもーん」

　うおおおおお！　なんというテンプレな展開!!

　美織と二人っきりの我が家。ご飯を食べたあとも、なんか盛り上がって！　いつしか美織も「今日は帰りたくないな……」とか言っちゃって!!

　これだよ、これ。これこそがおれの求めていたテンプレってやつだよ！

　やればできるじゃねーか、『テンプレートデイズ』!!

「どうしたの、そうくん？　ひょっとして、迷めい惑わくだった？」

「いやいやいや！　ぜんっぜん、迷惑なんかじゃないって!!」

「……そう？　じゃ、いったん荷物置いたら、一緒に買い物に行こっ。今日はそうくんのリクエスト、作ってあげるから」

　いたずらな瞳ひとみでそう言って、美織はおれの腕うでに自分の腕を、ぐいっと絡からませてきた。

　ああ。ありがとう。

　ありがとう、テンプレの神様。

　おれ、テンプレのご加護をもらって、ほんとに良かったよ……っ！




　　　　◆　　◆　　◆




　我が家の前にたどり着くと、そこには我が家はありませんでした。

　言ってて意味が分からないけど……そのとおりだから、仕方ない。

　自宅があったはずの敷しき地ちに建っているのは、西洋の城を思わせるような、真っ白なレンガでできた巨大な建造物。

　五階建てくらいの高さは平気であるけど、日照権の問題とかでご近所トラブルになりそうだなぁ。

　現実逃とう避ひに、どうでもいいことを考えるおれ。

「皆みなさん、ご苦労さまでした」

　……聞き覚えのある、魔ま性しようの声。

　まぁ、そうだろうな。お前のしわざだろうな。

　おれは頭を搔かきむしりながら、門もん扉ぴの前でうやうやしくおじぎをしている、その悪魔へと視線を移す。

　悪魔ことティナの前には、サングラスに黒服という格好をした、明らかにカタギではない集団が整列していた。

「さすがはアルゼクラン皇国の建築技術。完かん璧ぺきなまでの仕上がりです」

「恐おそれながら、あのゴミ箱のような家にティナリア様を住まわせるわけにはいきませんでしたので。我われ々われもいつも以上に、張り切って作業させていただきました」

「誰だれの家がゴミ箱だ！」

　あんまりな暴言を吐はく黒服に、おれは堪たまらず声を張り上げた。

「あら。お帰りなさいませ、奏汰さま」

　おれの姿に気付いたティナは、にっこりと無邪気に微笑ほほえんだ。

「……ちっ」

　おい、そこの黒服！　今、舌打ちしただろ!!

「丸めたティッシュ以下のクズめ……っ！」

「我らの麗うるわしきティナリア様が、どうしてこんな生ゴミに……っ!!」

　口々に、人間に対する言葉とは思えない暴言を吐く、黒服たち。

　なんなの。

　どう考えても、悪いのはおれじゃないだろ！

「それでは奏汰さまも帰ってきたことですし。皆さん、今日のところは取りあえず解散です。ありがとうございました」

　ティナの会え釈しやくに対して、黒服たちは統一された動きで、ビシッと敬礼のポーズを取る。

　そして、寸分のズレもない歩調で、行進しながら立ち去っていった。

　あとに残されたのは、変わり果てたマイホーム。

「奏汰さま？　どうかされましたか？」

「だから、どうかしてんのはお前だって！　おれの家に何してくれてんだよ!?」

「わたしと奏汰さまが暮らしやすいようにと、アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、改築工事をさせていただきました。なんということでしょう。匠たくみの手によって何も無かった奏汰さまの家が、素す敵てきな空間へと生まれ変わりました」

「生まれ変わったってレベルじゃねーだろ！　それと、何も無いとか言うな!!　あんな家でも、色々とあるんだよ。ほら、思い出とかさぁ……」

「あちらをご覧ください。匠は思い出の詰つまった奏汰さまの家を、犬小屋として再利用していたのです!!」

「思い出台無しだな！　つーかこれ、明らかに敷地面積広がってないか？」

「そうですか？」

「……うん。おかしい。ご近所の山やま田ださんと田た中なかさんの家がねぇ！　山田さんと田中さんは、どこ行ったんだよ!?」

「山田さんと田中さん？　知らない人ですね……」

「噓うそつけ！　絶対お前がなんか手を回しただろ!!」

　さようなら。山田さんと田中さん。

　この破は天てん荒こう娘むすめのせいでご迷惑をお掛かけしたご近所さんに、おれは心の中で土下座する。

「はぁ……なんか頭痛くなってきた」

「春先は体調を崩くずしやすいですからね。大事を取って、おうちの中で休養してください」

「人ごとみたいに言ってんじゃねぇ！　お前のせいだよ、お前のせい!!　っていうか、あの家入るのやだよ。でかくて落ち着かねーよ。前の家くらいのサイズが、おれにはちょうどいいよ……」

「あの犬小屋ですか？」

「人の家を気安く犬小屋って呼ぶんじゃねぇ!!」

「ふむ……」

　アゴに手を当てて、何やら思案するティナ。

　よく分からんが、どうせろくなこと考えてねーんだろうな。それだけは分かる。

「なるほど。奏汰さまは猫ねこよりも犬派でしたか。そうと分かれば、このティナリア＝アルゼクラン、恥はずかしながら今日より『奏汰さまの犬』となりましょう」

「…………はい？」

「わんわん。奏汰さまだ、わん。かわいがってほしい、わん。具体的には、頭を撫なでてほしい、わん」

　雑な犬の真似まねをしながら擦すり寄ってくるティナ。

　その頭を、おれはリクエストに応こたえて、撫で回してやった。

　グッシャグシャにな！　グッシャグシャに!!

「……あぅ。痛いです、奏汰さま」

「うるせぇ！　それがおれの心の痛みと知れ!!　マイホームを犬小屋に変えられた人間の気持ちが、お前に分かるか？」

「ちょっと何言ってるか分かんないですね」

　もう一回撫でてやるよ。グッシャグシャに。そう、グッシャグシャにな!!

「あいたた……まったく、奏汰さまは女の子に乱暴するのがお好きなんですねぇ」

「人を特とく殊しゆな性せい癖へきみたいに言うのはやめろ。概おおむね、お前のせいだ」

「そうは言いますが、これでも工事の許可は得ているのですよ？　奏汰さまのご家族に」

「マジかよ。あのバカ夫婦、何考えてんだ……」

「具体的には、●千万円で」

「金に釣られたのかよ！　あいつら絶対許さねぇ!!」

「それと、ご存じのとおり、一いつ緒しよに暮らすことの許可も得ていますので。ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いします」

「ふつつかっていうか、うつけ者だよね。お前」

　しかし──一緒に暮らす、だと？

　この織お田だ信のぶ長ながもびっくりなうつけ者と、四六時中一緒に過ごせっていうのか？　命がいくらあっても足りないぞ。

　それに、同どう棲せいなんてことになったら、美織にまたなんて思われるか……。

　…………………………。




　み　お　り　!?




「……ふーん」

　振ふり向けば、そこに美織。

　劇的に変化した我が家と、マシンガンのごとく話し続けるティナに気を取られて忘れてたけど、そういえば美織と一緒に帰ってきてたんだった。

「へーえ。ほーう。ふーん」

　ラノベだったら数ページ単位で存在が消えてたであろう美織が、にっこりと笑った。

　正確には、口元は笑ってるけど、目は笑っていない。

「今日からその子と一緒に暮らすんだってぇ？　それはそれは。よかったねぇ。あはは」

「いやいや、待ってくれ待ってくれ。おれはこいつと一緒に暮らすなんて、ＯＫした覚えはないぞ!?」

「ふむ。わたしとの同棲を拒こばむというのですか？」

　アゴに手を当てて何事か思案すると、ティナはどこからともなく電でん卓たくを取り出して、なにやら計算をはじめた。

　そして、電卓の画面を見せつけて。

「もしわたしを追い出すと言うのなら、今すぐ耳を揃そろえて、この工事費用を支し払はらってもらいましょうか」

　ヤクザかお前は。

「払えないっていうんなら……身体からだで支払ってもらおうかぁ、ああん？」

　だからヤクザかっての。

　大きめの瞳を爛らん々らんと輝かがやかせて、おれの顔を「どうですか？　どうですか？」と覗のぞき込んでくるティナ。

　そして後ろには、乾かわいた笑いを浮うかべる、目のハイライトが消えた美織。

　だからさぁ……。

　なんで今朝から、修しゆ羅ら場ばイベントばっかり発生するんだよ。




　　　　◆　　◆　　◆




　生まれ変わった、我が家のリビング。

　おれの本来の家は犬小屋となっているため、この部屋はまったく新規に設計された部屋なわけで……以前の面おも影かげとかは、まるでない。

　四十畳じようはありそうなその超ちよう広いリビングには、いくつものソファが置かれている。なんだかホームパーティーでもできそうな勢いだな。

　とまぁ──そんな落ち着かない大部屋の、片かた隅すみに。

　おれと美織は、黙だまったまま腰こし掛かけていた。

「…………」

「…………」

　やべぇ、超気まずい。

　美織はぶすっとした表情をして、テーブルの上で頰ほお杖づえをついている。

　ああ。確かに気まずいけど、なんか不ふ機き嫌げんそうな美織もかわいいなぁ。

　転生したら、そのテーブルになりたい。

　そんなことを夢想していると──手に持っていたスマホが、ブルッと震ふるえた。

【こんにチワワ！】

　……はぁ？

【なんだかシーズーかだね？　もっと元気ダックスフンド。落ち込んでるのは、チャウチャウ☆】

【うるせぇ、ぶっ殺すぞ!!】

【怒おこられた……[image: ]　ティナっちが犬ネタやってたから、真似しただけなのにぃ】

【分かってるよ！　だから怒ってるんだろうが!!】

　こいつは人を煽あおらないと喋しやべれない病気にでもかかってるのか。

　神様心は、よく分からない。

【なんだか絶賛、修羅場進行中みたいだねっ。わくわく[image: ]】

【わくわく、じゃねーよ！　おれにとって嬉うれしいことが起こるのが『テンプレートデイズ』じゃなかったのかよ】

【自分をめぐって修羅場だなんて、男おとこ冥みよう利りに尽つきるじゃない。うーらやーましー】

【じゃあ今すぐ代われよ！　おれはこんな展開、望んでねーぞ!!】

　…………。

　…………………。

　返事がない。

　ただの既読スルーのようだ。

　おれはため息をつきながら、スマホをポケットにしまった。

　すると、ちょうどそのタイミングで。

「お待たせしました。アルゼクラン皇国特製のコーヒーを淹いれましたよ。奏汰さま」

　すべての元げん凶きようであるところのティナが、キッチンからひょっこり顔を覗かせた。

　そしておれの前に、コーヒーを置く。

　そして美織の前に、水を置く。

　そして最後に、自分が座った席の前に、コーヒーを置く。

　……うん、おかしいよね。

「なんであたしだけ、水なのよ！」

　バンッとテーブルを叩たたいて、美織はティナのことを睨にらみつけた。

　そんな美織に対して、ティナはぴゅぴゅーと口笛を吹ふきながら、あさっての方を向いて答える。

「ただの水なんかじゃないですぅー。アルゼクラン皇国から汲くんできた、特製の水道水ですぅー」

「それを『ただの水』って言うのよ！」

「ぴゅぴゅぴゅー。人がせっかく丹たん精せい込めて入れた水に文句を言うなんて、ひどいですぅー。あんまりですぅー」

　その喋り方やめろ。すげぇウザい。

「……とまぁ、冗じよう談だんはこれくらいにして」

　そう呟つぶやいて、もうひとつ用意してあったらしいコーヒーを、美織の前に置くティナ。

　いや、あるんだったら最初から出せよ。

「美織さん、でしたよね？　今朝から気になっていたのですが、あなたは一体、奏汰さまのなんなのですか？」

　ティナが大きな瞳ひとみで、美織をまっすぐに見つめる。

「な、何って……」

「先ほども奏汰さまと一緒に帰宅されていましたし、随ずい分ぶんと親しげな関係のようですね。フィアンセたるわたしとしては、ちょっと嫉しつ妬としてしまいます」

「し、嫉妬されるようなことなんて、してないわよ！」

「そうですか？　普ふ通つうの異性の友達にしては、距きよ離りが近すぎるような気がするのですが。むぅ」

「そ、そんな怪け訝げんな目で見られても……あたしとそうくんは、た、ただの幼なじみよ！」

「お……幼なじみっ!?」

　ティナが「ガガーンッ!!」と効果音が鳴りそうな勢いで、のけぞった。

「聞いたことがあります……確か日本の文化において、幼児期に密接な関かかわりを持った異性を指す呼こ称しようでしたよね？　まさか、あなたがその、幼なじみだと言うのですか!?」

「いや、同性の幼なじみも存在するだろ」

　相変わらず日本への誤解がひどすぎる。

　しかし、おれのツッコミなんて馬ば耳じ東とう風ふう。

　ティナは美織をまっすぐ指差して、わなわなと身体を震わせる。

「で、では奏汰さまと一緒に寝ねたことが……？」

「あ、あるわよ？　小学生の頃ころまでだけど」

「ま、まさかお風ふ呂ろに入ったことも!?」

「ふ、ふふ……あるわ。ずっと小さい頃のことだけどね！」

「くっ……フィアンセのわたしですら経験がないのに……美織さん、恐おそろしい子っ！」

　床ゆかに手をつき、がくりと膝ひざをつくティナ。

　その様子になぜか気をよくしたらしい美織は、両手を腰に当てて、ティナのことを見下ろした。

「そう、あたしは幼なじみ。唯ゆい一いつにして絶対の存在！　そうくんのあーんな秘密や、こーんな秘密も、全部知っているわ!!」

「ふ、ふふふ……ですがそれも、今日までのこと。なんと言ってもわたしと奏汰さまは、これからひとつ屋根の下で暮らすのですからね。あなたの知らない奏汰さまの秘密も、全部摑つかんでみせます!!」

「ふ、ふん。だけど、あんたがどんなに頑がん張ばったところで、昔のそうくんのことは知りようもないでしょ？　あの風が吹いたら壊こわれそうな家で暮らしていた頃の、そうくんのことは!!」

「はっ！　あんな犬小屋での思い出よりも、これから築いていく幸せな毎日の方が、よっぽど重要ですよ!!」

　ねぇ、お願いだから二人しておれの家をディスるのやめてくれね？　なんだか泣きそうなんだけど。

「とにかく！　幼なじみとして、そうくんをあんたみたいな変な女と二人っきりになんて、させられないわ。とっととおうちに帰りなさい!!」

「わたしはアルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、ご両親の同意も得ているのです。あなたがなんと言おうと、奏汰さまがノーと言わない限り、わたしは決してここを立ち退のきません!!」

「ノー」

「奏汰さまは黙っていてください！　今、わたしたちは大事な話をしているんです!!」

　えー。

　理り不ふ尽じんを絵に描かいたような発言に思わず抗こう議ぎしたくなるが……すんでのところで、おれは言葉を吞のみ込む。

　そうせざるを得ないほどの迫はく力りよくで、ティナと美織は互たがいを睨み合い、火花をバチバチと散らしていた。

「……このままでは、らちが明きませんね。美織さん」

「まったくね。こんなに話が通じない子は、初めて会ったわ」

「こういうとき、日本では『決けつ闘とう』をするのが慣ならわしだと聞きました」

　決闘罪で逮たい捕ほだよ。刑けい法ほう見てこい、バカ！

「け、決闘とか……いくらなんでも大げさすぎるでしょ」

　ティナのとんでも提案に、さすがの美織も動どう揺ようを隠かくせない様子。

　そうだよな、普通はそう思うよな。

　しかし当のティナ本人ときたら、美織が消極的な反応をすると見るや、とんでもないドヤ顔を浮かべはじめる。

「ふっふふー。逃にげるのですか？　美織さんの奏汰さまへの思いは、その程度のものだったのですか？」

「くっ……そこまで言われると、なんかムカつくんだけど！　いいわよ、受けて立とうじゃないの。ただし、暴力とかは嫌いやだからね!!」

「ご安心を。互いを傷つけ合うようなことは、わたしも望みません。一いつ瞬しゆんで勝敗が決し、しかもどちらも傷つかない決闘の方法を、わたしは提案します」

　どうせ、ろくな方法じゃねぇんだろうな。

　これまでのティナの常識外れな行動を思い返し、げんなりとするおれ。

　そんなおれを尻しり目めに、ティナはえへんと胸を張り、美織に向かって言い放った。

「さぁ美織さん。わたしと勝負です！　具体的には──胸の大きさで!!」

「よーし、殺す！」

　やめろ、美織!!

　猛もう禽きん類るいに似た眼光でティナに飛び掛かかろうとした美織を、おれは慌あわてて取り押さえる。

「放してそうくん、お願い！　こいつだけは絶対に許せない!!　あの巨きよ大だいな二つの肉まんを見ていると、あたしは自分を抑おさえきれないの!!」

「やめろやめろ！　気持ちは分からんでもないが、殺人は普通に犯罪だから!!」

「悔くやしい……あたし、悔しいよ……どうして今日、決闘なんて受けちゃったんだろう？　明日あしただったら。せめて明日だったら、対等な勝負ができるほど成長していたかもしれないのに!!」

　いや、さすがにしねーよ。

「美織さん。胸の大きさで人間が決まるわけではありません。大は小を兼かねると言いますが、こと胸に関しては必ずしもそうではない。美織さんのような小ぶりなものを好む方も、きっといらっしゃるはずです」

「ティナ……あんた」

「ですが、この勝負は。奏汰さまに関しては、残念ですが……わたしの勝ちです」

　そう言って、ティナは三冊の本を取り出した。




『俺の幼なじみがこんなに大きいわけがない』

『ロクでなし巨乳講師と淫美教典エロチツクレコード』

『巨乳以外全員沈ちん没ぼつ』




　……はい。

　どう見ても、おれの同人誌ですね。

「これが全部、そうくんのものだって言うの……？」

「み、美織。落ち着け。これには深いわけが……」

「言い訳なんて聞きたくないわよ！　何よ、『俺の幼なじみがこんなに大きいわけがない』って!?　悪かったわね、胸も背も小さくって!!　そうくんのバカ！　巨乳フェチ!!」

　そう言い残して、美織は脱だつ兎とのごとく、その場から駆かけ出した。

　中空を舞まう、美織の涙なみだの雫しずく。

「ちょっ、待てよ！　みお──」

「つーかまえたっ！」

　慌てて美織を追いかけようとしたおれを、ティナが後ろからギュッと抱だきしめてきた。

　首筋をくすぐる甘い吐と息いき。

　ぷにゅっとした柔やわらかい感かん触しよくが、背中から伝わってくる。

「奏汰さま。えへへ。今日から二人暮らしですね？　なんだか新しん婚こん生活みたいで、ドキドキしちゃいます」

　二人暮らし？

　じゃあ何か？　今日から家でも学校でも、四六時中こいつと一いつ緒しよに過ごさなきゃいけないってことか!?

　なんだよ、これ。

　こんな展開、おれは望んだ覚えなんてねーぞ!!




　　　　◆　　◆　　◆




「はぁ……」

『犬小屋』と称しようされる、旧マイホームの自室に籠こもり。

　おれはベッドに腰こし掛かけて、頭を抱かかえていた。

　ティナからはあのお城みたいな家で生活するよう勧すすめられたが、一いつ般ぱん庶しよ民みんのおれにしてみれば、あの広さは手に余る。

　やっぱりこの狭せまくて、ぎっしりマンガやらラノベやらが敷しき詰つめられた部屋こそが、一番落ち着くんだよな。

「はぁ……」

　そんな憩いこいの空間で、おれは本日何度目か分からないため息をついた。

　完全におれを、巨乳フェチと誤解したまま帰ってしまった美織。

　違ちがうのに。

　確かに胸は大きい方が好みだけど……美織だったら、大きかろうが小さかろうが、好きだっていうのに。

　どう言い繕つくろえば、おれの気持ちが分かってもらえるんだろうか……。

　あいつ、身長と胸に関してはコンプレックスの塊かたまりだからなぁ。簡単に許してもらえるような気がしない。

「はぁ……」

　再度ため息を吐はき出して、おれはおもむろにベッドから立ち上がる。

　取りあえず制服から、部屋着に着き替がえてしまおう。

　汗あせをかいたＹシャツとランニングシャツを脱ぬぎ、おれは上半身裸はだかになった。

　その、絶ぜつ妙みようなタイミングで。

　ノックもせずに、ティナが部屋のドアを思い切りよく開けやがった。

「奏汰さま。おやつをお持ちしましたよ」

「きゃああああ!?」

　思わず女の子みたいな声を上げてしまうおれ。

　マンガやアニメでありがちなシーンだけど、普ふ通つうは男女逆だよね、これ？

「あ……や、これは。ご、ごめんなさい」

　ティナが頰ほおを赤く染めて、斜ななめ下の方へと視線を逸そらす。

　ん？　なんだ？

　珍めずらしいティナの反応に、おれは首をかしげる。

「ひょっとしてお前、おれのこの格好を直視するのが恥はずかしいのか？」

「そ、そりゃあそうですよ。わたしだって、お、女の子なんですから……」

「ふーん」

　人の同人誌を見せびらかしたり、『奏汰さまのおかず』だとか平気で言ったりするもんだから、てっきり恥じらいの概がい念ねんなんてない世界の住人かと思っていたけど。

　こいつ意外と、男に対して免めん疫えきが……ないのか？

「ティナ。ほれ」

「な……なんですか!?　どうして上半身裸のまま、わたしに近づいてくるんです!?　早く服を着てください!!」

　……やべぇ。ちょっと面おも白しろい。

　こいつには昨日から、散々な目に遭あわされてきたからな。

　こんな簡単な方法で仕返しができるっていうんなら、もうちょっと遊んでみようかな。

「ほれほれ」

「や。ちょっ。だから、こっちに来ないでくださいよぉ！」

「まぁまぁ。そう言わずに……っ!?」

　そこでおれは、致ち命めい的てきなミスを犯おかしていたことに気付いた。

　そう、すなわち──カーテンを閉め忘れていたことに。

「……………………」

「……よ、よぉ。美織」
















　説明しよう。

　おれと美織は、小さい頃ころから隣となり合った家に住んでいる。

　そして二人とも二階に自室を割り当てられており、ベランダがちょうど向かい合わせになるような配置となっているのだ。

『犬小屋』として移動させられてますます距きよ離りが近くなったこともあり、カーテンでも開けっ放しにしようもんなら、即そく座ざに隣となりから部屋の中が見通せてしまう。

　そんなわけで、今。

　ベランダで頰ほお杖づえをついている美織から、カーテン全開なこの部屋は丸見え状態。

　おれの行動はすべて筒つつ抜ぬけだったってわけだ。

　おそるおそる窓を開けて、ベランダからじっとこちらを見ている美織に、声を掛ける。

「……えっと、美織。一応聞くけど、今のおれはどんな風に見える？」

「半はん裸らで女の子を追い掛け回して悦よろこんでる変質者」

　眉まゆひとつ動かすことなく、即そく答とうする美織。

「よかったわね、そうくん。かわいい女の子とひとつ屋根の下で暮らせて。そりゃあ、そうくんも男の子だもんね。そんなシチュエーションになったら、そういうことしたくなっちゃうよね」

「ち、違うんだ美織！　これには深いわけが……」

「わたしはおやつをお届けに来ただけなのです。ですが、奏汰さまが突とつ然ぜん『ほれほれ』と、半裸の姿を見せびらかしはじめて……っ！」

「正論だし、おれが全面的に悪いことは認めるけど、頼たのむからティナはちょっと黙だまっててくれ!!」

「……やっぱり、胸か」

　ホッキョクグマも凍こごえそうな極ごつ寒かんの声で、美織は呟つぶやいた。

「ティナの胸が大きいから、そういうことするのよね。あたしにはそんなこと、一回もやったことないもん」

「いや、普通やらねぇよ!?」

「奏汰さま。どの口がそういうこと言うんですか」

「正論だし、おれが全面的に悪いことは認めたから、お前は向こう行ってろティナ!!」

「はいはい。そうくんとティナは、仲がよろしいことで」

　おれとティナのやり取りを冷ややかに一いち瞥べつすると、美織はぷいっとそっぽを向く。

　そして、そのまま自室の方へと帰りはじめた。

「ちょっ!?　待てよ、美織!!」

「話があるんなら、服を着てから来てよね」

　慌ててベランダに飛び出そうとしたところで、ぐぅの音も出ないほど的確な指し摘てき。

　思わず足を止めてしまったおれの方を振ふり返り、美織はベーッと舌を出した。

「そうくんの、ばーか」

　バタン。

　美織の部屋の窓が閉まる。

　勢いよくカーテンが引かれる。

　美織、違うんだ。

　何も違わないと言われたらそれまでだけど、とにかく違うんだ！

　姿の見えなくなった幼なじみの方へと、おれは上半身裸のまま手を伸のばす。

　その手を、優やさしくふわりと握にぎり締しめるティナ。

「奏汰さま。先ほどは失礼いたしました。突然のことに動どう揺ようしてしまいましたが……考えてみれば、わたしたちはこれから、夫婦になるんですものね。どんな特とく殊しゆな性せい癖へきであっても、広い心で受け入れなければ……ですよね？」

　頰を赤らめ、瞳ひとみを潤うるませながら、おれをじっと見つめるティナ。

　いやいやいや！　なんでそんな結論に至った!?

　おれはただ、お前をからかいたかっただけなんだよ。

　なのに、からかいの対象だったティナには、無意味に許されて。

　意中の相手である美織には、なぜだかますます誤解され、嫌きらわれていって……。




　────なんだ、これ？




　ここに来てようやく、おれは違い和わ感かんを覚えはじめた。

『テンプレートデイズ』のご加護があれば、女子からモテモテになれると、神様は言っていた。

　そして実際、おれは男子一人という孤こ立りつしたクラスに放り込まれながらも、奇き妙みようなほどに受け入れられた。

　さらに、許嫁いいなずけだと名乗るティナからも、奇き想そう天てん外がいな方法ばかりではあるがアタックを受け続けている。

　なのに……美織は。美織だけは。

『テンプレートデイズ』が発動して以降、どんどん距離が生まれていっているような気がする。

　っていうかぶっちゃけ、何もしなかった方がマシだったレベルな気すらする。

　何かがおかしい。

　おれの夢描えがいた、美織とのテンプレラブコメ展開は……どうしたんだ？




　　　　◆　　◆　　◆




　ティナがお風ふ呂ろに入った隙すきを見計らって、おれは自室に籠こもり、ＲＩＮＥレインを起動した。

　おれが送ったメッセージは既読になっているにもかかわらず、相変わらず神様からの返信はない。

「ふざけやがって……っ！」

　おれは苛いら立だちに任せて、怒いかりマークを頭につけたうさぎのスタンプを連打した。

　怒おこっているアニメキャラのイラストが、神様とのＲＩＮＥを埋うめ尽つくしていく。

　これでも無視する気か？　えぇ、この詐さ欺ぎ神め!!

　────ピコンッ♪

　ＲＩＮＥが、着信音を鳴らした。

　おれのスタンプによる猛もう攻こうに、さすがの神様も無視できなくなったらしいな。

　スタンプを押す手を止めて、おれは画面に目を落とす。

【ふぇぇ……[image: ]】

　うぜぇ。

【ひどいなぁ、奏汰っちは。人が作業していたところに、意味もなくスタンプを送りまくってくるなんて！　神ちゃんぷんぷんだよ[image: ]】

　きゅんぴょこ（怒）

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が、目を吊つり上げて口から炎ほのおを吐はいているスタンプが、送られてきた。

　怒ってるときにも使う言葉なのか、「きゅんぴょこ」。汎はん用よう性高いな。

【それで、なんの用なの？　神ちゃん、こう見えても忙いそがしいんだけど。早く戻もどらないと、ＳＲカードが手に入らなくなっちゃう】

【ソシャゲ楽しんでんじゃねぇぞ、このバカ神！　なんの用なの、じゃねぇよ!!　『テンプレートデイズ』について、もう一回確かく認にんさせろ】

【そんなの、ログ見てよ】

【いいから答えろ！　お前、確かこう言ったよな？　テンプレ展開が起これば、ハーレムだってお手のもの。女の子が言い寄ってきて、これまで経験したことのないモテ期が訪おとずれるって】

【うん。まさにそのとおりになったでしょ？　神ちゃんすごーい。ぱちぱちー】

【その後、おれはこうも尋たずねた。今好きな人がいるとして、そいつと付き合うこともできるのかって。それに対して、お前はどう答えた？】

【知らんがな[image: ]】

　いつかこいつの実体と会うことができたら、絶対ぶん殴なぐろう。

　おれは怒りに指先を震ふるわせながらログを漁あさり、神様の言葉をコピペする。




【モチのロンだよ！　『テンプレートデイズ』は君を中心にテンプレ展開を巻き起こす。どんな相手かは知らないけど、その子にもテンプレの影えい響きようはあるはずだよ☆】




【モチのロンてｗ　古すぎｗｗｗｗ】

【お前が書いたんだよ、お前が!!　好きな相手にもテンプレの影響がある……つまり、そいつともいい雰ふん囲い気きになることができる。そのはずだろ？　なのに美織との仲は、進展するどころか悪化してる始末だぞ!?　ぜんっぜん話が違ちがうじゃねーか!!】

【ん？　美織っち？　ひょっとして、奏汰っちが好きな人って……】

【え、あ、ああ……美織、だよ】

【[image: ]】

【は？】

　その顔文字を最後に、神様からの返信が途と絶だえた。

　奇妙な焦あせりを覚えながら、おれはメッセージの追つい撃げきを試みる。

【おい。どういう意味だよ、その顔文字は!?　答えろバカ神!!】

【[image: ]】

【もういいよ、それは！　ちゃんと説明しろ!!】

【うーん……ちょっと言いにくいんだけどなぁ。どうしよっかなぁ】

【どうしようも何もねぇよ。おれはお前から『テンプレートデイズ』の加護を受けた。きちんと説明責任を果たせよ】

【……分かったよ。それじゃあ、はっきり言うね】

　その返信から、ワンテンポ置いて。

　────ピコンッ♪




【えっとねぇ……美織っちのことは、諦あきらめた方がいいかも】




「…………は？」

　神様から送られてきた爆ばく弾だんメッセージに、おれは思わず声を漏もらしてしまった。

　それくらいに、意味が分からない。

【なんでだよ。ふざけてんのか。テンプレの影響で、これまで味わったことのないようなモテ期が訪れるんだろ？　おれはそれで、美織と付き合いたいと思って『テンプレートデイズ』を受け入れたんだぞ】

【これまで経験したことのないモテ期（モテるとは言ってない）】

　ますます解読不能なことを言い出しはじめた神様に、怒りを通り越こして殺意すら覚えてきたね。

【どんな相手にもテンプレの影響があるっていうのは本当。だけど、それが必ずしも思いどおりの方向に作用するとは、限らないってこと】

【どういうことだよ、それ】

【テンプレ展開が起こるってことはつまり、『ありがちなシチュエーション』が発生するってことなんだよ。たとえば、数年ぶりに再会した許嫁とフラグが立つのは『ありがち』。女子ばっかりのクラスに男子が一人なのも『ありがち』。そして、仲のいい幼なじみについては──最終的に結ばれない流れが『ありがち』、なんだよ】

　ぞくっと、背筋を冷たいものが通り過ぎていくのを感じた。

　それじゃあ、何か？

　おれと美織は。昔から仲のいい幼なじみである、おれたち二人は……。

【そう。距きよ離りの近い幼なじみルートは、テンプレ展開においては最難関。だからね？　奏汰っちと美織っちが、くっつくっていうのはぁ……絶・望・的☆】

　きゅんぴょこ残念っ！

　黒髪ツインテールの美少女がバッテンマークを作ってるスタンプが、ポンと押された。

　おれの顔から、さぁっと表情が消えていく。

　そして無表情になったまま、おれは光速の勢いでメッセージを打ち込んだ。

【帰れよ】

【ムリムリ[image: ]】

【いいから今すぐ帰れって言ってんだよ！　そして『テンプレートデイズ』の呪のろいを解いて、二度とおれの前に姿を見せるんじゃねぇ!!】

【だから無理なんだってぇ……とり憑ついた相手をテンプレの力で幸せにするまで、神ちゃんはおうちに帰れないの[image: ]　そういう決まりなんだよｗｗｗｗｗｗ】

【笑ってんじゃねぇ！　ぶっ殺すぞ!!】

【誤ご爆ばく。訂てい正せい[image: →]　そういう決まりなんだよぉ、ふぇぇ……（泣）】

【よりムカつくわ!!】

　人の感情を逆なでするＲＩＮＥのやり取りに苛いら立だち、おれはスマホをベッドに向かって投げつけた！

　そして、ずるずるとベッドにもたれ掛かかって、その場に座り込む。

　おれが幸せになるまで、神様もとい悪あく魔まは、ここから帰ることができない。

　そして美織とくっつけない以上、おれが幸せになることはできない。







　──それじゃあ、何か？

　おれは一生、このままってことなのか……？








テンプレその２　転校生には、絶対に秘密がある









　小学生の頃ころのおれは、どちらかというと引っ込み思案な子どもだった。

　今でも決して社交的というわけじゃないけど、昔はさらに人と話すのが苦手で、教室の隅すみっこでぽつんと座っていることが多かったっけ。

　クラスの中心から外れて、独りぼっち。

　そんな性格の奴やつがいれば当然、いじめの対象になる。小学生だからな。

　直接的な暴力を受けることこそなかったものの、悪口を言われたりからかわれたりすることなんて、日常茶さ飯はん事じ。

　もちろん嫌いやだった。言い返す勇気は……なかったけれど。

　でも、そんなおれをかばってくれる存在が、一人だけいた。

　天あま里さと美み織おり。

　幼よう稚ち園えん時代からの幼なじみな美織は、当時から勝気で活発で。誰だれに対しても、物もの怖おじすることなんかなくって。

　おれに嫌がらせをする奴らに対しても、臆おくすることなく向かっていった。

　そうしておれは、美織に護まもられてばかりだった。

　そんな関係に当時は──ちょっとだけ、負い目を感じていた。







　そんなある日。

　確か、小学校高学年の頃だったか。

　雨が降りしきる中、傘かさを忘れたおれはカバンを頭の上にやって、家路を急いでいた。

　そして、ちょうど隣となりの家を通り過ぎるとき。

　────玄げん関かんの前にうずくまって泣いている、美織を見つけたんだ。

「どうしたんだよ、美織？」

　ピタッと足を止めて、おれは美織に声を掛ける。

「……そうくん？」

　こちらに気付いた美織は、慌あわてたように目元を拭ぬぐった。

　そしていつもみたいに、カラッとした笑え顔がおを浮うかべて。

「なんでもないよ？　ちょっと鍵かぎを忘れちゃったみたいでさ。お母さんかお父さんが帰ってくるのを、待ってたとこ。ドジだよね、あたしも」

「待ってるって……美織のとこ、お父さんもお母さんも、仕事で帰りが遅おそいじゃんか。こんな寒い中、ずっと外で待ってんのかよ」

「あ、あははー。そうだよねぇ。どうしよっかな？」

「心細いんなら、おれの家に来いよ。遠えん慮りよしなくていいからさ」

「べ、別に心細くはないけど？」

「噓うそつけよ。だってお前、さっき泣いてたじゃんか」

　手を差し伸のべようとすると、美織はキッとした表情をして、おれの手を払はらいのけた。

「泣いてない！」

　はたかれた手の甲こうの痛みに、おれも思わずカッとなる。

「絶対、泣いてたじゃん」

「ぜったいぜったい、泣いてない!!」

「泣いてなくないだろ！」

「泣いてなくなくな……あれ？　なくなくない？　なくなくなくない？」

　言ってるうちに、わけが分からなくなったらしい。

　きょとんとした顔で美織はこっちを見て……ぷっと、吹ふき出すように笑った。

　つられておれも、笑い出す。

　そうしてひとしきり、二人で笑い合ってから。

「……ありがとね。そうくん」

　天里家の玄関先に並んで腰こし掛かけたおれに、美織がこつんと頭を預けてくる。

　いつも勝気な美織のしおらしい態度に、おれは思わずドキッとする。

「学校から帰ってくるとさ、あたしはいっつも一人っきりなんだ。お母さんもお父さんも、忙いそがしいから。それが本当は……ずっと寂さびしかった」

「そっか」

「だけど、不思議。こうしてそうくんがいてくれるだけで……なんだか、あったかい」

　雨が屋根を叩たたく音だけが、二人の上でこだまする。

　そうしてしばらくの間、おれと美織は黙だまったまま寄り添そって、お互たがいの体温だけを感じ合っていた。




　──こうしてそばにいることで。

　少しだけでも、美織の寂しさを癒いやしてあげられているんだろうか？

　ほんの少しだけでも……美織を、護ってあげられているんだろうか？




　護ってあげたい。

　そのとき初めて、おれは心の底から、そう思った。

　美織はいつも元気で、他人に弱さなんて見せないけれど。

　ほんとは一人の、寂しさを抱かかえた女の子なんだって……やっと分かったから。




　　　　◆　　◆　　◆




　ジリリリリリリリ……。

　けたたましい目覚まし時計の音で、おれの意識は一気に現実へと引き戻もどされた。

「……夢か。なんか、懐なつかしい夢だったな」

　あの日、美織が押し殺していた脆もろさに気付いたとき。

　おれは初めて、あいつを『女の子』として意識するようになったんだ。

　それから早数年。どんどん膨ふくらむ恋こい心ごころとは裏腹に、いまだ二人の関係に進展はない。

　いや、それどころか……。




【だからね？　奏そう汰たっちと美織っちが、くっつくっていうのはぁ……絶・望・的☆】




　テンプレの神様もとい、疫やく病びよう神がみの言葉が、頭の中でリフレインする。

　確かに最近のマンガやアニメでは、主人公と仲のいい幼なじみは、びっくりするほど結ばれない。

　大たい抵ていの場合、いわゆる『嚙かませ犬』に終わる。

　それがテンプレ。

　そして、『テンプレートデイズ』の力でテンプレ現象に巻き込まれている以上は……おれも、美織と結ばれない運命ってことになってしまう。

　完全に、神様のご加護とやらが裏目に出ていやがる。

　っていうかこれ、もうただの呪いだよね？

「ああ……おれは一体、どうしたらいいんだ……」

　嘆なげきの声を漏もらしつつ、おれは目覚まし時計を止めた。

　そのとき──ごそっ、と。

　ベッドの中で、何かが動く気配を感じた。

「……これは」

　おれは頭をフル回転させて、状じよう況きようを整理する。

　さっきまで見ていたのは、美織の夢。

　起きてからも、考えていたのは美織のことばかり。

　加えて美織には、昨日もおれを起こしに来て、そのままベッドのそばで眠ねむってしまったという伏ふく線せんがある。

　これらから導き出されるテンプレは、たったひとつ。

　そう。

　今、おれの隣にいるのは……起こしに来たけどうっかりうたた寝ねしてしまった美織だ！

「美織!!」

　おれは寝転がったまま、勢いよく布ふ団とんを剝はいだ！

「うーん、奏汰さまぁ……わたしはご飯じゃないですよぉ……」

　残念！　下着姿のティナでした!!

「なんでだよ!?　普ふ通つうはこの流れなら、美織のはずだろ!!」

　行き場のない怒いかりに、おれは思わず声を張り上げる。

　テンプレ、ちゃんと仕事しろ！

「むぅ……うるさいれすねぇ……わたしと奏汰さまの、邪じや魔ましないれぇ……」

　むにゃむにゃと寝言を言ったかと思うと、ティナがもぞもぞ身体からだを動かした。

　その動きに合わせて、フリルをあしらった純白の下着が衣きぬ擦ずれする。

　下着の隙すき間まからは、ティナの豊満な胸が、隠かくしきれずにこぼれ出ている。

　ごくり……と、おれは唾つばを飲み込んだ。

　さすがにおれも、健全な男子高生。

　こんな大だい胆たんな格好で、無防備に眠っている美少女が隣にいたら、そりゃあ悶もん々もんとした気分にもなるよね。

　それになんか、甘い匂においが布団の中に溢あふれてるし。

　美織じゃなくて残念とか言っちゃったけど、これはこれで残念とは言い切れないというか、なんというか……。

「……なーに、やってんのかなぁ？」

　すやすや眠るティナに、視線が釘くぎ付づけになっていると。

　ベッドの横から、怒ど気きを帯びた声が聞こえてきた。

　……あーあ。マジやってらんねぇな。

　こういうところだけ、きちんとイベント発生させるのはやめてもらえませんかねぇ？　ええ、テンプレさんよぉ!?

　もうオチは見えているが、おれは何かの間ま違ちがいであることを願い、おそるおそる顔を横に向けた。

　そしてもちろん、オチは変わらず。

　そこにはセーラー服姿の美織が、鬼おにの形相で立ち尽つくしていた。

「弁解する時間は必要かしら？」

　底冷えするような声で、美織が告げる。

　嘆たん息そくしつつ、おれは一応、誤解を解こうと説明をはじめた。

「えっとだな。昨日の夜、おれはこの部屋で、ティナは一階の母さんの部屋で、それぞれ寝たんだ。だけど朝起きたら、ティナはなぜかおれの隣に眠っていた。これまたなぜか、下着姿で」

「……本当なんでしょうね？」

　美織が頰ほおを膨らませて、おれをまっすぐに睨にらむ。

　ああ、かわいい。ほっぺたをツンツンして、その柔やわらかさを堪たん能のうしたい！

　思わず手が伸びそうになるが、煩ぼん悩のうを抑おさえて抑えて。

　おれは真しん剣けんな瞳ひとみで、美織を見つめ返した。

「もちろんだ。おれはやましいことなんか、絶対にしてな──」

「……ふぁ。なんですか、さっきから。騒さわがしいですねぇ」

　そんな、絶ぜつ妙みような間の悪さで。

　ティナが大きくあくびをひとつして、布団の上にぺたんと女の子座りをした。

　艶つややかに光る細長い生足が、おれの視界いっぱいに広がる。

　そんな視線に気付いたティナは、そっと自身の脚あしに触ふれた。

　そして目を丸くして、改めて自分の格好を確かく認にんする。

「えっ。や、やだ！」

　ティナは顔を真っ赤にして、手にした掛け布団を、自身の身体に巻きつけた。

「奏汰さま。いくらなんでも、こんないきなり……しかも無理やりだなんて……」

「なんで誤解を招くような言い方するかなぁ!?　おれはただ寝て起きただけなんですけどねぇ!!」

「た、確かに奏汰さまになら、何をされたってかまいません。どんなマニアックなことでも、受け入れるつもりです。ですけど、ですけどっ……！　わたしにだって、心の準備というものが……ふぇ」

　うっすらと涙なみだすら浮うかべて、ティナは怯おびえる小動物の瞳でこちらを見やがる。

　沈ちん黙もくが支配する、マイルーム。

　──この社会には、冤えん罪ざいが溢れている。

　こうして今も、一人の無実の少年が、社会的に殺されようとしている。

　みんなも電車に乗るときは、両手を吊つり革かわから離はなさないようにしような。約束だ。

「さいってー」

　心臓にナイフを突つき立てるように、グサッと。

　美織はその一言を言い放って、おれの部屋を後にした。

　残されたのはパジャマ姿のおれと、布団で艶なまめかしい肢し体たいを隠しているティナ。

「……あ、あの奏汰さま」

「おれはやっていない。絶対に、やっていない」

「そ、そうですよね。わたし、寝起きだったもので、気が動転しちゃって……」

　布団でできたみの虫みたいな格好のまま、ティナはぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい。わたしって、昔から寝相が悪いんですよね。だから、ひょっとしたら自分の部屋からここまで、階段を転げ上がってきてしまったのかも」

「どんなエクストリーム寝相だよ」

「そして部屋の前で立ち上がり、ドアを開け、寝ぼけて服を脱ぬいだ上に、奏汰さまの布団に潜もぐり込んだ……ってところでしょうか？　相変わらず寝相悪すぎですね、わたし」

「それ、寝相の問題じゃねぇな。夢遊病だよ、病院に行け！　そして帰ってくるな!!」

　唐とう突とつなティナの夢遊病設定。

　なんてご都合な展開なんだろうか。

　まるで神の見えざる手が、おれと美織の仲を引き裂さこうとしているみたいですらある。

　……はぁ。

　もうやだ、このテンプレ生活。




　　　　◆　　◆　　◆




　朝っぱらから冤罪事案に巻き込まれたりしたけれど、学校は普通にはじまるわけで。

　おれは服を着き替がえ、食しよく卓たくで朝ご飯を食べ、下げ駄た箱ばこから靴くつを取り出す。

　そしてガチャッと、玄げん関かんの扉とびらを開けると。

「奏汰さまぁ。遅ち刻こくしちゃいますよ」

　そこには、既すでに準備を終えていたらしいティナが、セーラー服姿で待っていた。

　クロワッサンを咥くわえて。

「はい。奏汰さまも。アルゼクラン皇国特製の、超ちよう激げき辛からカレーパンですよっ」

　もぐっ。

　ティナが満面の笑えみで、なんかパンをおれの口に突っ込んできた。

　その瞬しゆん間かん、舌が爆ばく発はつするんじゃないかってくらい、熱を持ちはじめた！

「うーっ!?　いずっ、いずっ!!」

「うー、遅ち刻こく遅刻？　そうですね。パンを咥えたら、それが鉄板のセリフですよね！　そしてここには、あらいつの間にっ!?　運命の美少女・ティナちゃんが立っていましたーじゃじゃーん。さぁ奏汰さま。思う存分、わたしにぶつかってくださ──ぐほぉ!?」

　ぶつかってやったね。

　それはもう、肩かたから思いっきり、ティナ目め掛がけてタックルしてやったね！

「あぅ……奏汰さま。ぶつかり方がえげつなくないですか？」

「えげつないのは、お前が突っ込んだこのパンだ！　いいからとっとと水をよこせ!!」

「食パンばかりでは芸がないかと思いまして、おいしいパンを用意してみたのですが」

「刺し激げき物ぶつを咥えて走るバカがいるか！　っていうかお前はいい加減、登校するときになんか口に含ふくまなきゃいけないって発想を捨てろ!!」

「むぅ。昨日はせっかく作った曲がり角を撤てつ去きよさせて、今日はパンを咥えるのをやめろとおっしゃるんですか？　それじゃあ一体、どうやって登校したらいいんですか！」

「普通に荷物を持って、ただ道なりに歩けよ」

「そんなの、わたしが知ってる日本じゃありません!!」

「お前の知ってる日本はフィクションで、実在の人物・団体名とは関係ねぇんだよ!!」

　これだけ言ってもティナは納なつ得とくいかない様子で、さらさらの髪かみを指先にくるくると巻きつけて、ぶつぶつ独り言を呟つぶやいている。

　ったく、こいつはいつまで、日本を勘かん違ちがいしてやがるんだ？

　おれの住むこの世界は、平へい々へい凡ぼん々ぼんで、至ってノーマルなもの。

　最近は『テンプレートデイズ』の影えい響きようで、変なイベントばかり起こってはいるけれど……学校に行くくらい、普通でいいんだよ。普通が一番だよ、ほんと。

「ほら、もう行くぞ。マジで遅刻しちま──」




　──────バキュンッ!!




　平和な街に似つかわしくない物ぶつ騒そうな音が、おれの言葉を遮さえぎり、鳴り響ひびいた。

　運動会なんかで使うピストルのものとは、明らかに違う。

　まるで本物の銃じゆうから弾だん丸がんが射出されたかのような──そんな音だった。

「お怪け我がはありませんか、ティナリア様」

「うわっ!?　びっくりした！」

　瞬間移動でもしてきたかのように、正面にはいつの間にか、黒服にサングラスの男が立っていた。

　この格好はひょっとして、アルゼクラン皇国の関係者か？

「ありがとうございます。わたしも奏汰さまも、怪我はありません」

「ティナリア様が無事で何よりです。隣となりのゴミ虫は、特に死んでも差し支つかえなかった……失礼。言いすぎましたね」

「ほんとにな！　そこまで言われたら、さすがに傷つくわ!!」

　おれのツッコミを完全無視して、黒服は握にぎった手のひらを開いた。

　すると──ポトリと、金色の何かが地面に落下する。

　なんだこれ……？

「って、ひょっとしてこれ、銃弾か!?」

「ええ。わたしたち目掛けて発射された銃弾を、彼が防いでくれたのです」

「防ぐって、どうやって!?」

「え。それはこう、飛んできた弾たまを、指先でくいっと摘つまんで」

「何それ!?　絶対、人間業わざじゃねーだろ!!」

「彼らはアルゼクラン皇国が誇ほこる、わたしの優ゆう秀しゆうな護衛ですから」

　説明にもなんにもなってないことを言って、ティナはパンッと手を打ち鳴らした。

　すると、数人のメイド服姿の女の人たちが、ささっとティナの前に現れる。

　セーラー服を整えたり、ヘッドドレスの位置を直したり、さらさらの髪の毛にブラシを通したり……。

　メイドたちは見る見るうちに、ティナの身だしなみをセットしていく。

「って、何してんだお前は！」

「暗殺されかけてびっくりしたら、装よそおいが乱れてしまったので」

「のんきだな！　召めし物直してもらってる場合じゃねーだろ!!」

「まだ焦あせらなくても、学校なら間に合いますよ？」

「始業時間の話をしてるんじゃねぇ!!　状じよう況きようを考えろ、状況を！　服を直すのなんて、後でいいだろ!!」

「むぅ？　女の子にとって、ファッションはとっても重要なんですよ？　常に奏汰さまにかわいいと思ってもらえる、そんな女の子でありたいのです。えへへ」

　口元に手を当てて、照れ笑いするティナ。

　その態度が、あまりに『普ふ通つう』すぎて……パニックになっていた頭が、少しだけ冷静になる。

　なんだろ、おれが考えすぎだったのかな？

　通学途と中ちゆうに突とつ然ぜん銃じゆう撃げきを受けて、暗殺されかけるなんて、よくあることだったかな？

「……いやいや、そんなわけねーだろ！　やっぱりお前がおかしい!!　ティナ、おれたちはあやうく、銃殺されるところだったんだぞ？　なんで平然としてんだよ。身だしなみに気を遣つかってる場合じゃないだろ!?」

「むむ？　ひょっとして奏汰さまは、服装が乱れている女の子がお好きなのですか？　服の乱れは、心の乱れ。つまり、みだらな女の子が好みということなのですね。わ、わたし、そういうのよく分かりませんが……奏汰さまのためなら、みだらな女に」

「ならなくていい！　っていうか、別にそんなの好みじゃねぇよ!!　そういうことじゃなくってさ、下手したら死ぬところだったという事実を、もっと重く受け止めようぜ？」

「……っち。うるせぇガキだな。死ねばよかったのに」

「黒服！　おい、黒服!!」

　黒服の暴言に抗こう議ぎするが、やっぱり無視。

　アルゼクラン皇国の人たちは、今日もおれに冷たい。

「……死にかけたことを重く受け止める、ですか」

　ティナは不思議そうに首をかしげる。

　そして困ったように眉まゆをひそめながら、笑みを浮かべた。

「難しいですね。アルゼクラン皇国では、こんなの──いつものことでしたから」

「いつもの……こと？」

「わたしはこれでも、皇女ですからね。命くらい狙ねらわれますよ。敵国の刺し客かくだったり、皇国転てん覆ぷくを目もく論ろむテロリストだったり。単なる財産狙いの野盗の場合も、ありましたね」

　そういえばティナは、アルゼクラン皇国の第五皇女なんだっけな。

　あまりに俗ぞくな行動しか取らないから、そんな設定、忘れかけてたけど。

　──命を狙われるのが当たり前。

　そうか……ティナはそんな重たい十じゆう字じ架かを背負って、これまで生きてきたんだな。

　辛つらい運命なんて微み塵じんも感じさせないほど、いつも明るいティナだけど。

　これまできっと、おれでは想像もできないほどの苦境を乗り越こえてきたんだろう。

「確かに、日本まで追っ手が来るとは思っていませんでしたので、ちょっと驚おどろきました。これからまた、わたしは命を狙われる毎日を送ることになるのですね……」

　ティナの表情が、わずかに曇くもる。

　──そうだよな。

　いくら慣れっこだからって、この平和な日々が終わってしまうのは……辛いよな。

　ティナだって、ただ笑って、幸せに過ごしたいもんな。

　そんな風に思うと、ちょっとだけティナのことを、抱だきしめてやりたく──。




「そして、わたしのフィアンセである奏汰さまも、同様に狙われることでしょうね……」




　……………………は？

「え。今、なんか言った？」

「わたしのフィアンセである奏汰さまも、同様に狙われることでしょうね、と申しましたが何か？」

「何か？　……じゃねーよ！　え、おれも？　おれもティナと一いつ緒しよに、命を狙われるってこと？　なんで!?」

「もぉ、分かりきったことを聞かないでくださいよぉ。奏汰さまが、わたしの……未来の伴はん侶りよだからですよ。きゃっ、恥はずかしい！」

「婚こん約やく解消をする手続きを教えてくれ。早急に」

「心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶですってぇ。ほら、さっきみたいにアルゼクラン皇国の誇る優秀な護衛が、護まもってくれますから」

「……安心しろ。貴様はティナリア様の大事な方だ。手がすべらない限り、殺させはしない……手がすべらない限りはな」

「だから、それが信用できねぇっつってんだよ!!」

　もうやだ、この黒服。

　おれはその場にしゃがみ込み、偏へん頭ず痛つう並に痛む頭を抱かかえた。

　冗じよう談だんじゃないぞ。

　お姫ひめ様に言い寄られた結果、愛する幼なじみとは距きよ離りが生まれ、挙句に命まで狙われることになるとか。

　ほんと……なんの作品の主人公なんだよ、おれは。




　　　　◆　　◆　　◆




　暗殺者にびくびくしながら、おれはようやく教室までたどり着いた。

　そしておそるおそる、教室の扉とびらを開ける。

「おはよ──」

「「「きゃあぁぁぁぁぁ喋しやべったぁぁぁぁぁぁ!!」」」

　無数の嬌きよう声せいが上がった。

　取りあえず無視して、自分の席へと向かう。

「「「きゃあぁぁぁぁぁ動いたぁぁぁぁぁぁ!!」」」

　荷物を置いて席につく。

　よーし、もう身動きひとつ取らないぞ。

「「「きゃあぁぁぁぁぁ息したぁぁぁぁぁぁ!!」」」

「うるっせぇよ、お前ら!!　喋るし動くし息くらいするわ！　ちょっと黙だまってろ!!」

　思わず怒ど鳴なりつけると、クラスメート（女子しかいない）は、水を打ったように静まり返った。

　そして、ひそひそと「結むすび野のくんに怒鳴られちゃった」「そんなワイルドなところもいいよね」「抱だかれたい」などなど……好き勝手喋りはじめる。

　もうほんと、生活しづらくて仕方ない。「やれやれ」としか感想がない。

　ハーレムラノベの主人公は、みんなこんな気持ちだったんだろうか……。

「はーい。ホームルームはじめますよー。皆みなさん、席についてくださいー」

　パンパンと手を鳴らし、教きよう卓たくに立った小お山さ内ない先生。

　その格好。

　首元によだれ掛かけをつけて、おしゃぶりを咥くわえて、右手にはガラガラを持っている。

「どんなキャラ設定だよ！」

　さすがに黙ってられねぇ！　おれは机を叩たたいて、勢いよく立ち上がった。

「ばぶぅー？　何か先生、変ですかー？」

「変だよ変！　頭がおかしい!!　常識的に考えて、三十五歳の教師がする格好じゃねぇだろ!!」

「そうですかぁー？　先生、似合うと思ったんですけどねぇー」

「似合ってるよ、ろりちゃん先生！」

「超ちようかわいい！　赤ちゃんみたい!!」

「結野くんも照れてるだけだよ、ろりちゃん先生!!」

　おれのツッコミもむなしく、クラス中からフォローの嵐あらしが入りまくる。

　おれ以外、誰だれもあの格好をイカれてると思わないのか……。

　なんだろう。気が狂くるいそうだ。

　世界がおかしいのか、おれがおかしいのか……。

　っていうか、『ろりちゃん先生』ってあだ名になったのかよ。どうかと思うぞ。

「まぁ、それはそれとしてー。今日はホームルームの前に、まず転校生を紹しよう介かいしますー」

　転校生？

　小山内先生の発言に、おれは眉をひそめる。

　今日は入学式の翌日だぞ？　そんなタイミングで転校してくるとか、意味が分からん。

「ねぇ、知ってる？」

「うわっ!?」

　前まえ触ぶれもなく声を掛けられたものだから、思わず変な声が出てしまった。

　話し掛けてきたのは、ひとつ前の席の茂も部ぶ花はな子こ。通つう称しようモブ子。

　モブ子は前を向いたまま、おれにだけ聞こえる程度のささやき声で、話を続ける。

「これから来る転校生。裏の顔があるらしいよ。ある仕事を、生なり業わいとしているんだって」

「は？　なんだそりゃ。バイトとかじゃなくってか？　何を生業にしてるんだよ」

「殺し屋」

　モブ子が淡たん々たんとした口調で、告げた。

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない発言に、おれは思わず笑ってしまう。

「転校生が殺し屋だぁ？　そんなマンガみたいな話、ありえないだろ」

「信じるかどうかは任せるけど。これまで彼女は、某ぼう国こくで殺し屋として生きてきたの。そしてつい最近、日本へとやって来て、この私立極きよく星せい学がく園えんへの転入手続きを取った」

「……なんのために？」

「さて、そこまでは知らないわ」

「仮にその話がほんとだったとして、なんでお前がそんなことを知ってんだよ？」

「さぁね。人には色々とあるのよ。色々とね……」

　最後にふふっと小さく笑うと、モブ子は何事もなかったかのように、黙ってしまった。

　なんだろ。

　なんかゲームとかによくいる、アドバイスキャラのテンプレみたいな奴やつだな。

　急に話しはじめて、どこで仕入れたのか分からない重要情報を伝えていくあたり、まさにそんな感じだ。

　……とはいえ、モブ子の話に信しん憑ぴよう性せいがあるかと言われると、正直怪あやしい。

　だって、高校生で殺し屋だぜ？

　そんな経歴の奴が日本の学校に転校してくるなんて、ありえないだろ。

「では、犬いぬ巻まきさん。どうぞ入ってきてくださいーばぶー」

　ばぶーって言うのやめろよ、三十五歳児。

　心の中で文句を言っていると、ガラッと教室のドアが開き、犬巻さんと呼ばれた少女が入ってきた。

　最初に気になったのは、ボサボサの青い髪かみ。前髪が長すぎて目元を覆おおい隠かくしてるもんだから、表情を窺うかがい知ることができない。

　ちょっと猫ねこ背ぜ気味で、セーラー服はなんだかダボダボ。身だしなみに無む頓とん着ちやくというか、なんというか。いくらなんでも、もうちょっと気を遣つかった方がいいように思う。

　体格はひょろっとしていて、胸もお腹なかもぺったんこ状態。食事をきちんと摂とっているのか心配になるほどだ。

「同志……！」

　斜ななめ前の席で、美織が目を輝かがやかせて呟つぶやいた。

　お前、マジで人を胸で判断してるだろ。まぁ、そんなコンプレックス持ちなところもかわいいけど。

「皆みなさんー。彼女が今日からクラスメートになる、犬巻さんですー」

　小山内先生に促うながされ、犬巻さんがぺこりとおじぎする。

「これが日本の文化、転校生ですね！　なんだか高校生活に新しい風が吹ふき込みそうで、ワクワクしますね」

　ティナがなんかテンション上がってる。

　いや、別に転校は日本だけの文化じゃないからな？

　あと、まだ一日しか経たってないのに、新しい風も何もねーだろ。

　モブ子の妄もう言げんみたいに、この子が殺し屋とかだったら、確かに高校生活が一変するかもしれないけどさ。

　いくらなんでも、そんなことあるわけ──。

「……どうも。犬巻殺ころす代よです」

　────あ。

　ごめん、訂てい正せい。

　これ、絶対やばい人だわ。

　分かる分かる。名前で分かる。

「……よろしく」

　淡たん白ぱくに終わった挨あい拶さつに、クラスからパチパチと拍はく手しゆが送られる。

「犬巻さんの席はー。結野くんの後ろですー」

　小山内先生が、おれの後ろの空席を指差した。

　転校生がやって来て、近くの席になる……うん、まさにテンプレ展開。

　やはり相変わらず、おれは『テンプレートデイズ』のご加護、もとい呪のろいを受けているようだ。

　それじゃあちょっと、テンプレで考えてみよう。

　今朝、おれとティナは何者かによって命を狙ねらわれた。

　そこに『殺し屋という噂うわさ』を持った『殺代』なんて怪しい名前の奴が、転校してきた。

　これらから導き出される符ふ合ごうは、ただひとつ。




　──こいつこそがおれたちの命を狙う、殺し屋の正体。




「って……さすがに考えすぎか」

　ご都合主義の極きわまった展開を想像して、おれは苦笑する。

　いくらなんでも、ありがちすぎる。ありがちすぎて、逆に滅めつ多たに見かけないレベルのベタな流れだ。

　さしもの『テンプレートデイズ』でも、そこまでベタベタなことはしないだろう。

　そもそも、殺代って名前だけで、人を殺し屋と判断するのもあんまりだ。

　ただちょっと、親がトチ狂っちゃっただけなのかもしれないし。

　初対面の人と接するときに、偏へん見けんを持つのはよくない。

　そう結論づけたおれは、自分の席に着こうとそばを通る犬巻さんに、にこやかに声を掛けた。

「今日からよろしくな。犬巻さん」

「……殺す」

　!?

　いやいやいや。

　待てよ、奏汰。冷静になれよ。

　聞き間ま違ちがいかもしれない。殺し屋という偏見が生み出した、幻げん聴ちようかもしれない。

　もう一回、爽さわやかに挨拶してみるんだ。

「よ、よろしくね。犬巻さ──」

「……ティナリア＝アルゼクラン。結野奏汰……殺す」




　──うん。

　やっぱりこの人が、犯人だよね。




　　　　◆　　◆　　◆




　新しい風が吹くどころか、超大型台風が舞まい込んだかのようなホームルームから、数時間が経ち──昼休み。

「奏汰さま。わたしの作ったお弁当を、残さずお食べください！」

　ドンッ、と鈍にぶい音を立てて、ティナがおれの机に弁当を置いた。

　一、二、三……うん、八段あるね。八段弁当だね。

「わたしの愛がたーっぷり詰つまった、特製のお弁当ですよ。一段目はしゃぶしゃぶ御ご膳ぜん。二段目はすき焼き御膳。三段目はステーキ御膳……」

「肉ばっかじゃねぇか！　さすがに胃もたれするっていうか、八段も食えねぇよ!!」

「お肉だけじゃないですよ？　八段目にはデザートとして、なんと一面に広がるチョコレートが！」

「カロリーのたーっぷり詰まった弁当だな！　全部食ったら死んでしまうわ!!」

　こいつは、おれをフォアグラにしたいとしか思えない。

「結野くんー。お昼だけど、ちょっといいー？」

　そうしてティナと食べる・食べないで言い争いをしていると、おしゃぶり姿の狂える女教師が声を掛かけてきた。

「はぁ。なんですか、小山内先生」

　不満そうなティナを放置して、おれは小山内先生の方に顔を向ける。

「悪いんだけどー。今すぐ犬巻さんに、学校を案内してくれないかなー？」

「……はい？」

「ほらー。転校生だから、学校のこととか分からないじゃないー？　だからお願いしたいのー。迅じん速そくにー」

　疑問点が三つある。

　①なぜ、おれなのか？

　②なぜ、お昼ご飯が終わってからじゃダメなのか？

　③おれも昨日、入学したばっかりなんですけど？

「質問も拒きよ否ひも、一いつ切さい受け付けないですよー。さぁ早く早くー」

　反論の余地すら与あたえず、小山内先生はおれと犬巻さんの背中を押して、教室から押し出した。

　ピシャリと閉められる、教室のドア。

　静まり返った廊ろう下かに立ち尽つくす、おれと犬巻さん。

「えーっと……じゃあ犬巻さん」

「……殺す」

「これから学校を案内するけど、どうぞよろしくね」

「……殺す」

　──ああ。

　学校案内なんて、今すぐ辞めたい。







　そしておれは、小山内先生の無む茶ちや振ぶりに従い、犬巻さんに学校を案内しはじめた。

　無論、おれも昨日入学したばかりで知らないところだらけなので、案内というか探たん索さくといった方が適切かもしれないけど。

「あ。犬巻さん、ここが保健室みたいだね」

「……包帯を使って、絞こう殺さつ」

「あっちは図書室か。犬巻さん、本とか読むの？」

「……本ほん棚だなを倒たおして、圧殺」

「あはは……」

「殺す殺す殺す……!!」

　やばいやばいやばい！

　この人、マジでやばい人だよ!!

　ずっと物ぶつ騒そうな独り言を呟いてるし、さっきから事あるごとにおれの背後に回り込もうとしてくるし。

　これはもう、学校案内どころじゃねぇ。人ひと気けの多いところに行かないと、命が危ない。

　そう思って辺りを見回すが、廊下にはおれたち以外、人っ子ひとりいやしない。

　そりゃそうだよな。まだみんな、弁当を食べてる時間だもんな。

　まずいな……さっさと教室に戻もどらないと。

　おれは犬巻さんを促して、来た道を引き返そうと後ろを向いた。

　するとそこには、天てん井じように届くほどの巨きよ大だいな白い壁かべが！

「……何これ？」

　こんなの、さっきまであったっけ？

　おれは首をかしげながら、壁と廊下の壁へき面めんとの、わずかな隙すき間まを通り抜ぬける。

　もちろん、犬巻さんを先に行かせた。背中だけは絶対に取らせねぇ！

　そして、進行方向に広がる景色を見て──おれは思わず、目を見開いた。

　廊下の向こうに至るまで、無数の壁、壁、壁……。

「なんだよこれ!?　まともに歩けねぇぞ!!」

　髪かみの毛をぐしゃっと握にぎり締しめ、悲鳴にも似た叫さけびを上げる。

　迅速に教室に帰りたいってときに、なんだよこのクソイベントは!?

「ふっふふー」

　不敵な笑い声とともに、ひとつ向こうの壁の横から、見知った顔がひょこっとこちらを覗のぞいてきた。

　……ああ。そうだよな。

　やっぱりお前が、犯人だよな。

「今度はなんの嫌いやがらせだよ、ティナ」

　辟へき易えきするおれの前に、嬉うれしそうに近づいてくるティナ。

　そして思いっきり胸を張ると、誇ほこらしげな表情を浮うかべた。

「アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、奏汰さまの『うわきデート』を阻そ止しさせていただきました。えへん」

「いや、浮うわ気きて。お前も教室で見てただろ。小山内先生に頼たのまれて、学校案内してただけだっつーの」

「奏汰さまにその気がなくても、相手方はどうでしょうね？　こんなに素す敵てきで愛いとしい奏汰さまですもの。ひと目で好意を抱いだいてしまっても、おかしくありません」

　好意っていうか、殺意だと思うよ。この人が持ってるのは。

「ごきげんよう、犬巻さん。わたしはティナリア＝アルゼクランと申します。お気軽に、ティナとお呼びいただいて結構ですよ」

「……ティナリア＝アルゼクラン」

「犬巻さん。実は奏汰さまは、わたしのフィアンセなのです。ですから、好きになられては困るのです。アルゼクラン皇国は一夫多妻制ですが、わたしはあまり、そのしきたりが好きではなくて」

「……目標、捕ほ捉そく」

「やっぱり愛し合う男女は、永遠に愛を貫つらぬき通すべきだと思うのです。日本のように、一夫一妻であり続ける方が、わたしは好感が持てますね。犬巻さんもそうは思いませんか？」

「……殺す」

「おい、ティナ！　今すぐ犬巻さんから離はなれろ!!　そいつは朝の殺し屋だぞ!?」

　犬巻さんが放つ明確な殺気を感じ取り、おれは慌あわてて声を上げた。

「はい？　殺し屋？」

　ティナがきょとんとした顔で、こちらに身体からだを向ける。

　その結果……ティナは犬巻さんに、背中を見せる格好となってしまった。

「ティナ、犬巻さんから目を離すな！　殺されるぞ!!」

「あははー。奏汰さま、変な冗じよう談だんはやめてくださいよぉ。クラスメートに殺し屋なんて、マンガじゃないんですから」

　マンガみたいな設定の奴やつが、なんか言ってやがる。

「とにかく！　いいから後ろを見ろ!!　なんか犬巻さんが、ごそごそやってる!!」

「まだそのジョーク続けるんですか？　だから、犬巻さんが殺し屋とか、ありえないですよー。やだー」

「ティナー！　後ろ、後ろー!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、おれはティナ目掛けて跳ちよう躍やくした。

　そしてティナを抱だきしめて、リノリウムの廊下に倒れ込む。

　その背後で──ゴンッと、鈍い音が響ひびいた。

「はぅ……奏汰さま、大だい胆たんです……ティナはなんだか、ドキドキが止まりません」

「顔を赤らめて勘かん違ちがいしてんじゃねぇ！　見ろ、あれを!!　お前がさっきまでいたところに、鈍どん器きが叩たたき込まれてるだろうが！」

　そう言っておれは、つい一いつ瞬しゆん前までティナが立っていたところを、指差した。

　そこに突つき立っているのは、バールのようなもの。

　犬巻さんが全力で打ち下ろした、バールのようなものだ。

「ありゃあ。これはこれは、危あやうく大おお怪け我がするところでしたね」

「なんでそんなに冷静なんだよ!?　お前、殺されるところだったんだぞ！」

「一発だけなら、誤射かもしれませんし」

「バールのようなものを振ふり下ろすシチュエーションなんて、殺害目的以外に考えられねぇよ！　おいこら、お前も正直に白状しろ!!　そのバールのようなもので、何をしようとした!?」

「……ゴルフの練習」

「噓うそつけ！」

　おれのツッコミを無視して、ゴルフの素振りをはじめる犬巻さん。

「ほら、やっぱり。そもそも、わたしに本当に危険が迫せまったのであれば、護衛の皆みなさんが駆かけつけてくれるはずです。それが来なかったということは、護衛の皆さんも『ゴルフの練習』だと判断したのでしょう」
















「節穴だな、アルゼクラン皇国のボディガードは！　よく今まで生きてこれたと思うよ、お前!!」

「まぁ、生きていてくれてありがとうだなんて。こんな組み敷しかれた状態でそんなことを言われると、まるでプロポーズみたいで……照れてしまいます」

　いや、そこまでは言ってないんだけど。

　っていうか、『組み敷かれた』ってなんだよ。

　……と。

　そこでおれは、初めて自分とティナの体勢に意識を向けた。

「あ……」

　床ゆかに背中を預けて、瞳ひとみを潤うるませて倒れているティナ。ついでに言えば、胸の上あたりで手を組んですらいる。

　そしておれはと言うと、そんなティナの顔の両サイドに手をついて、四つん這ばいの姿勢になっている。お互たがいの顔と顔は、鼻が触ふれ合いそうなくらいの近さ。

　これって、あれだよね？

　いわゆる、『床ドン』ってやつ。

　こんなところを人に見られたら、誤解を招く以外の未来が見えない。

　急いでティナから離れないと……。

「……ふーん」

　はいはい。ですよねー。分かってた分かってた。

　こういうイベントが起きた以上、当然あいつに目もく撃げきされる展開になるよな。だってテンプレだもの。

　なかば諦あきらめの境地に達しながら、おそるおそる後ろを振り返る。

　そこには予想どおり、冷たい目をした美織が、無表情で立ち尽つくしていた。

「ざっと流れを説明するとだな。犬巻さんに殺されかけたティナをかばった結果、偶ぐう然ぜんこんな体勢になったわけだ。断じてやましい気持ちとか、そういうのはない」

「犬巻さんに殺されかけたって……もうちょっとマシな言い訳しなさいよ。犬巻さん、ゴルフの練習してるだけじゃないの」

　だーかーら。

　どこの世界に、学校の廊ろう下かでゴルフの練習する奴がいるんだよ！　しかも、バールのようなもので!!

　文句を言いたくて仕方ないが、おれは敢あえてその言葉を飲み込んだ。

　長い付き合いだから、分かるんだよな。

　この表情のときの美織は……もう何を言っても、無む駄だなんだって。

「そうくん……不潔」

　吐はき捨てるように、美織が言った。ゴミでも見るような目で。

　そんな美織を見て、おれは思ったね。




　ああ。ドＳな美織も、悪くないな……って。




　　　　◆　　◆　　◆




　それにしても、怒ど濤とうの一日だった。

　ティナに迫られるだけならまだしも、命まで狙ねらわれるようになるとか。

　本格的に、『テンプレートデイズ』は呪のろいなんじゃないかという気がしてきた。

　いったん入手すると手放せないところとか、呪いのアイテムにそっくりだし。

　しかし──このままじゃ、ほんとにまずい。

　おれの人生が、テンプレによってぶち壊こわされてしまう。

　ラブコメ的にも、生命的にも。

「奏汰さまー。鍵かぎを開けてくださいよぉー」

　ドンドンと、部屋の外から扉とびらを叩く音がするが、無視。

　ティナと二人っきりになると、ろくなイベントが発生しないからな。家の中ではできる限り、接せつ触しよくしないようにしなければ。

　そう思いつつ、鍵を掛かけた自室に籠こもって、おれはスマホのＲＩＮＥレインを起動した。

　今朝から何度かメッセージを送っているのだが、既読は付くものの、奴からの返信は一回もない。

　ほんと、返答に困るとすぐに既読無視する奴だな。

【へんじしろ】

　送信。

　数秒で既読になるが、やはり返信はない。

　ムカついたおれは、メッセージを連打する。

【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】【へんじしろ】

　────ピコンッ♪

【怖こわいからやめてー（泣）　ストーカーか、君は[image: ]】

【うるせぇ、この悪あく魔まめ。美織とのフラグが折れていくどころか、ついに命まで危険に晒さらされはじめたぞ。どう責任取ってくれんだ、おい】

【ごめんね……しゅん[image: ]　神ちゃん猛もう省せい中。反省しすぎてご飯も喉のどを通らないので、今日はおやつしか食べてないんだぁ】

【きっちり食ってんじゃねぇか！　お前、全然反省してねーだろ!!】

【いやいや。プリンとおせんべい一袋ふくろだけだよ？　あ、あとシュークリームも】

【割とがっつりだな！　おやつ食いすぎただけだろ、飯が喉通らなかったのは!!】

【ですよね～ｗｗｗ】

【次ふざけたら、スマホを折る】

　スマホを壊したところで、『テンプレートデイズ』は解除されないだろうが……怒いかりの持って行き場が、もうそれくらいしかない。

【まぁまぁ、落ち着いて？　神ちゃんとしても、奏汰っちが不幸になるのは本意じゃないんだよ。とり憑ついた相手を幸せにするのが、神様としての責務なんだから。神ちゃんったら仕事熱心！　えらいっ!!】

【だったら、今すぐなんとかしろよ……もう美織とのフラグとか、欠片かけらも見えないぞ？】

【確かに、美織っちとのフラグバッキバキだよね。バッキバキ！】

【事実だけど、お前にそうはっきり言われると、マジでムカつくな！　九割以上はお前のせいだろうが!!】

【だからぁ、落ち着いてってばぁ。カルシウム足りてないんじゃない？　毎日牛乳飲んでるぅ？】

　きゅんぴょこ牛乳★

　黒くろ髪かみツインテールの美少女が、腰こしに手を当てて、牛乳を一気飲みしているスタンプが押された。

　このナチュラルに煽あおってくる感じ、やべぇな。

　おれをストレスで殺そうとしているとしか思えねぇ。

【とにかくぅ。神ちゃんも、奏汰っちと美織っちが結ばれるように、最大限の協力はするよ☆　それで奏汰っちが、幸せになれるって言うんならね】

【協力って言うけど、おれが美織と付き合うのは絶望的なんだろ？　仲のいい幼なじみとは最終的に結ばれない流れがテンプレだって、お前が書いたんじゃねぇか】

【絶望的だし最難関だとは言ったけど、百パーセント結ばれないとは言ってないよ？　幼なじみと結ばれる作品がゼロじゃないように、美織っちとフラグが立つ可能性もないわけじゃない】

　なるほど……確かに、この世に存在する全作品で、幼なじみヒロインが敗北しているわけではないもんな。

　最近は極きよく端たんに『嚙かませ犬』扱あつかいになっていることが多いけれど、ひと昔前は幼なじみと結ばれて終わるパターンも、少なくなかった。

【これからもテンプレは起こり続ける。その中には『幼なじみといい感じになるテンプレ』も含ふくまれているはずなんだよ】

【そのテンプレが発生したとき、確実にフラグを立てていけば……可能性は、あるってことか？】

【まぁ、イベントの発生率は、極端に低いと思うけどね～。課金せずにノーマルガチャ回して、ＳＲカードが三連続で出る程度の確率かな？】

　ソシャゲで例えるのやめてくんない？

　なんとなく、相当な低確率だってことは分かったけどさ。

【美織のことは分かった……あとはあの、殺し屋のことだ。あいつを放置してたら、美織と結ばれるとか結ばれないとか関係なく、命が危ない。それはどうしたらいいんだよ？】

【いっそ死ねばいいのにｗｗｗ】

【は？】

【打ち間ま違ちがい[image: →]　そうだよね。殺されたら困るよね[image: ]】

　ぜんっぜん、文面違うじゃねーか！　絶対に打ち間違いじゃないだろ!!

【でも、殺し屋の件は安心していいと思うよ☆　美織っちとのルートが確定しさえすれば、自動的にティナっちとのフラグが終わる。ティナっちと無関係になれば、奏汰っちが殺し屋に命を狙われる理由はなくなるでしょ？】

【そっか。なるほどな】

　つまり、殺し屋による殺害を回かい避ひしつつ、低確率で発生する美織とのフラグを確実に立てていけってことか。

　そして最終的に美織と結ばれれば、このテンプレ地じ獄ごくともおさらばってわけだ。

　…………。

　それって結構、先行き長くね？

　なんだか釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、おれはＲＩＮＥの画面に再び目を落とした。

　その瞬しゆん間かん。

「そーうーたーさーまー!!」

　ガリガリガリガリ……。

　激しい破は砕さい音が響ひびき渡わたったかと思うと、部屋のドアが粉々に砕くだけ散った！

　そして部屋の外から姿を見せたのは、両手でチェーンソーを抱かかえている、破は天てん荒こうプリンセス・ティナ。

「奏汰さまがなかなか開けてくださらないので、押してもダメならと切ってみました」

「その発想はおかしいだろ……ってか、そもそも普ふ通つうのチェーンソーの切れ方じゃなかったよね、今？」

「ふっふふー。そのとおり！　これはアルゼクラン皇国の財力を駆く使しして作成した、『神にも効果があるチェーンソー』なのです!!」

「何その物ぶつ騒そうな代しろ物もの。ちなみに、神様に使ったらどうなるんだよ？」

「バラバラになります」

「ほう……」

　いつか神様と直接会う機会があったら、ティナに貸してもらおう。

　そう心の中で誓ちかって、おれはスマホをポケットの中にしまった。




　　　　◆　　◆　　◆




　そして迎むかえた翌朝。

「むにゃあ……奏汰さまぁ……うわきはダメなのれすぅ……」

　目を覚ますと、今日もおれの布ふ団とんの中で、ティナが好き勝手な寝ね言ごとを口にしていた。

　昨日と違うのは、下着が淡あわいピンクのレース地のものだということくらいか。

　無防備極きわまりない格好で、幸せそうな寝顔を浮うかべているもんだから、なんか直視するのも気き恥はずかしい。

「っていうか、どうやって入ってきたんだ。こいつは」

　昨日の反省を踏ふまえて、タンスやら本ほん棚だなを並べて、絶対ドアが開かないようにしてたはずなんだけど。

　そう思いつつ足元を見ると……そこには、ぽっかりと大きな穴が開いていた。

　ははぁ、なるほど。

　ティナの寝ていた部屋は、ちょうどおれの部屋の真下。

　つまり寝ぼけて天てん井じようを突つき破って、おれの部屋に入ってきたってことだな。

　寝相悪いんだもんね。それじゃあ仕方ないね。

「って、そんな寝相あるかよ！　お前、絶対わざとやってるだろ!!」

「むにゅう……」

　思わずツッコミを入れるが、ティナは気持ちよさそうにすやすや寝息を立てている。

　はぁ……まぁいいや。

　ティナを起こさないようにそっと布団から這はい出ると、おれはいそいそと制服に着き替がえて、家を飛び出した。

　ティナがそばにいると、色々と厄やつ介かいだからな。

　なんて言ったっておれは、これから……美織とのフラグを立てに行くのだから。







　神様は、こう言った。

　確率は低いが、『幼なじみといい感じになるテンプレ』は発生しうる。

　そして、そのときに確実にフラグを立てていけば……美織と結ばれることも、不可能ではないと。

　それならば……できるだけ、美織と二人っきりの時間を作るべきだろう。

　テンプレが吉きちと出るか凶きようと出るかはそのとき次第だが、少なくとも『美織とのテンプレ展開』を数打っていくことが、美織ルート成立への近道のはずだ。

　昨日までの出来事があんまりだったからだろう、美織はおれを起こしに来てはくれなかった。

　そこでおれは、先に学校へ向かったと思われる美織を、追いかけることにした。

　駆かけ足で通学路を歩きながら、美織を捜さがす。

　しかしどこまで行っても一向に、その姿は見当たらない。

　そうこうしているうちに──学校へ到とう着ちやくしてしまった。

「はぁはぁ……おかしいな。もう教室に行ってるのか？」

　慌あわてて下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替え、教室に向かうが、そこにもやはり美織の姿はない。

　ひょっとして、どこかで気付かず、追い抜ぬいてしまったのか……？

　焦あせる気持ちを抑おさえながら、おれは再び下駄箱へと向かう。

　すると、その途と中ちゆうで。

　教室とは違う方向に向かっている、茶色いセミロングヘアの少女を見つけた。

「あれは……美織？」

　うん。あの髪かみ質しつ。

　毛先のパサつき具合から見ても、まさしく美織だ。

　なんだか、いつもより背が高いような気もするけど、遠目に見るからそう感じるだけだろう。

　しかし、あいつ……一体どこへ行くんだ？

　美織の不ふ審しんな行動に首をかしげつつ、おれはその後を追いかけていく。

　そして美織は、ガラリと重い扉とびらを開けて、体育倉庫の中に入っていった。

　…………なんで？

　まぁ、考えても仕方ない。

　理由は不明だが、体育倉庫の中に二人で入ってしまえば、何かしらイベントも発生するだろう。そこでフラグが立つことを願うしか、おれに道は残されていない。

　ごくりと唾つばを飲み込むと、おれは意を決して、体育倉庫に飛び込んだ！

　そして後ろ手に倉庫の扉を閉めて、美織の肩かたにポンと手を置く。

「みお──」

　くるりと、美織がこちらへと向き直った。

　その瞬間──パサッと。

　美織の麗うるわしい茶ちや髪ぱつが、床ゆかに落ちた。

　そして目の前にいるのは、青みがかった銀髪を腰まで伸のばした、色白な一人の少女。

「ってお前、ティナじゃねぇか!?」

「美織さんだと思った？　残念、かわいい女の子でしたー」

「うるせぇ、バカ！　本気でがっかりだよ!!」

「アルゼクラン皇国の財力を駆使して開発した、美織さんの頭髪を完全コピーしたカツラは、いかがでしたか？　ねぇ、引っ掛かかりました？　引っ掛かりました？」

　殴なぐりたい、この笑え顔がお。

「それにしても奏汰さま……体育倉庫にわたしを連れ込んで、一体何をしようというんですか？」

「お前が連れ込んだんだろうが！　人のせいにすんな!!」

「そう言えば、聞いたことがあります……日本の体育倉庫とは、男女の逢おう瀬せに利用されるためにあるのだと」

　ちげーよ。跳とび箱や平均台に謝れ。

　顔を赤らめてもじもじとするティナに辟へき易えきしながら、おれはスマホを取り出す。

【おい。どういうことだ、これは。美織じゃなくて、ティナじゃねーか】

【あ、ごめんごめん[image: ]　徹てつ夜やでゲームしてたから、今まで寝落ちしてた☆】

【お前、マジでふざけんなよ！　協力するって約束はどうした!?】

【カミサマ、人語ガ、ワカリマセーン】

【死ね!!】

　こいつに期待したおれが、バカだった。

　ＲＩＮＥを閉じてスマホをしまうと、目の前ではティナがうずうずと、身体からだを揺ゆらしつつこちらを見ていた。

「奏汰さま、奏汰さま。体育倉庫で二人っきりになりましたけど、何をしますか？　取りあえずトランプとかすごろくとか持ってきてみましたけど」

　なんで体育倉庫に入って、ゲームするねん。

「ねぇねぇ、奏汰さま。トランプにします？　すごろくにします？　それともぉ……わ・た・し？」

　なんだよ、その意味不明な三さん択たくは。

　っていうか多分だけど、「わ・た・し？」ってくだりを曖あい昧まいに理解してて、ただそれを言いたいだけなんだろうな。こいつの知識って、いつも中ちゆう途と半はん端ぱだし。

　ああ、もう。

　美織とフラグを立てなきゃいけないってときに、なんでこんなわけの分からんイベントに巻き込まれなきゃならんのだ。

　そう考えると、なんかムカッとしてきたね。このすちゃらかプリンセスに。

「あれ、どうかしました奏汰さま？　トランプと、すごろくと……わたしですよぉ？　どれがいいですか？　もちろん答えはひとつ、ですよね？　それはぁ、わ・た──」

「お前」

「えっ」

「だから、お前だって」

「えっ」

　おれの答えが予想外だったのか、ティナがあからさまに狼ろう狽ばいしはじめる。

　この間から思ってたけど、こいつってほんと、攻せめられると弱いよな。

　よし、決めた。ここはひとつ、こいつを懲こらしめてやろう。

　まずは体育倉庫の扉を開け、外に誰だれもいないことを確かく認にんする。

　さすがに『テンプレートデイズ』のパターンも読めてきたからな。こうでもしておかないと、美織にまた目もく撃げきされて、誤解されかねない。

「あ、あのぉ……奏汰さま？」

　再び扉を閉め、ティナの方へと振ふり返る。

　そして表情を殺して、つかつかとティナに近づいていく。

　するとティナは、びくびく肩を震ふるわせながら、後ずさりはじめた。

「なんで逃にげるんだよ。おれは、『お前』を選んだんだけど」

「えっ……えっとぉ。それはちょっとした冗じよう談だんっていうか、なんていうか。まさか本当に奏汰さまが『わたし』を選ぶとは思わなかったものでですね……」

「ふーん」

「ト、トランプしませんか？　ババ抜きしましょう！　わたし、ババ抜き得意なんですよ？」

「……へーえ」

「し、七並べにします？　あ、すごろくでもいいですよ!?」

「……ほーう」

「ダ、ダメです、か……？」

「…………」

「はぅ……」

　徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめるおれ。それに伴ともない、一歩ずつ後退するティナ。

　そしてやがて、ティナは壁かべ際ぎわまで追い詰められると──あうあうと口を開け閉めしながら、ぺたんとその場に座り込んでしまった。

　──ちょっと驚おどろかせすぎたかな？

　いや、でもこれくらいやっておいた方が、のちのちのためだろう。

　いい加減、ちょっとくらいは行動を改めてもらいたいしな。

　さて、それじゃあそろそろ、ネタばらしするとしようか。

「ティナ、これは冗だ──」

「あ、あの！　わたし、実は、そういうことするの初めてなんですけどっ！　奏汰さまなら……奏汰さまなら、覚かく悟ごはできてますので……どうか、優やさしくしてくださいっ!!」

　ガタンッ！

「そうくん、話は聞かせてもらったわ」

　ねーよ。

「なんで唐とう突とつに、跳び箱の中から美織が出てくるんだよ！　おかしいだろ!!　マジでお前、何してんだよ!?」

「ちょっと昨日、体育倉庫に落し物しちゃったみたいで、朝早く来て捜してたのよ」

「だからって蓋ふたまでして、跳び箱の中に入る理由はねーだろ!!」

「あんたたちがいきなり入ってきたから、慌てて隠かくれたのよ」

　納なつ得とくいかねぇ。

　いくらなんでも、イベントの発生方法が強ごう引いんすぎるんじゃねぇか？

　なぁ、『テンプレートデイズ』さんよぉ!?

「そうやって跳び箱に隠れて、出るに出られずにいたら……これよ」

　親指の爪つめを嚙かみながら、美織は殺意をはらんだ眼光で、おれを睨にらんでいる。

　ああ。もういっそ、美織に殺されたい。

「ちなみに、おれたちの会話、どれくらい聞いてた？」

「そうくんが『お前の胸を揉もみたい』って言って、ティナが『優しくしてください』って答えるくだりとか」

「うん。そんなくだり存在しないから。胸なんて、一言も言ってないから」

「噓うそばっかり。さっきから何回も言ってたの、知ってるんだから！　『トラン胸』とか『胸ろく』とか!!」

「お前の頭の胸フィルター、ひどすぎるだろ!?　おれはそもそも、トランプとかすごろくとかすら発言してねぇ!!」

　コンプレックスもここまで極きわまると、ただの病気だな。

　美織の勘かん違ちがいに辟易していると、ティナが座り込んだままくいっと、おれの服の袖そでを引っ張った。

「奏汰さま」

　そしてティナは口元に手を当てて、潤うるんだ瞳ひとみで上うわ目め遣づかいをして。

「……続きは、どうされますか？」
















「どうもしねーよ！　毎度毎度、間が悪いなお前は!!」

「お楽しみのところ邪じや魔まして悪かったわね！　せいぜい好きなだけ、その大きな胸を弄もてあそんでなさいよ!!」

　どうせ小さいもん……そんな捨てゼリフを残して、美織は扉とびらを開け放ち、走り去っていった。

　おれはがくりと床に膝ひざをつき、絶望感に打ちひしがれる。

　────ピコンッ♪

【諦あきらめたら？　試合終しゆう了りようだよ？】

　うわぁ。死人に鞭むち打うってきやがったよ、この人でなしっていうか、神でなし。

【なぁバカ神よ。ティナがやらかして、美織が誤解するパターン、いくらなんでも多すぎない？　これがラノベだったら、読者が飽あきちゃうやつだろ】

【うーん、出現率の高いイベントだからねぇ。まぁこれだけ何度も起こったわけだし、しばらくは違う感じのパターンになるんじゃない？　その中に、美織っちとのフラグに関係するイベントがあるといいね！】

　ほんとかよ。いまいち信用できないんだよなぁ。

『テンプレートデイズ』も、このエセ神様も。




　　　　◆　　◆　　◆




　体育倉庫事件のあと、美織と気まずい状態のまま、授業を受けたおれ。

　そして次は移動教室ということで、荷物を持って廊ろう下かを歩いていた。

　できることなら、このタイミングで美織の誤解を解きたい。

　そう思い、目の前を歩いている美織に声を掛けようとしたところで。




　──────バキュンッ!!




　銃じゆう声せいが轟とどろいたかと思うと、おれの真横にあった窓ガラスが、ピシリとひび割れた。

　そこに埋うまっているのは……一発の銃じゆう弾だん。

「き、きゃあああああああ!?」

　持っていた荷物をバサリと落とし、モブ子が口元を覆おおって悲鳴を上げた。

　さすがはモブの達人。非常事態に対する一いつ般ぱん人の、見本みたいな行動だぞ！

　そしてモブ子につられるように、ざわざわと騒さわぎはじめるクラスメートたち。

　そんな中、平然とした態度をしている──犬巻さん。

「犬巻さん。やっぱりお前が、おれとティナを殺そうとしてる犯人なんだろ？」

　おれは、斜ななめ後ろにいた犬巻さんに詰め寄ると、みんなに聞こえるように大きめな声で言った。

「……なんのこと？」

　犬巻さんは、あくまでもシラを切り通そうとする。

　だけど、おれは確信している。間違いなく犬巻さんが、犯人だと。

　だって犬巻さん──右手に拳けん銃じゆうを持ってるんだもの。

「そんなあからさまな凶きよう器きを持ってて、言い逃のがれできると思ってんのか！　っていうか少しは隠そうという努力とかしないのかよ!!」

「……なんのこと？」

「だから拳銃だよ拳銃！　その拳銃で、おれを殺そうとしたんだろ!?　白状しろ!!」

「……これ、水みず鉄でつ砲ぽうだけど」

「噓つけえええええええ!!」

　そんな苦しい言い訳が通るわけないだろうが。

　見ろ！　さすがにみんなも、犬巻さんが殺し屋だと確信しているぞ!!

「なーんだ、水鉄砲か。びっくりしちゃったよ」

「結野くんも大げさだね。でも、そんなところもかわいいけどっ」

「抱だかれたい」

　…………あれ？

　なんか、おれの思ってた反応と違うぞ。どうなってんだ、これ？

「もぉ、奏汰さまったら。殺し屋が同じクラスにいるわけ、ないじゃないですかぁ」

「……そうくん。さすがにクラスメートを殺し屋呼ばわりするのは、どうかと思うよ？」

　ティナと美織まで、おれのことを憐あわれむような目で見てきやがる。

　おかしいおかしい！

　銃撃事件が起きたとき、手元に拳銃持ってる奴やつがいたら、そいつが犯人で間違いないだろ!?　コ〇ンくんじゃなくても分かるわ!!

　……そうだ、モブ子。

　犬巻さんが殺し屋だと知っていたモブ子なら、きっとおれに賛同してくれるはず。

「モブ子！」

「モブ子さんでしたら、気分が悪いとおっしゃって、お手洗いに行きましたよ？」

　うわぁ、なんて一般人らしい反応！

　確かに普ふ通つう、こんな事態に遭そう遇ぐうしたら体調悪くなるよな。

　どこぞの高校生探たん偵ていの幼なじみとか、殺人事件なのに落ち着きすぎてて、もう犯人なんじゃないかって思うほどだもんな。

「奏汰さま。昨日もお伝えしたとおり、いざとなればアルゼクラン皇国の誇ほこる護衛たちが駆かけつけて、解決してくれます。ですから、そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶかと」

「いーや、信用できないね！　犬巻さんが犯人かどうかはともかくとして、銃撃を受けたのは事実だろ？　なのにあいつら、微み塵じんも出てくる気配なかったじゃねぇか！　一歩間違えれば、おれは既すでに死んでいる!!」

「弾道から推測して、直ちよく撃げきはしないと判断したのでしょう。そうした演算を一いつ瞬しゆんのうちにやってのける、スーパーコンピューターも顔負けな能力を有しているところが、アルゼクラン皇国の護衛のすごいところです」

「じゃあ、その超ちようすごい演算から弾はじき出された結論として、犬巻さんは犯人じゃなかったと？」

「ええ。だってあれ、水鉄砲ですもの」

　あんな黒光りするシリンダー付きの水鉄砲なんか、ねぇよ！

　ザル警備すぎるだろ、アルゼクラン皇国の誇る護衛さんよぉ!?

「……結野奏汰」

　みんなから可哀かわい想そうな人みたいに接されているおれの耳元に、犬巻さんがそっと顔を近づけてきた。

　そして、おれにしか聞こえないほどのささやき声で。

「……次は必ず、殺す」

「はい！　今、この人、殺すって言いました!!　次は必ず殺すって!!」

　おれは小学校の学級会みたいな勢いで、犬巻さんの発言をチクった。

　しかしやっぱり、美織もティナも塩対応。

「コロッケの間違いじゃないの？」

「コロボックルの可能性もありますね」

「ねぇよ！　『次は必ず、コロボックル』って意味分かんないだろうが!!」

　なんで誰だれも信じてくれないんだよ。

　もう、マジでやってらんねぇな。これ。




　　　　◆　　◆　　◆




　こうして、犬巻さんによる凶きよう行こうはうやむやとなり、おれたちは家庭科室へと向かった。

　今日の授業は、調理実習だ。

　おれは無心で卵を割って、ボウルの中へと入れていく。

　ああ。なんかもう、疲つかれたなぁ。

　ティナとの仲は疑われるわ、変な転校生に命を狙ねらわれるわ……つい数日前までの平へい凡ぼんな日常は、一体どこへ行ってしまったんだか。

「……ねぇ。ちょっと、そうくん。卵入れすぎじゃない？」

　ボーッとしていた頭が、その声で現実へと引き戻もどされる。

　あ、やべっ。いつの間にか、全自動卵割り機と化していたみたいだ。

　そんなおれの様子に嘆たん息そくしつつ、隣となりで卵をかき混ぜる美織。

「……あ、あのさ美織」

「何よ」

　こちらに目もくれず作業を続ける美織に、おれはなんだか切ない気持ちになる。

　幼よう稚ち園えんの頃ころから、ずっと一いつ緒しよにいて。

　小学生の頃に、恋こい心ごころが芽生えて。

　それでも変わらず、中学生になっても仲のいい幼なじみだった美織。

　それが高校に入ってわずか数日で、フラグがバッキバキになるだなんて、想像すらしていなかった。




【諦めたら？　試合終了だよ？】




　神でなしの心無い一言が、頭の中でリフレインする。

　そうだな。確かに諦めてしまえば、おれは楽になれるのかもしれない。

　でも──この想おもいを。

　美織への長年の想いを忘れることなんて、できるわけがないから。

　だからおれは、もう少しだけもがく。フラグを……立ててみせる。

「美織、ごめん！」

「へっ？」

　唐とう突とつに頭を下げたおれに、美織はギョッと目を丸くして、こちらを見た。

「ちょ、ちょっと。そうくん？　いきなりどうしたのよ？」

「信じてもらえないかもしれないけど、おれとティナの間には、ほんとに何もないんだ。なんか神の見えざる手のせいで、美織は二人がなんかいかがわしいことをしてるように思ってるかもしれない……だけど、天に誓ちかって、そんなことはしていない！」

「……でも、そうくんはティナの、フィアンセなんでしょ？」

「う……ああ。小さい頃に婚こん約やくしたっていうのは、どうもほんとらしい」

「あんな巨きよ乳にゆうでかわいくて巨乳な女の子が、巨乳婚約者なんだよ？　しかも一緒に巨乳暮らしをしてるし……本当に、一回も魔まが差したこと、ないの？」

　こいつと話してると、巨乳がゲシュタルト崩ほう壊かいしそうだな。っていうか、巨乳暮らしってなんだよ。

　しかし──この質問、どう答えたものか。

　美織との間に波風を立てないことを優先するのなら、「ない」と答えるのが正解だろう。

　だけど、それはいくらなんでも、噓うそになる。

　おれだって健全な男子だ。

　黙だまっていれば美少女なティナに言い寄られて、無防備な格好を晒さらされて、煩ぼん悩のうが刺し激げきされないわけがない。

　だけどそれを正直に伝えたら、「やっぱり胸か！　胸なのか!!」とか言い出しそうだしなぁ。

　一体どうするのが、正解なんだろう……。

「そうくん。怒おこらないから、正直に言って」

　美織が言った。

　少しだけ、震ふるえる声で。

「そうくんはちっちゃい頃からずっと、あたしに対してまっすぐに接してきてくれた。いつだって本音で、話してくれた。そりゃあ楽しいことも、ムカつくこともあったけど……あたしはそんなそうくんだから、ずっと一緒にいられたんだと思う」

「美織……」

「だから、噓なんてつかないで。いつもみたいな、本音のそうくんでいて」

　……おれは、なんてバカなことを考えてたんだろう。

　美織とのフラグを立てようと躍やつ起きになって、肝かん心じんなことを見失っていた自分に気付く。

　そりゃあ、美織に嫌きらわれるのは怖こわい。

　だけど、取り繕つくろった言葉でごまかしたって……美織は嬉うれしくないもんな。

「……魔が差したことが、ないとは言えない」

　頭こうべを垂れたまま、おれは正直な気持ちを紡つむぐ。

「ティナは強ごう引いんで、めちゃくちゃなことばっかりするけど……やっぱり女の子に言い寄られたら、おれもちょっと嬉しかったりする。だけど、手を出したことがないっていうのは、ほんとだから！」

「じゃあ、上半身裸はだかでティナに迫せまってたのは？」

「う……あれは、ちょっとティナをからかっただけです……やり過ぎたと反省はしてる」

「体育倉庫でティナと二人っきりだったのは？」

「あれはティナに騙だまされて……確かに倉庫の中で、ティナを懲こらしめようと軽率な行動は取ったけど……やり過ぎたと反省はしてる」

「胸を揉もみたいって、言ってたのは？」

「それはさすがに言ってねぇ!!」

　意外と反省点が多いことに絶望しながらも、おれは必死に誤解を解こうと頑がん張ばる。

　その様子にほだされたのか……美織がふっと、目を細めて笑った。

　それは、小さい頃から見てきた、美織のとびっきりの笑顔。

「そっか……じゃあ、信じるよ。そうくんがあたしに噓ついたことなんて、今までなかったもんね。ティナとのことも誤解だって言うんなら……そうなんだって、思うようにしてあげる」

　なんて優やさしいんだ、美織は。まるで天使のようだ。

　ちょっと勝気な瞳ひとみもかわいいし、ちっちゃい外見もかわいい。おまけに怒ってても、きちんと話せば分かってくれるところもかわいい。天里美織は、天使かわいい。

　そんな美織と仲直りできそうな流れに、おれは心の底から安あん堵どする。

「ありがとう、みお──」

「あ、奏汰さま！　見てください、ＵＦＯが!!」

　ギュッ。

　当たり前のように唐突に、ティナがおれの腕うでにしがみついてきた。

　え、なんでこのタイミング!?

「あれれー？　ＵＦＯかと思ったら、調理実習で作った目玉焼きでした。ティナってば、おっちょこちょい☆」

「おっちょこちょいってレベルじゃねーな！　未確認じゃないし、飛行物体ですらないもんな!!　正直に言え、わざとだろ!!」

「ふっふふー。さすがは奏汰さま！　わたしのことは、なんでもお見通しというわけですね。おっしゃるとおり、わざとです。わざとの極きわみです」

　なぜかドヤ顔をして、絡からませた腕に力を籠こめてくるティナ。

　いや、そんなに密着されると、そのふくよかな胸が当たってだな……。

「ちょっと、ティナ！　そうくんから離はなれなさいよ!!」

「離れる？　なぜです？」

「そうくんが嫌いやがってるからよ！」

「嫌がってる？　嬉しそうな顔に見えますけど」

　──ハッ!?

　やべぇ。つい、右腕に伝わる柔やわらかい感かん触しよくに心を奪うばわれてしまっていた。

「……やっぱり、胸か」

　美織が「ぐぬぬ」と歯ぎしりをして、自分の慎つつましやかな胸に手を添そえた。

　そして頰ほおを真っ赤にして、おれを睨にらみつけてくる。

「柔らかいのがいいんだ、そうくんは。あたしのは触さわり心地ごこちが悪そうだって、思ってるんだ。そうくんのえっち！　バカ!!」

「そんなこと、一言も言ってねぇよ！　少し落ち着け!!」

「奏汰さま。おやつ持ってきたんですけど、マシュマロとおせんべい、どっち食べます？」

「ティナ、お前は黙ってろ！　なんでこのタイミングでおやつの話はじめたんだよ!?」

「あーはいはい。マシュマロでしょ。マシュマロを選ぶんでしょ。おせんべいはゴツゴツしてて固くて触り心地悪いもんね！　悪かったわね、おせんべいで!!」

「なんでおやつを触り心地で選ぶと思ったんだよ！　あと、おせんべいに感情移入するのやめろ!!」

「見てください、奏汰さま！　このマシュマロ、超ちようぷにぷにですよ。ぷにぷにっ!!」

「授業中におやつを広げるんじゃねぇよ、お前は!!」

　もうやだ、この不毛な議論。

　ティナの奴やつはこの期ごに及およんでも、おれにしがみついて離れようとしないし。

　美織は美織で、「ぷにぷに……」ってうわごとみたいに呟つぶやいてるし。

　あと、ただいま絶賛、家庭科の先生がこっちに近づいてきてるし。

「結野くん。アルゼクランさん。天里さん」

　ああ、これは怒られるやつだわ。

　これだけ大おお騒さわぎしたんだから、当たり前っちゃ当たり前なんだけど。

　そんなおれの肩かたにポンと手を置いて、家庭科の先生は爛らん々らんと目を輝かがやかせた。

　……爛々と？

「結野くん、青春してるね！　お姉さん、そういうの大好きっ。授業なんかより大事なものが、青春には詰つまっている!!」

　何を言っているんだ、こいつは……。

　あと教師の一いち人にん称しようが「お姉さん」って、どうなの。

「事情は大体飲み込めたわ。つまりはこういうことね。アルゼクランさんと天里さんが、料理対決をする。そして当然、審しん査さするのは結野くん……」

「つまり、じゃねーよ！　誰だれもそんな話なんてしてないし、あんたはきちんと授業を進めろ!!」

「さすがは先生ですね。わたしたちの気持ちを、よく分かっていらっしゃる」

「そうね。ちょうどあたしも、ティナとは料理で決着をつけるしかないと思ってたのよ」

　あ、そうなの？

　おれにはそんな伏ふく線せん、微み塵じんも感じられなかったんだけど。

　まぁ、もう考えるだけ時間の無む駄だか。

　……料理対決なんてイベント、テンプレ中のテンプレだもんな。




　　　　◆　　◆　　◆




「さぁはじまりました。アルゼクランさんと天里さんの料理対決。実じつ況きようは私わたくし、茂部花子がお送りします」

　この流れで実況ポジションを押さえるあたり、さすがモブ子としか言いようがない。

「解説には犬巻さんをお呼びしています。犬巻さん、この勝負、どちらが勝つと思いますか？」

「……殺す。ティナリア＝アルゼクラン」

　不適切発言だぞ！　解かい雇こしろ、その解説役!!

「なんと、犬巻さんはアルゼクランさんと予想！　皇女として英才教育を受けてきたであろう、アルゼクランさんですからね。料理についても、多くを学んできている可能性は十分に考えられます」

　モブ子の実況能力はんぱねぇな。まるでこのために生まれてきたかのようだ……っていうかこのイベントに合わせて、キャラチェンジしてる気すらする。

　それはさておき、モブ子の言っていることは、割と的を射ている。

　おれは毎日ティナの手作り料理を食べているわけだが、あいつの料理の腕は本物だ。

　洋食はもちろん、中ちゆう華かや和食に至るまで、ティナはなんでも作ることができる。さらにそのどれもが、下手なレストランなんかより、よっぽどうまい。

「さて、一方の天里さんですが……あーっと、包丁を空から振ぶりしたぁ！　まな板の上にあるお肉から大きく外れて、ガスコンロに直ちよく撃げきだー!!」

「くっ!?　包丁が、勝手に動く……ですって？」

　いや、包丁のせいにすんなよ。お前が目測誤っただけだろ。

　おれは内心ハラハラしながら、美織の調理風景を眺ながめる。

　そつなくこなすティナに対して、美織は見てるこっちが心配になるほど、わたわたとしている。

　包丁には振り回されるわ、小さじの代わりにお玉を使うわ、塩とマスタードを間ま違ちがえるわ……っていうかあれ、おれが食うのかよ。

　確かに小学校の頃ころの美織は、家庭科の成績に『もう二度と頑張らなくていい』とか書かれてしまうぐらい、壊かい滅めつ的に不器用だったけど。

　さすがに高校生になったことだし、もう少し改善されたものだと思っていた。

「あーっと、天里さん！　何を思ったか、ガスコンロに直接肉をぶちこんだぞ!?　なぜフライパンを使わないのか!!」

「……直じか火び焼きか」

　直火にも程があるだろ。炭化するわ。

　っていうか犬巻さん、そんな小こ粋いきなジョーク言えたんだな。ちょっと親近感湧わいたぜ、殺し屋だけど。

「……料理に毒を盛る。それも悪くないな……」

　訂てい正せい。

　この人とは一生、仲良くなれそうもない。

「ふっふふー。美織さん、どうも苦戦しているようですね？」

「あっ、肉が燃え尽つきた！　……くっ。そういうあんたはどうなのよ、ティナ!!」

「わたしですか？　わたしの方は、既すでに完成してますよ」

「なっ──!?」

「あーっと！　アルゼクランさん、いつの間にか盛り付けまで終えて、審査員席に料理を運びはじめています!!　結野くんの目の前に、豪ごう華かなフルコース料理が並んでいくぅ!!」

「……結野奏汰。ちょっといい？」

「近づくんじゃねぇぞ、この殺し屋め！」

　チッと舌打ちして、ドクロマークの描かいてあるボトルをポケットにしまう犬巻さん。

　今度から弁当箱に、鍵かぎでもつけといた方がいいかもしれない。

　そうして犬巻さんをけん制していると、ティナが料理を並べ終わったらしい。

「さぁ、奏汰さま。わたしの愛情たっぷり料理を、とくとご堪たん能のうください！」

　得意満面に両手を広げたティナ。

　その眼前に並んでいるのは──和食・中華・イタリアン・フランス料理・チベット料理などなど。総勢百品はあろうかという、ものっすごい量の料理群であった。

「……なぁ、ティナ。さすがに多くね？」

「わたしの愛情を表すように、盛りだくさんにしてみました。具体的には、百八品です」

　なんで煩ぼん悩のうの数なんだよ。

「さぁそれでは結野くん。まずはアルゼクランさんの料理から試食してください。少なくとも、全品一口ずつは食べていただきましょう！」

　煩悩の数だけ、箸はしを付けなきゃならんのか。なんか除夜の鐘かねを鳴らすみたいな感じ。

　そんな益やく体たいもないことを考えつつ、おれはティナの料理を口に運んだ。

　────やべぇ、超うまい。

　一口食べたら最後。やめられない、止まらない！

　さっきまで百八も食べられないと文句を言っていたのが噓うそのように、おれの箸の進むこと、進むこと!!

　料理対決ということで、ティナもいつも以上に気合を入れて作ったみたいだな。

　こんなの、どこぞの料理マンガだったら服が弾はじけ飛んで、悶もだえ喜んでるレベルだぞ。

「さぁここで、天里さんの料理も出来上がったようです！」

　そうして無我夢中でティナの料理を堪能していると、実況席のモブ子が、美織の料理が完成したことを告げた。

　おお。正直、食材が全部消し炭になるんじゃないかとすら思っていたけど……頑がん張ばったんだな、美織。

　おれは百八品目の杏あん仁にん豆どう腐ふを味わいながら、眼前に並べられていく美織の料理へと視線を向けた。

　……何これ。

　ある意味お約束と言えばお約束なんだが、そこにあったのは──料理ではなかった。

　ぐつぐつと煮にえ立つ紫むらさき色いろの液体に、浮うかんでいるのは生ものっぽい真っ赤な球体。

　毒物。化け物。モンスター。

　そんな形容の方が似つかわしいっていうか、絶対食べちゃダメなやつだよね。これ。

「さて天里さん。こちらは一体、何をお作りになったんですか？」

「スクランブルエッグよ」

　確かにある意味、おれがスクランブル発進しそうな料理ではある。

　っていうか、なんでスクランブルエッグが液体にひたしてあるんだよ。

「そうくん。あたしって昔から料理下手で、今日もだいぶ苦戦しちゃったけど……気持ちだけは、いっぱい込めて作ったから。気持ちだけなら、ティナにも負けないから。だから……食べてみて？　あたしの気持ちを」

　美織が指を絡からませて、祈いのるようにおれを見つめてくる。

　お、おう……。

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするが、すぐに意を決して、おれは箸を片手に持った。

　確かに、美織の言うことは一理ある。

　料理は愛情。気持ちが籠こもってさえいれば、たとえ見た目が絶望的でも、この世のどんな高級料理よりもおいしく感じることができるはずだ。

　それが……テンプレってもんだろ！

　そう自身を鼓こ舞ぶして、おれは真っ赤なスクランブルエッグにかぶりついた。

「────まずっ!?」

　命の危険を察して、おれはスクランブルエッグと呼ばれた劇物を、皿に吐はき出した！

「うぇぇ、げほっげほっ！」

　信じられない激痛がする喉のどを押さえながら、おれは派手に咳せき込む。

　ちくしょう……肝かん心じんなときに期待を裏切りやがるな、このテンプレ人生は。

　意識が朦もう朧ろうとする中、おれはゆっくりと顔を上げる。
















　……そこには、頰ほおを引きつらせた美織の姿があった。

「え、まずいって言った？　今、まずいって言った!?」

「あと、胸がまずしいとも言っていました」

　それは言ってねぇよ！

　ティナを怒ど鳴なりつけたい気持ちでいっぱいだが、声が出せない。喉が死んでやがる。

　その無言の時間を肯こう定ていと捉とらえたらしく、美織は見る見る顔を真っ赤にしていく。

　そして、目め尻じりに涙なみだを蓄たくわえて。

「……さいってー。料理だけならともかく、胸のことまで……もう、そうくんなんて知らないから！　あたしがティナより巨きよ乳にゆうになってから後こう悔かいしても、遅おそいんだから!!」

　いや。多分そんな超ちよう進化、ありえないと思うよ。悪いけど。

　でも、おれはそんな小ぶりな美織でも、心の底から愛して──。

「そうくんのバカ！　おたんこなす!!」

　美織が目元を拭ぬぐいながら、家庭科室を飛び出して行った。

　慌あわてて追いかけようとするが──脚あしがもつれて、おれはその場に倒たおれ込んでしまう。

　あー……なんか手足がけいれんしてきた。

　これ絶対、さっきの美織の料理のせいだよね。

　薄うすれていく意識。霞かすんでいく視界。

「む、結野くん!?　誰だれか担たん架かを！　担架を持ってきて!!」

「奏汰さま!?　そーうーたーさーまー!!」







　あーあ。なんだよ、これ。

『テンプレートデイズ』のせいで……おれと美織の関係、ボロボロだよ。








テンプレその３　雨足が強まると、展開はシリアスに









　料理対決のあと、すぐに保健室に運ばれたおれは、大事を取って早退させられた。

　手足がしびれて呂ろ律れつが回らなくなるとか、どんな違い法ほう薬物が入ってたんだよ、あのスクランブルエッグもどきは……。

「お加減はいかがですか、奏そう汰たさま？」

　部屋のベッドに腰こし掛かけていると、ティナが氷まくらを持ってやってきた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。別に熱があるわけでもないし」

「むぅ。あんな大だい惨さん事じが起こったあとなんですよ？　きちんと横になって、休んでいてください。ぐいぐいしますよ、ぐいぐい！」

「お、おい！　そんなに押したら……」

　バタン。

　強ごう引いんにティナに押し倒されて、おれはベッドに横になった。

　そしてその上に、馬乗りになっているティナ。

「……ふむ、なるほど。奏汰さまは猫ねこでも犬でもなく、お馬さんがお好みだったのですね？　しかも、自分がお馬さんになる方が!!」

「そんなこと一言も言ってねぇよ！　いいから今すぐ、おれの上から降りろ!!」

「まぁまぁ、そう言わずにですね。奏汰さまは『ひひーん！』と好きなだけ鳴いてください。獣けもののように!!」

「そんな趣しゆ味みはねぇ！　お前はおれを、どんな性せい癖へきの人間に仕上げたいんだよ!?」







　そんなこんなで。

　ティナの猛もう攻こうは留とどまるところを知らず……翌日の土曜日も、そんな調子でわけの分からないアタックを繰くり返される羽目になった。

　ついでに言えば、出掛けた帰りに、また銃じゆう弾だんが頰をかすめました。

　もちろんというか、現場には犬いぬ巻まきさんがいたんだけど……ティナは「またまた～」と言って、犬巻さん犯人説を信じてはくれず。こちらはこちらで、打つ手なし。

　美み織おりとのフラグは立たないし。殺し屋からは命を狙ねらわれ。

　ほんと、おれの人生……どうなっちまうんだよ。




　　　　◆　　◆　　◆




　そして日曜日。

　おれは新刊のマンガを買いに、本屋を訪おとずれていた。

　今日も外に出たら銃で撃うたれるのではないかとびくびくしていたが、今のところ犬巻さんの姿はない。

　いくら『テンプレートデイズ』とはいえ、さすがに毎日同じパターンを繰り返したりはしないか。

　……はぁ。

　しかしまぁ、おれはいつまでこうして、怯おびえながら生活しなけりゃならないんだろう？

　そもそもおれが命を狙われる理由なんて、皆かい無むだっていうのになぁ。

　そんなことを考えつつ、新刊コーナーの棚たなを物色していると。




　────ゴンッ！




「ぐほっ!?」

　唐とう突とつに激痛が背中を襲おそい、おれは思わずその場へ倒れ込む。

　そして声にならない声を上げながら、悶もん絶ぜつ。

　何これ。一体、何が起こったって言うんだよ!?

　おれは振ふり返り、背中に激げき突とつした犯人の正体を見る。

「……広○苑えん？」

　そう。

　日本人なら知らない人はいないのではないかというほど、ポピュラーなその辞書。

　その厚みは半はん端ぱではなく、冗じよう談だん抜ぬきで人を殴なぐり殺せるほどの代しろ物ものである。

　なんでこんな危険物が、棚の上から落ちてきたんだよ!?　頭に当たってたら即そく死しだったぞ!!

　ふつふつと怒いかりを煮えたぎらせつつ、おれは棚の上を見上げた。

「……ちっ」

　そこには。

　黒ずくめの私服を着込んだ犬巻さんが、ぶら下がっていやがった。

「おい」

「……何か？」

「何か？　……じゃねーよ！　何やってんだよ、そんなところで!!　お前だな、絶対にお前だな!?　広辞○なんて落としてきやがったのは!!」

「……自分はただ、懸けん垂すいをしていただけ」

「噓うそつけ！　本屋で突とつ然ぜん、懸垂をはじめるバカがいるか!!」

　思わず大きな声を上げる。

　しかし、当の犬巻さんはどこ吹ふく風。

　本棚から手を離はなして床ゆかに着地すると、そのまますたすたと、本屋の外へ早足に去って行ってしまった。

「あ、おい！　待てよ、この殺し屋野や郎ろう!!」

　ああ、もう！

　なんなんだよ、あのヒットマンはよぉ!?




　　　　◆　　◆　　◆




　そんなこんなで、本屋を後にして。

　おれは傘かさを片手に、帰路についていた。

「ああ……死ぬかと思った」

　文字どおり、命の危険を寸前で回かい避ひしたおれは、ぐったりとしながらぼやく。

　頭を直ちよく撃げきしなかったからよかったものの、マジで下手すりゃ死んでたぞ。

　──おれはいつまで、こうして命を狙われればいいんだろう？

　降りしきる雨が傘を叩たたく音を聞きながら、おれはため息を漏もらす。

　まるで今のおれの、心模様みたいな天気だ。

　家に帰ったら帰ったで、ティナがまた意味の分かんない迫せまり方をしてくるんだろうな。

　あーあ……帰りたくねぇなぁ。

「ねぇ、知ってる？」

「!?」

　気配もなく背後から声を掛かけられたもんだから、心臓が飛び出すかと思った。

　おそるおそる振り返ってみると……そこに佇たたずんでいたのは、首元で黒くろ髪かみを二つ縛しばりにした眼鏡めがねっ子。

「モブ子じゃんか」

「こんにちは、結むすび野のくん」

　日曜日だってのに、なんでセーラー服なの。こいつ。

　その、まるで休日感のない格好を怪け訝げんな目で見ていると、モブ子は手に持った傘をくるくると回しはじめた。

「それより結野くん、知ってる？　今日の夜は、嵐あらしが来るって」

「は？　確か天気予報だと、夜になれば雨はやむって言ってたような気がするんだけど」

「ふふ……天気予報と私、どっちを信じるの？」

　いや、天気予報だろ。仮にも公共の電波だぞ。

　そうして眉まゆをひそめるおれを見て、モブ子は「ふふっ」と笑う。

「天気予報によれば、確かに雨はやむらしいわ。だけどそう、私が知っている話によると……今夜の天気は、大おお荒あれなのよ」

「はぁ。そうですか」




「もっとも、荒れるのが……天気だけなら、いいんだけどね」




「……は？」

　なんなの、今の意味深なセリフは？

　眉をひそめるおれの目の前を───黒猫がにゃあと鳴いて、通り過ぎていく。

　そして、ザアアアア……ッと。

　雨が途と端たんに、勢いを増した。

「ふふ。なんでもないわ。気にしないで。ただの独り言だから」

「気にするわ！　どんなでっかい独り言だよ!!　やめてくんない、そういう変なフラグ立てる感じ!?」

　奇き妙みようなセリフ。無意味に通過する黒猫。急に激しくなる雨足。

　これ絶対、変なテンプレ展開に入ったでしょ!?

「それじゃあ結野くん、また明日あしたね。明日、学校で会おうね。約束よ？　……約束」

「なんでそんな含ふくみのある言い方するかなぁ!?　普ふ通つうに『また明日ね。ばいばーい』でいいだろ！」

　おれのツッコミを柔にゆう和わな笑えみで流し、モブ子はくるりと踵きびすを返した。

　そして、顔を逸そらしたまま、とどめの一言。

「明日も絶対、結野くんに会えるって信じてるから。だから、ちゃんと帰ってきてね？」

「どこにも行かねーよ！　家に帰るだけだよ!!」

　どこの死地に赴おもむく兵士なんだよ、おれは。

　その誰だれかが死にそうな空気にするの、やめようよマジで。ただでさえ殺し屋が身近にいるんだからさぁ……。

　おれは嘆たん息そくしつつ、スマホを取り出した。

　ＲＩＮＥレインに神様から通知が入っているので、嫌いやな予感を覚えつつ開いてみる。




　きゅんぴょこ（死）

　黒髪ツインテールの美少女から、魂たましいが抜ぬけ出ている悪あく趣しゆ味みなスタンプ。




【何これ】

【見てのとおりだよ。きゅんぴょこ（死）だよ】

【見ても分かんねぇから聞いてんだよ！　不ふ穏おんな空気出すのやめろよ……あとさぁ、そろそろ聞いてもいい？　きゅんぴょこって何？　どういう意味なの!?】

【ググれカス[image: ]】

【ググっても出ねぇから聞いてんだよ!!】

　ああ、もう。

　どいつもこいつも、どうして悪いテンプレ展開に持っていこうとするかなぁ……。




　　　　◆　　◆　　◆




　我が家の敷しき地ちには相変わらず、宮きゆう殿でん並に大きな家と、こぢんまりとした小さな家が建っている。

　おれは迷わず小さな家の方を選び、ガチャリと玄げん関かんの扉とびらを開ける。

　すると、そこには。

　いわゆる一人の、バニーガールが正座していた。

「…………」

「奏汰さま。お帰りなさいだぴょん♪」

　取りあえず、ドアを閉める。

　オーケー。クールになるんだ奏汰。そう、クール。

　ティナの奴やつはツッコミを入れたりすると、余計に調子に乗ってくるところがあるからな。

　あくまでも冷静に、事務的な対応を取るんだ。

　そう自分に言い聞かせて、おれはもう一度玄関を開ける。

　そこには警察官の衣い装しように早はや着き替がえしたティナが、正座をしていた。

「あなたの心を、ばっちり逮たい捕ほ☆　わたしのところに永久懲ちよう役えき！　二人の治安を華か麗れいに護まもる、プリティポリスのティナリア＝アルゼクランで──」

　取りあえず、もう一回ドアを閉める。

　オーケー。クールになるんだ奏汰。そう、クール。

　ツッコミどころしかなかったので、思わず声を上げそうになったけど、絶対に反応しちゃいけない。反応なんてしたら、あいつの思う壺つぼだ。

　あくまでも冷静に。淡たん々たんと流すんだ。

　そう自分に言い聞かせて、おれはもう一度玄関を開け──。

「奏汰さまぁ!!」

　ガリガリガリガリガリ!!

　ドアのど真ん中を突つき破ったチェーンソーが、そのまま玄関を真っ二つに引き裂さく！

「ぎゃあああああああ!?」

　機能を失ったドアが倒たおれ込んでくるもんだから、おれは慌あわてて後ろに飛び退のいた。

　轟ごう音おんとともに、砂すな煙けむりが巻き上がる。

　そしてその向こう──玄関先には。
















　ジェイ〇ンのマスクをかぶったティナが、チェーンソーを構えて立ち尽つくしていた。

「お帰りなさいませ、奏汰さま。愛と勇気の殺さつ人じん鬼き風美少女プリンセス・ティナリア＝アルゼクラン！　チェーンソーを使って、おしおきよ☆」

「おしおきってレベルじゃねぇな、それは！　重犯罪だよ、重犯罪!!」

「ちなみにこれ、先日お見せした『神にも効果があるチェーンソー』です。せっかくなので使い回してみました」

「どうでもいいわ、そんな裏情報は！　もういいよ分かったよ、ちゃんとかまってやればいいんだろ!?　なんなんだよさっきから、変なコスプレばっか繰くり返しやがって!!」

　おれがようやく話し掛けたのが嬉うれしかったのか、ティナは「いえい」とピースサインを作った。

　そして不気味なマスクを取り、チェーンソーを片手に、にっこりと笑う。

「日本の男性は、普ふ段だん着ぎとは違ちがうコスチュームを意中の女性に着せるのが、お好きだと聞きましたので」

　相変わらず日本への偏へん見けんがひどいな！

　まぁ確かにバニーガールと警察官は、よく似合ってたけどさ。

「ふむ？　ひょっとして、いまいち奏汰さまの好みに合いませんでしたか？」

「少なくともジェ〇ソンはないな。大体あいつ、チェーンソー使わないし」

「そうですか。一番の自信作だったんですが、残念です。あと、わたしが学んだ『こすぷれ』ですと、セーラー服とかですかねぇ」

「それは普段から着てるだろ」

「はっ!?　ということは奏汰さま、普段からわたしのことをそんな目で……っ！」

「どんな目だよ！　見てねぇよ、いい加減にしろ!!」

　はぁ。なんなんだよ、こいつは。

　なんか家に帰ってきただけなのに、どっと疲つかれてきたよ……。




　　　　◆　　◆　　◆




『テンプレートデイズ』。

　この呪のろいにも似たご加護を受けてから、おれの毎日はテンプレだらけだ。

　家族は海外出張から帰ってこないし、女子ばっかりのクラスにぶち込まれるし、なんか担任は幼女みたいな見た目してるし。

　そして──ティナ。

　おれの許嫁いいなずけで、アルゼクラン皇国の第五皇女で、殺し屋に命を狙ねらわれているとかいう、テンプレの権ごん化げみたいな存在。

　こいつが巻き起こす騒そう動どうは、間違いなくおれの人生を一変させた。

　平へい凡ぼんだったおれの日常は、テンプレっていうか、過か剰じようすぎてもはやテンプレなのかすら分からないティナの行動によって……跡あと形かたもなくぶち壊こわされた。

　物理的にも、精神的にも。そして──恋れん愛あい的にも。




【奏汰っちと美織っちが、くっつくっていうのはぁ……絶・望・的☆】




　何度思い返してもぶん殴なぐって、なんならチェーンソーでバラバラにしてやりたくなるほど腹立たしい、神様のあの言葉。

　その言葉どおり、おれと美織の間には──大きな大きな、溝みぞができてしまった。

　おれの想おもいに、鈍どん感かんな美織は気付いていなかったけど……そうした感情はさておき、気の置けない幼なじみだった二人なのに。

　だけど……まだ、終わったわけじゃない。

　多くのテンプレで、幼なじみは『嚙かませ犬』になる運命だけど。

　幼なじみと結ばれた主人公だって、いないわけじゃない。

　だからおれは、諦あきらめない。

『美織とのフラグ』が立つその瞬しゆん間かんを、絶対に──逃のがしはしない。







　そんな決意を新たにして。

　おれは風ふ呂ろから上がり、Ｔシャツを着て洗面所を出た。

　廊ろう下かの窓から外を眺ながめると、どうも雨足は弱まるどころか、勢いを増しているようだ。

　天気予報だと、夜にはやむはずだったんだけどなぁ。

『それより結野くん、知ってる？　今日の夜は、嵐あらしが来るって』

『もっとも、荒れるのが……天気だけなら、いいんだけどね』

　モブ子の無む駄だに意味深な発言が、頭の中でリピートされる。

「……まさかな」

　強がって呟つぶやいてみたけど、その『まさか』が起こるのが『テンプレートデイズ』の恐おそろしいところだというのは、既すでに身に染みて分かっている。

　──どうか、そんなに大したことが、起こりませんように。

　そんなことを願いながら、おれはリビングのドアレバーに手を掛かけた。

「おっと……次は何をしでかしてくるかな、あいつ」

　リビングにいるはずのティナの顔を想像し、おれは独りごちる。

　これだけ強きよう烈れつなイベントを、無数に味わってきたんだ。さすがにおれも慣れてくるし、警けい戒かいだってする。

　深呼吸をひとつして、おれはおそるおそるといった調子で、扉を開けた。

「…………あれ？」

　しかし、何も起こらなかった。

　どうしたんだ、ティナの奴？　珍めずらしいな。

　まぁ、何もないに越こしたことはないんだけど……。

「……むにゃあ」

　小さな呻うめき声。

　おれは、声のしたソファの方へと視線を向ける。

　そこには──ソファで横になって、完全にうたた寝ねをしているティナの姿があった。

「うーん……むにゃむにゃ。奏汰さまぁ……だいしゅきぃ……」

　頭の横に両手を添そえて、にへらと笑いながら寝こけているティナ。

　さすがに今日は下着姿ではないが、スカートがまくれて、弾はじけるような太ももが露あらわになっている。無防備というか、なんというか。

　これはこれで、目に毒だな……。

　なんとも言えない気分になって、おれは思わず視線を逸そらした。

　すると、ソファのそばにマンガが落ちていることに気付く。

　美男美女のカップルが表紙に描えがかれた、買った覚えのないマンガ。

　なんだろ？　ティナの私物かな？

　取りあえずテーブルの上に置いといてやろうと、おれはそのマンガを手に取った。

「……なんだこりゃ？」

　思わず首をかしげる。

　そりゃあそうだろう。そのマンガにはなぜだか、至るところにふせんが貼はられまくっていたのだから。

　気になったので、勝手に悪いとは思いつつ、ページをめくってみる。




『健けん太たくん。ご飯にする？　お風呂にする？　それとも……わ・た・し？』

『た・わ・し』

『もう、健太くんのいじわる！　スポンジ脳!!』




　……なんだ、このクソみたいな掛け合い。

　どういう展開になったら、こんな頭の沸わいたセリフが出てくるんだよ。

　ひどいクソマンガだが、そこに貼られたふせんには、こんなメモ書きがなされている。




　●なんでご飯とお風呂と、自分が同列なんでしょう？


よく分かりませんが、試ためしてみる価値あり！






　おそらくティナが書いたと思われる、丸っこい文字。

　よくよく見ると、他ほかのふせんにも同様に、小さな文字でメモが残されている。

　試しに、他のページもめくってみるか。




『健太くんは知らない？　パンを咥くわえた女の子は、曲がり角でぶつかった相手と……永遠に結ばれるって伝説を』

『興味ねぇな。もぐもぐ』

『ちょっと！　それ、私のパンだよ!?』

　●日本にはそんな伝説があるのですね！　さっそく曲がり角を用意しなければ!!


いっぱい奏汰さまとぶつかって、いっぱい幸せになりたいな。






『け、健太くん!?　その女の子……誰だれなの？』

『ただの幼なじみ（作者注：幼児期に密接な関かかわりを持った異性のこと）だよ』

『幼なじみなら、キスしてもいいって言うの!?』

『けけけ。知らねぇのか、お前……幼なじみにはなぁ、何をしたって合法なんだよ！』

　●こ、怖こわいです幼なじみ。奏汰さまにはそういう人、いないといいなぁ。


わたしだけを見ていてほしいです。大好き、奏汰さま。






『け、健太くん……私のコスプレ、どうかな？　バ、バニーガールだぴょん』

『二点ってとこだな』

『婦警さんとセーラー服もあるけど……着き替がえた方が、いいかなぁ？』

『うるせぇ！　コスプレするなら、〇ェイソンくらい思い切ってみろよブス!!』

　●ふむ。思い切ったコスプレとやらをすれば、男性は喜ぶのですかね？


さっそく衣い装しようを集めてみましょう。奏汰さま……喜んでくれるといいな。






　パタンと、おれはそのクソマンガを閉じた。

　いやいや。健太くん、いくらなんでもクズ人間すぎるだろ。

　なんだよ、「幼なじみには何をしたって合法」って。これ描いた奴やつの精神状態を疑うね。

　タイトルは──『健太くんの純情な愛情』!?　ひどいパッケージ詐さ欺ぎだな！

「むにゅ……奏汰さまぁ……気持ちいいれすぅ……もっと撫なで撫でしてぇ……」

　ごろんと、ティナが大きく寝返りを打った。

　おれは慌あわてて、『健太くんの純情な愛情』を元あった位置に戻もどす。

　そして──気持ちよさそうに眠ねむっているティナの顔へと、視線を落とした。

　薔ば薇らの付いたヘッドドレスで飾かざられた、長く艶つややかな髪かみの毛。

　目元を縁ふち取どる長いまつ毛。

　透すけるように白い肌はだ。

「黙だまってさえいれば、ほんとに美少女だな。お前は」

　いつも騒そう々ぞうしいし、とんでもない行動ばっかり取るから、忘れてしまいがちだけど。

　──ふせんの貼られていた、『健太くんの純情な愛情』のシーン。

　それらは間違いなく、出会ってから今日までの間に、ティナがおれに対して実じつ践せんしてきた行動の数々だった。

「スパイを派は遣けんしていたので、趣しゆ味みは把は握あく済です」──出会ったとき、確かティナはそんなことを言ってたっけな。

　おれの趣味。マンガにアニメ、ラノベにゲーム。

　もしかしたらティナは、そうしたおれの嗜し好こうに合わせた行動で興味を引こうと思い、こうして勉強を続けてきたのかもしれない。

　どうもマンガ的というか、行き過ぎた行動が多いとは思っていたが──まさかほんとにマンガを参考にしていたとは。

「……お前なりに、一いつ生しよう懸けん命めいだったんだな」

　だけど残念ながら、『健太くんの純情な愛情』は趣味じゃねぇぞ。クソマンガだし。

　そんなことを考えつつ、おれはポンッとティナの頭に手を置いて──起こさないようにそっと、撫でてやる。

　やり方はちょっとズレてるけど、好きな人……つまりおれのために、こんなに一生懸命頑がん張ばってくれているティナ。

　その気持ちが素す直なおに嬉うれしくて。懸命さが愛いとおしくて。

「奏汰さまぁ……はぅ……」

　────って!?

「……いかんいかん。何してんだ、おれは」

　おれは左右に首を振ふって、ティナの頭から手を離はなした。

　ダメだダメだ。完全に今、ほだされかけてたぞ！

　そりゃあ確かに、ティナはかわいい。

　そして、おれに好かれようと頑張ってることも分かった。頑張り方が斜ななめ上すぎて、ちょっと空回ってはいるが。

　だけど。

　おれには美織という、心に決めた人がいる。

『テンプレートデイズ』のせいで距きよ離りができてしまっている現状だが……なんとしてでも、美織のルートを成立させたい。そう願ってるんだ。

　だからティナの気持ちは嬉しいけど、それを受け入れるわけには……。

　──と。

　悶もん々もんと考えていた、まさにそのとき。

　雷らい鳴めいが轟とどろくと同時に……家中の電気が、唐とう突とつに消えた。




　　　　◆　　◆　　◆




「ふわっ!?　なんですか、今の音は……って、あれ真っ暗？　なんで!?　えっえっ!?」

　さっきの雷かみなりの音で、どうやらティナが目を覚ましたらしい。

　起きたら真っ暗くら闇やみだったことに驚おどろいたらしく、不安げに声を上げる。

「はぅ、なんでこんなに真っ暗なんですかぁ？　ひょ、ひょっとして奏汰さまが『よばい』とやらを掛けようと、電気を消したんですか!?　そ、そういうことならわたしも、ちょっと我が慢まんしないとですよね……」

　なんでそういう発想になるねん。

「と、取りあえず『よばい』なら『よばい』と、一言答えていただけますか？　おーい、奏汰さまぁ。『よばい』ですかぁ？」

　どこの世界に「夜よ這ばいですか？」「はい、夜這いです」って会話が存在するんだよ。

　取りあえず、夜這いではないので、黙っていてみる。

「……奏汰さま？　返事がないですよぉ？　かわいいティナちゃんが、あなたが来るのを待ってますよぉ……っていうか、早く来てください！　怖いですぅ!!」

「…………」

「ふぇぇぇ、奏汰さまぁぁぁ！　あーん、怖いですよぉ怖いですよぉ!!　暗いのいやですよぉぉぉ!!」

　あ、やばっ。

　こいつ、本格的に暗いところダメな奴なのか。

「おい、ティナ。こっちだよ、こっち」

「はぅ、奏汰さまの声だ！」

　弾はじかれるようにソファから立ち上がり、ティナがよろよろとこっちへ近づいてくる。

　そして、ようやくおれを見つけると──ギュッと腰こしに手を回して、抱だきついてきた。

「奏汰さまのバカぁ!!　『よばい』なら電気つけたままやってくださいよぉ!!」

「明るい夜這いとかねぇよ。あと、別におれが電気消したわけじゃないから」

「ふへ？　じゃあ、なんでこんなに真っ暗なんですか？」

「さっきの雷で、停電したみたいだな……ちょっとブレーカー見てくるよ」

「ちょっ！　置いていかないでくださいー。わたしを置いていかないでくださいー」

　玄げん関かんのブレーカーを見に行こうとしたおれの腕うでにしがみつき、ティナが「いやいや」と首を振る。

　圧あつ迫ぱくされた胸の感かん触しよくが、腕に伝わってくる。

　その上、風ふ呂ろに入ったあとだからか、髪の毛からはやたら甘い匂においが漂ただよってきて……。

「そ、そんなに強くくっつくなよ……」

「いやです！　普ふ段だんから離れがたいとは思っていますが、今は非常時！　絶対に!!　離れません!!」

　そんなに暗いところがダメなのか。

　意外と怖がりなところもあるんだな。殺し屋に命狙ねらわれてもまったく動じないくせに。

　そんなこんなで、しがみついて離れようとしないティナを引きずって、おれは玄関先まで移動する。

「……ダメか。ブレーカーを上げても、全然反応しないな」

「はう。では、当分このままなんでしょうか？」

　不安そうにティナが呟つぶやいた直後、再び雷音が轟いた。

　ああ。こりゃしばらく、停電したままになりそうだな。

　仕方がないので、再びティナを引きずって、リビングへと帰き還かん。

　そして二人並んでソファに腰こし掛かけ、電気が回復するのを待つことにする。

　ザアアアアアア────。

　降りしきる雨の音。ときおり光を伴ともない、轟ごう音おんを鳴らす雷。

　ティナは相変わらず腕に絡からみついたまま、離れようとしない。

　静かな暗室で、男女が二人っきり。しかも密着状態。

　いくら他ほかに好きな人がいるとは言え、こんな状じよう況きようでドキドキしないほど、おれも枯かれ果てた人間ではない。

【おい、神様。これもなんかのテンプレなのか？】

　取りあえず神様にＲＩＮＥを送って、気を紛まぎらわせようとしてみる。

【うるせぇぇぇぇ[image: ]!!　今、戦せん闘とう中。邪じや魔まなメッセージ送ってくんな！　死ね!!】

　マジなテンションで怒おこられた。ただスマホゲーやってるだけのくせに。

　ため息をついて、スマホをポケットにしまう。

　暗闇の中に満ちる静せい寂じやく。

「な、なぁティナ」

「なんですか、奏汰さま？」

　取りあえず間を持たせなければ。

　そう思って話し掛けてみたけど……さて、何を話せばいいんだろう？

　よくよく考えてみれば、許嫁いいなずけとして一いつ緒しよに暮らしていながら、まともに会話をしたことなんてなかった気がする。ティナが変なテンションでアタックしてきて、それにおれがツッコミを入れるばかりで。

　…………許嫁、か。

「ティナはさ。なんでそんなに、おれにこだわるんだよ」

　これまで深く考えないようにしていた疑問を、ぽつりと口にする。

「なんで、と言われましても。奏汰さまはわたしのフィアンセ。一生添そい遂とげると約束をしたお方ですから」

　ティナは胸元につけた、星を半分に割った形のペンダントを手に取る。

　それは先日、おれが机の奥から発見したペンダントと、対ついになっているもの。

「そういえば奏汰さまは、当時のことをあまり覚えていらっしゃらないのでしたっけ？」

「……ああ。申し訳、ないけど」

「いいえ。気にしませんよ。もう八年も前のことですしね。懐なつかしいですねぇ」

　ティナはそう呟いて、ぽつりぽつりと語りだした。

　おれとティナが初めて出会った、その日のことを。




　　　　◆　　◆　　◆




「八年前、わたしは家族と一緒に、初めて日本を訪おとずれました。皇国としての公式な訪問ではなく、お忍しのびの旅行というやつですね。わたしのお母様は側室に当たる方ですので、そのような形を取ったようです」

　ティナは思い出を嚙かみ締しめるように、穏おだやかな口調で話す。

「お父様はお忙いそがしい方ですから、家族みんなで過ごすなんてこと、ほとんどなくって。しかも初めての海外旅行でしたからね。わたしったらもう、はしゃいじゃって、はしゃいじゃって。そうこうしているうちに……迷まい子ごになってしまったんです」

　初めて来る異国で、迷子。

　それは小さかった頃ころのティナにとっては、相当な恐きよう怖ふだっただろう。

「知らない国で独りぼっち。寂さびしくって、不安で……道みち端ばたに座り込んで、わんわんと泣いていました。そんなわたしに、最初に話し掛けてくれた人──それが奏汰さま、あなただったのです」

「おれが？」

「はい。当時のわたしは、日本語を学びはじめたばかりだったので、すべてを理解できたわけではないのですが……奏汰さまは『泣くなよ』って。『おれがそばにいてやるから』って、言ってくださいました」

　あれは嬉しかったですねぇ。

　そう言って、満面の笑えみを浮うかべるティナ。

　その笑顔が、ぼんやりと浮かび上がってくる記き憶おくの中の少女と、重なる。

　──それって。ひょっとして。

「……真っ白なドレスを着て、うさぎのぬいぐるみを抱いてた、あの子か？」

「はい。思い出してくださいましたか？」

「ああ。おぼろげな記憶だけど、そんな女の子に声を掛けた……ような気がする。確か、迷子になって泣いてんだけど、日本語がいまいち通じなくって……」

「ええ。それで困った奏汰さまは、わたしの手を引いて、日本を案内してくださったんですよ。『そのうち家族も見つかるはずだ』って」

　そうだ。

　目の前で泣いている女の子を慰なぐさめたくって、おれはその子を連れて出掛けようって──思ったんだ。

　とは言っても、おれも当時は七歳か八歳。そんなに遠出ができるわけもなく。

　家の近くにある商店街を、ぐるっと一緒に回ってあげるくらいしか、してあげられなかったけど。

「奏汰さまと二人で歩いた商店街、楽しかったなぁ。初めて食べるたこ焼きは、おいしかったです。ＵＦＯキャッチャーで取ってもらったぬいぐるみは、今でも大切な宝物です。そして最後に……奏汰さまは『いいところに連れていってやる』って、おっしゃって」

「商店街の裏にある、坂の上に連れていった」

「はい。『ここがこの街で、一番きれいなところだ』と得意げに笑ってました。西に傾かたむいた夕日が、町並みを真っ赤に染めていて。まるで絵画を観みているみたいな──そんな幻げん想そう的な光景に、わたしは目を奪うばわれました。そこでふっと、奏汰さまの横顔を見たときに、思ったのです。『わたし、この人のことが好きになっちゃったんだ』……って」

「たった一回、会っただけの相手なのに……か？」

「もぉ、奏汰さまったら。恋こいに落ちるのに、回数なんて関係ありませんよ」

　そう言ってティナは、わずかに頰ほおを赤らめる。

　その恋する乙女おとめな表情がなんだか気き恥はずかしくって、おれは思わず顔をそむける。

　ぼんやりと浮かんでいたあの日の光景が、次第に輪りん郭かくを帯びていく。

　……そういえば。

　あの日のティナも、確かこんな表情をしてたっけな。




『大きくなったら、わたしと結けつ婚こんしてくださいませんか？』

『結婚？』

『はい。わたし、絶対かわいい女の子になります。あなたの好みを一いつ生しよう懸けん命めい勉強して、あなたに好きって言ってもらえるような、魅み力りよく的な女の子になってみせます。だから……』

『うーん。でもおれ、結婚とかまだよく分かんないよ』

『お返事は今じゃなくてかまいません。大きくなったら、必ず会いに参りますから。ですからその日まで、どうかこのペンダントを持っていてください。これはわたしが、あなたとの結婚を誓ちかった証あかしです。大切にしてくださいね。約束ですよ？』




　…………うん。

　誰だれだ、これ。

「なんかお前、八年前と全然キャラ違ちがくね？　おれが思い出した限り、迷子の女の子はもっと素す直なおで、おとなしいタイプの子だったと思うんだけど」

「それのどこが、今と違うのですか？」

「うん、違うね。全然違うね。おとなしい女の子は、曲がり角を作ったり人の家を勝手に犬小屋に変えたりしないからな!?」

　何があったら人間、こんなに変わっちまうんだよ。

　あまりの変へん貌ぼうぶりに、今の今まで記憶の整理がつかなかったほどだわ。

「そうですねぇ。もしも、わたしがあの頃と変わっているのだとすれば……それは奏汰さまのせいだと思います」

「は？　おれのせい？」

「ええ」

　ティナは赤く染まった頰に手を添えて、うっとりと瞳ひとみを閉じる。

「奏汰さまのことだけを想おもい続け、奏汰さまの好みに合う女の子になる努力をし続け……今のわたしが、ここにいるのです」

「ちょっと待て！　なんかその言い方だと、おれの好みに合わせたらこうなりました、みたいに聞こえるぞ!?」

「そう申し上げているのですが」

「お前は努力の方向性を、完全に勘かん違ちがいしている」

「むぅ。おかしいですねぇ……アルゼクラン皇国の財力を駆く使ししてスパイを放ち、奏汰さまの好みを日夜研究してきたのですが」

　ティナが唇くちびるを尖とがらせて、おれのことを見つめる。

　そして、ぷっと吹ふき出して。

「まぁ、それならそれでかまいません。また頑がん張ばるだけの話です。なんて言ったって、これからはずっと、奏汰さまのそばにいられるのですから。えへへ」

　──ドキッと。

　一いつ瞬しゆん、胸の鼓こ動どうが高まるのを感じた。

「あのあと無事に、わたしは家族と再会できました。奏汰さまと一緒にいた時間は、二時間にも満たない短いものでしたが──一生忘れられない、宝物みたいな時間でした」

　異国の少年と過ごした、わずかな時間。

　そのときに抱いだいた、純じゆん粋すいで一いち途ずな想い。

　旅の思い出程度でしかない、そんなちっぽけな感情を……ティナは八年間も、ずっと大切に持ち続けてきたんだ。

　……おれが美織のことを、想い続けているように。

「あの日から、わたしの王子様は奏汰さまだけなんです。ひとときだって、忘れたことはありませんでした。そして、それは……これからも変わらないんです」

　──おれの身に降り注ぐ出来事は、みんなテンプレだ。

　八年前に偶ぐう然ぜん出会った二人が、再会を果たしたことも。

　家族が海外出張に行って、二人っきりで暮らすことになったのも。

　全部が全部、テンプレだ。

　もはや色んなことが起こりすぎて、何がテンプレで何がテンプレじゃないのかすら、定さだかではない。

　──だけど。

　目の前で笑っているティナが。

　いつも無む邪じや気きに、間違ったアタックを繰くり返してくるティナが。

　おれを一途に愛し続けてくれてるということは……変えようのない事実だ。

　それはもうテンプレだとか、テンプレじゃないとか、そういう次元の話じゃない。

　人の心は、そんなものじゃ推おし量れない。




『奏汰さま。ご飯にします？　お風ふ呂ろにします？　それとも……わ・た・し？』

『えへへ。奏汰さま、席が近くて嬉うれしいですね』

『はぅ……奏汰さま、大だい胆たんです……ティナはなんだか、ドキドキが止まりません』




　これまでの出来事が、頭の中を駆かけ巡めぐっていく。

　あのときも。このときも。どのときも。

　ティナはいつだって、全力でおれに愛情をぶつけてきていたんだ。

　そう自覚した瞬間。

　おれの身体からだに寄りかかっているティナのことが。

　なんだか妙みように、意識されてきて──。




　　　　◆　　◆　　◆




　──ドンドンッ！

　さっき補修したばかりの玄げん関かんを叩たたく音が、暗くら闇やみに覆おおわれた部屋に響ひびき渡わたった。

　ハッとして、無意識のうちにティナの肩かたに置いていた、自身の手を離はなす。

　いかんいかん。何をやってんだ、おれは。

　おれはパンッと自分の頰を叩いて、おもむろに立ち上がった。

　その間も、ドンドンと玄関を叩く音はやまない。

「ちょっ、奏汰さまぁ。出るのやめましょうよぉ。お化けかもしれませんよぉ」

「律りち儀ぎにノックする幽ゆう霊れいなんか、いるわけないだろ」

　とはいえ、何が起こるのか分からないのが『テンプレートデイズ』の恐おそろしいところ。

　万が一に備えて、ドアスコープから玄関の外にいる人物を確かく認にんする。




　しかし──そこに、人ひと影かげはない。




「まさか……マジで幽霊なのかよ？」

　誰にともなく呟つぶやいた声が、震ふるえているのを感じる。

　これまで幾いく度どとなく不条理なテンプレを強しいられてきたが、ついにこんな不可思議現象にまで見み舞まわれることになってしまったのか。

　思わず頭を抱かかえるおれ。

　その間もドンドンと、ドアを叩く勢いは増していく。

　くそっ、しつこい幽霊だな。いい加減に……。

「そうくーん！　あたしだよー。開けてー!!」

「って、美織!?」

　おれは慌あわてて、玄関のドアを開ける。

　そこには、Ｔシャツにミニスカートというラフな格好をした美織が、降りやまない雨を背景にちょこんと立ち尽つくしていた。

「美織だったのかよ。ちっちゃすぎて、全然見えなかったぞ」

「んなっ!?　いくらなんでも、そんなにちっちゃくないわよ!!」

　や。残念ながら、微み塵じんもドアスコープに捉とらえられてなかったぞ。

　こちとら思わず、幽霊かと勘違いしたくらいだし。

「で？　どうしたんだよ、美織。こんな時間に」

「あ、え、えっと。き、今日はお父さんとお母さんが、親しん戚せきの法事で留守にしてるんだよね……」

「お、おう？　そうなのか」

「だ、だから面めん倒どう見てあげようと思ってさ……ご飯作ったりとか」

　いやいや。さすがにもう、お前の料理はいいや。

　いくら好きな相手の好意とは言え、おれもまだ死にたくないし。

「い、言っとくけどね。べ、別に雷かみなりが怖こわいわけじゃ、ないんだからねっ！　そうくんのために、来てあげただけなんだからね!!」

　ああ、怖いんだなぁ。

　そういや美織、小さい頃ころから雷苦手だったっけ。

　今日は一段と激しいし、停電までしちゃってるくらいだからな。一人でいるのは、さぞや心細かっただろう。

「きゃっ!?」

　空が白く光った。

　少し遅おくれて、地を鳴らすような雷音が響き渡る。

　それに怯おびえるようにして……美織は肩を震わせながら、おれの胸に頭をうずめてきた。

　柑かん橘きつ系のシャンプーの匂においが、鼻び腔こうをくすぐる。

「ちょっと美織さん！　奏汰さまから離れてくださいよ」

　背中にぴっとりとくっついていたティナが、横から顔を出し、唇を尖らせる。

「テ、ティナ!?　なんであんた、そうくんにくっついてんのよ!?」

「わたしは奏汰さまのフィアンセですからね。理由などなくても、奏汰さまに寄り添そうくらいしますよ」

「……とか言って。あんた、ひょっとして停電してるのが怖くて、そうくんから離れられないんじゃないの？」

「なっ!?　だ、だとしたらなんだって言うんですか。美織さんこそ、雷に怯えて奏汰さまに抱きついたくせに!!」

「ち、違うってば！　あたしは雷なんか、これっぽっちも怖くないんだから!!」

「だったら、奏汰さまから離れてください！」

「あんたこそ、そうくんから離れなさいよ!!」

　言い争っているうちにムキになった二人は、おれを挟はさんで睨にらみ合う。

　そして、ティナがおれの左ひだり腕うでを。美織がおれの右腕を。それぞれ持って。

　思い切りよく──引っ張りはじめた！

「いってぇ!?　お前ら落ち着け！　マジで痛いから!!」

「美織さんが手を離せば、わたしも離しますよ」

「あんたが先に離しなさいよ！　そしたらあたしも、引っ張るのやめるから」

　けん制し合いながら、一歩も譲ゆずらない両者。

　その間、おれの身体は右に引っ張られ、左に引っ張られ……。

　ラブコメのテンプレみたいな展開だけど、これ実際にやられると、ただ痛いだけだな。

　拝はい啓けい、ハーレム主人公さん。

　手放しに羨うらやましいとか思ってて、申し訳なかった……。

「はぁはぁ……美織さん、なかなかやりますね」

「あんたこそ……やるじゃない」

「いや、あのさ。お互たがいを認め合うのはかまわないけど、おれの身体を犠ぎ牲せいにすんの、やめてくれないかな？　マジで」

「しかしわたしも、ここまで来たら負けるわけにはいきません。奏汰さまの婚こん約やく者の名にかけて！　こうなればアルゼクラン皇国の財力を駆く使しした、『綱つながちぎれる勢いで綱引きをする機』を使って──!!」

　やめてください、死んでしまいます！




　────バキュンッ!!




　雷とは違ちがう、物ぶつ騒そうな音。

　それが耳に届くとほぼ同時に──おれの頰ほおから一筋の血が、したたり落ちた。

「くっ……？」

「そ、奏汰さま!?」

「そうくん!?」

　さっきまでおれの身体を引きちぎろうとしていたティナと美織が、驚おどろいて手を離した。

「大だい丈じよう夫ぶ。かすり傷だから」

　二人を安心させるため、おれは頰を拭ぬぐって微笑ほほえむ。

　とは言ったものの……これ、全然安心できる状じよう況きようじゃないよな。

　おれは嘆たん息そくしながら、数メートル先でアサルトライフルを肩に担かついでいる、黒ずくめの少女を見み据すえた。

　我われながらよく、この近きん距きよ離りからの射しや撃げきで生きてたな。

「……次こそ。その綺き麗れいな顔を、吹ふっ飛ばしてやる」

　物騒だな、おい。

　あと、アサルトライフルは担いで撃うつもんじゃないと思うぞ。マンガの知識だけど。

　心の中でツッコミを入れながら、おれはまっすぐにその少女を指差した。

「え!?」

「まさか、あの人が!?」

　ティナと美織が、テンプレどおりの反応を示す。

　おれを狙そ撃げきしようとした犯人。先日からティナとおれの命を狙ねらっていた殺し屋。




　それはなんと……モブ子だった！




　なーんて、サプライズがあるわけもなく。

　よく言えば期待を裏切らず。悪く言えばテンプレどおりに……。




　犯人は──犬巻殺ころす代よ、その人だった。




　　　　◆　　◆　　◆




「い、犬巻さんだよね？　どうして犬巻さんが、銃じゆうなんて構えてるの？」

　おれの肩にしがみつきながら、美織が言う。

　いや、前にもこいつ、銃持ってただろ。お前らが水みず鉄でつ砲ぽうだと思い込んでただけで。

「犬巻さん。これは一体、どういうことなのですか？」

　ティナが一歩前に出て、まっすぐな瞳ひとみで犬巻さんを見つめる。

「……自分は、殺し屋」

　アサルトライフルを肩から降ろして、犬巻さんが自己紹しよう介かいをはじめた。

　律儀な殺し屋だな。

「某ぼう国こくに雇やとわれ……極きよく星せい学がく園えんに潜せん入にゆうしていた。特に恨うらみはないが……ティナリア＝アルゼクラン。そして、結野奏汰……貴様たちの命を、頂ちよう戴だいする」

「だから、なんでおれもなんだよ!!」

「……さて？　理由は知らない。自分は命令どおり……動くだけ」

　それだけ答えると、犬巻さんは一歩ずつ、こちらへと近づいてくる。

「まさか、犬巻さんが殺し屋でしたとは」

「まったく気付かなかったわね」

「ええ。さすがは一流の殺し屋です。これまでこれっぽっちも、怪あやしい素そ振ぶりを見せなかったのですから」

「普ふ通つうは現場の近くにいるとか、凶きよう器きを持ってるとか、するものなのにね」

「いやいや、最初から怪しかっただろ！　バールのようなもの持ってたり、拳けん銃じゆう持ってたりさぁ!?　節穴か、お前らの目は!!」

　なんで当然のように驚いてんだよ、こいつらは。

　怪しすぎるあまり、逆に違うんじゃないかとすら思ったわ！

「……まずは結野奏汰。貴様から、殺す」

「なんで!?」

　おれの疑問は当然のごとく無視して、犬巻さんがアサルトライフルをポイッと捨てる。

　そして、右手にバールのようなもの、左手に拳銃を構えて──こちらへ向かって駆かけ出してきた！

「やばい！　ティナ、美織!!　二人ともこっちだ!!」

　おれはティナと美織の手を引いて、屋内へと飛び込んだ。

　そして鍵かぎとチェーンを掛かける。

　これでしばらくは入ってこれまい。その間に警察を呼んでだな……。

　──ガシャン！

「は!?」

　鍵とチェーンが、唐とう突とつに弾はじけ飛んだ！

　そして普通にドアを開けて、犬巻さんが家の中へと侵しん入にゆうしてくる。

「……鍵も掛けずに、無用心だな」

　えっ、なんでなんで？

　────ピコンッ♪

　その疑問に答えるかのようなタイミングで、ＲＩＮＥの新着通知が鳴った。

【前にも話したとおり、これが『テンプレートデイズ』の力。テンプレ展開のためなら、ちょっとした常識くらい捻ねじ曲げちゃうこともあるんだぁ[image: ]　ごめん（死）】

（死）じゃねーよ！

　文句のひとつも書いてやろうかと思ったが、犬巻さんがバールのようなものを振ふり上げて突とつ撃げきしてきたので、ティナ・美織と一いつ緒しよに廊ろう下かを走りはじめる。

「ティナ！　こんなときのための、アルゼクラン皇国が誇ほこる護衛じゃねぇのかよ!?　あの態度の悪い黒服どもはどうした!?」

「き、今日はアルゼクラン皇国の建国記念日なんです。アルゼクラン皇国は、メリハリを大切にする国……建国記念日ともなれば、一いつ斉せいに休きゆう暇かを取るのが常なのですっ!!」

「護衛が一人残らず休んでどーすんだよ!?　そこはシフト制でどうにかしろよ!!　心の底から役に立たねぇな、あいつら！」

　────ピコンッ♪

【やすんだっていいじゃないか　にんげんだもの　　　かみを】

「茶ちや化かすだけならメッセージ送ってくんじゃねぇよ、この野や郎ろう!!」

「ちょっと、そうくん!?　なんでスマホに向かって怒ど鳴なってんの！　そんなことしてないで、もっと速く走っ──あぅ!?」

　言葉の途と中ちゆうで、美織の姿が消失した。

　おれは慌あわてて足を止め、来た道を振り返る。

　そこには、何もないところでなぜかつまずいた、美織の姿があった。

　なんというお約束。なんというテンプレ。

　この非常時に──くそっ、『テンプレートデイズ』め！

「……天あま里さと、美織」

　バールのようなものを振り上げて、犬巻さんがゆっくりと美織に近づいていく。

「……自分の正体を知った以上、貴様も生かしておくわけにはいかない」

　いや、自分で勝手にバラしたじゃんか。お前。

　理り不ふ尽じん極きわまりない言いがかりだが、殺し屋にそんな常識が通用するわけもない。

　犬巻さんはバールのようなもので素振りをひとつして、美織の眼前に立った。

「い……いやあああああああ!?」

「……美織、殺すべし」

　──カチッ。

　犬巻さんが、最後の一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん。

　何かのスイッチが入ったような音が、足元から響ひびいた。

　と同時に……犬巻さんの身体からだが網あみに包まれて、そのまま天てん井じようから吊つるし上げられる！

「な……これは!?」

　身動きが取れず、網の中で狼ろう狽ばいする犬巻さん。

「ふっふふー」

　そんな彼女をビシッと指差して、ティナは不敵に微笑んだ。

「引っ掛かりましたね、犬巻さん。それはわたしが『ここぞ！』というときのために用意しておいた、アルゼクラン皇国の財力を駆使したトラップです!!」

「……まさか、自分が来ることを、予期していたのか？」

「いいえ、まったく。全然。他ほかの用よう途とに利用するつもりだったのですが、良い具合に役立ちましたね」

「え？　じゃあ、なんのため？　なんのために設置してたの、それ!?」

　当然の疑問を抱いだくおれだったが、ティナは華か麗れいにそれをスルー。

　ぺたんと床ゆかに座り込んだままの美織のもとへ歩み寄ると、そっと右手を差し出す。

「さぁ美織さん。立ってください。今のうちに、逃にげましょう」

「ティナ……あんた、なんであたしのことを？　あたしのことを、嫌きらってたんじゃなかったの？」

「べ……別に嫌っているわけではありませんよ」

　ティナはピンク色に染まった頰を、照れくさそうに搔かく。

「美織さんは、奏汰さまと仲がよろしいようなので。ちょっと嫉しつ妬として、いじわるしたりはしましたけど……嫌いとか憎にくいとか、そういう感情を持ったことはありません。ただ、ライバルとして認めていただけのことです」

「ティナ……」

「ライバルがいるからこそ、恋こいは燃え上がるというものです。あなたがいないと、張り合いがないですからね。それに、ライバルが殺されて終わりなんて……いくらなんでも寝ね覚ざめが悪すぎです。勝負をするなら、正々堂々いきましょうよ。美織さん」

　美織が、ティナの右手を握にぎる。

　ティナが、そのまま美織を引き上げる。

　そして二人は握あく手しゆを交わしたまま、にっこりと微笑み合った。

　なんという美しい友情！

　マンガのような熱い展開に、おれは思わず感動してしまう。

　ティナが美織のことを、そんな風に思っていたなんてな……。

　まぁ美織は鈍どん感かんだから、『おれを巡めぐるライバル』なんて言われても、いまいちピンと来てないだろうけどさ。

「……くだらない」

　スパッと、何かが切断される音。

　天井を振り仰あおぐと、真一文字に切り裂さかれた網の隙すき間まから、犬巻さんがひらりと飛び降りてきた。

　その右手に握られているのは、バールのようなものではなく……サバイバルナイフ。

「美織！　ティナ！　逃げるぞ!!」

　おれは二人の手を取って、犬巻さんから逃げるべく、走り出した。

　──ったく。

　この大ピンチテンプレは、いつになったら終わるんだよ……っ!?




　　　　◆　　◆　　◆




　そんな緊きん迫ぱくした逃とう走そう劇は、思わぬ形で終わりを迎むかえた。

　はっきり言って、最悪な形で。

「な……っ？　開かないだと!?」

　一階にあるティナの部屋に飛び込み、そこの窓から外に逃げる──。

　玄げん関かん側に犬巻さんがいる以上、これが最良の手段だと思っていた。

　まさか……窓が開かないなんて、予想だにしなかった。

「ふざけろよ……!!」

　なんで開かないんだよ、ありえねぇだろ。

　おれは焦あせる気持ちを抑おさえながら、まだ荷物の入っているダンボールを一箱持ち上げ、窓ガラスを叩たたき割ろうとぶん投げた！

　────ガンッ!!

　鈍にぶい音を伴ともなって、ダンボール箱が弾き返された。

　窓ガラスには、ヒビのひとつも入ってはいない。

「なんでだよ!?　この間はヘリコプターからダンボール箱をぶん投げて、おれの部屋の窓ガラスぶち破れたってのに!!」

「むぅ……どうやら先日の改築工事の際に、こちらの部屋は『犬小屋』用に改修されていたようですね。これ、アルゼクラン皇国特製の『象が踏んでも壊こわれない窓ガラス』ですよ。自分で開けられない仕様で、割ることも不可能なので、犬の脱だつ走そう防止によく使われているんです」

　黒服どもにはあとで、謝罪と賠ばい償しようを請せい求きゆうしてやる。

　もっとも、それは──生きて帰れたらの話だけど。

「……追いついたぞ、結野奏汰」

　振り返ると、そこにはサバイバルナイフと拳銃を持った、犬巻さんの姿があった。

　ティナの部屋で立ち往生しているうちに、追い詰つめられてしまった。

　部屋から出ようにも、退路は犬巻さんによって、完全に塞ふさがれている。

　まさに、万事休すってやつだ。

「覚かく悟ごしろ、結野奏汰。まずは貴様からだ。貴様だけは絶対に……許さない」

「おれ、なんかしたっけ!?　狙ねらわれる筋合いもないし、そんなに恨うらみを買うことをした覚えもないんだけど」

「……生理的に、受け付けない」

　ひどい理由だった。

「安心しろ。貴様を殺してすぐ……ティナリア＝アルゼクランも、天里美織も、あとを追わせてやる」

　ボサボサの髪かみの毛をかき揚あげて、犬巻さんは酷こく薄はくに笑った。

　獲え物ものを狙う野や獣じゆうのように、鋭するどく光る眼光。

　そして右手に持った拳けん銃じゆうの照準を──ゆっくりと、おれへと定める。

「お待ちください」

　そんな、絶望的な状じよう況きよう下かで。

　ティナが、おれと美織の前へ歩み出た。

　そしてスカートの裾すそを握り締しめ、うやうやしくおじぎをする。

「アルゼクラン皇国の第五皇女、ティナリア＝アルゼクランと申します。お気軽にティナと呼んでいただいても、かまいません」

　そんな、いつもの自己紹しよう介かいを口にして。

　ティナは毅き然ぜんとした態度で、犬巻さんに言い放つ。

「恐おそれながら、あなたの雇やとい主が狙っているのは、わたしの命のはず。お二人は本来、関係ないものかと」

「……ティナリア＝アルゼクランと、その婚こん約やく者を殺すのが、自分の使命。だから結野奏汰は関係ある」

「いいえ、無関係ですね。なぜなら奏汰さまとわたしは、たった今ここで──婚約を解消するのですから」

　…………は？

　今、なんて言った？

「と、いうわけなのです。奏汰さん」

　目を丸くするおれをちらっと一いち瞥べつして、ティナはにっこり微笑んだ。

　少しだけ、寂さびしそうに。

「わたし、奏汰さんのこと、もうなんとも思ってませんから。婚約は解消。さよならばいばいです」

「お、おい？　ティナ、何を言って……」

「こんないい女に言い寄られて、つれない態度ばっかり取るからですよ？　奏汰さんの、ばーか」

　そして、表情を隠かくすように──こちらに背を向けて。

「それでは無関係なお二人さん？　ここはわたしに任せて、さっさと逃げてください。そしてどうぞ……お幸せに」

「ティナ、ふざけたこと言わないでよ！　あたしとの勝負は、どうすんのよ!?」

　美織が涙なみだ目めになって、叫さけぶ。

「……あたしたち、ライバルなんでしょ？　あたしって胸も背も小さいし、かわいげもないからさ。ティナに勝てないんじゃないかって、ちょっと怖こわいけど……それでも、あんたがいなくなるのはやだ！　だって、ライバルってつまり……友達ってことだもん!!」

「友達……ですか。いい響きですね」

　振ふり返りもせずに、ティナはそう呟つぶやいて。

　少しだけ、鼻をすすり上げて。




「ありがとうございます、美織さん。今までありがとうございました……奏汰さん」




　────ピコンッ♪

　緊迫した空気を裂くように、ＲＩＮＥが通知音を鳴らした。

　おれはすがるように、スマホを取り出す。

　きっと神様が、何かヒントをくれたんだと信じて……。




【奏汰っち、今だよ！　美織っちと、フラグが立ったよ!!】




　心臓が一気に冷えていくのを感じる。

　指先がブルブルと震ふるえる。

【発生率の低い『幼なじみといい感じになるテンプレ』が、今まさに起こってるんだよっ。ここで美織っちを連れて逃げれば、美織っちルートに入れる。そうすれば君は、めでたく美織っちと結ばれることが……できるんだ】
















【待て。その場合、ティナはどうなる？】

【[image: ]】

【顔文字でごまかすな。正直に言え】

【……言いたくないんだよ。分かるでしょ？　奏汰っち】

　きゅんぴょこ……。

　黒くろ髪かみツインテールの女の子が、涙をこらえているスタンプが、画面に表示される。

　それはこれまで見てきたどの「きゅんぴょこ」よりも、切なく悲しい「きゅんぴょこ」だった。

「ふざけんなよ……っ！」

　おれはギュッと強く、拳こぶしを握り締める。

　神様に言われるまでもない。

　ティナに立っているのは、死亡フラグだ。

　そんなもの、見れば分かる。

　……っていうことは、何か？

　美織と結ばれるために、ティナを見捨てろっていうのか？

　おれの想おもいを成じよう就じゆさせるためには、ティナの命を犠ぎ牲せいにしなきゃいけないっていうことなのか？

　なんだよ。このクソテンプレは。




『ごきげんよう、奏汰さま』

『お気軽にティナとお呼びください。もっと気軽に、《ティナにゃん》と呼んでいただいてもかまいません』




　ティナと過ごした思い出が、浮うかんでは消えていく。

　くだらなくって、騒さわがしくって……だけど、退たい屈くつしなかった毎日が。

　ティナが精せい一いつ杯ぱいの愛情を注いでくれた、あの毎日が。




『常に奏汰さまにかわいいと思ってもらえる、そんな女の子でありたいのです』

『ぐいぐいしますよ、ぐいぐい！』

『わたしだけを見ていてほしいです。大好き、奏汰さま』




　相手をするのも、正直疲つかれる奴やつだった。

　どんなときもまっすぐで、一いつ生しよう懸けん命めいな奴だった。

　そんなあいつが、そばにいることを──。

　嬉うれしく感じはじめている、自分がいた。

　そのティナが……いなくなるだって？




『今までありがとうございました……奏汰さん』







　──おれの頭の中で、プツンと何かが、切れる音がした。




　　　　◆　　◆　　◆




【奏汰っち……？】

【ありがとよ、神様。だけどな、おれは……その選せん択たく肢しは、選ばない】

　そう返信して、おれはスマホをポケットにしまった。迷いなんて、なかった。

　今、おれを満たしているのは純じゆん粋すいな──怒いかりだ。

　このくだらないテンプレに対する、反逆の精神だ。

　ティナが死なないと、美織とは結ばれない？

　そんなわけの分からないルートなんて、絶対に進んでやらない。

　人生は、テンプレなんかじゃない。

　おれの人生は、おれ自身の手で……創つくり上げてみせる!!

「ティナ！　美織！　下がってろ!!」

　声を上げると同時に、おれはティナを後ろへ押しのけた。

　そして猛もう然ぜんと駆かけ出して──犬巻さんの横をすり抜ぬけ、廊ろう下かへと躍おどり出でる。

「奏汰さま!?」

「そうくん！」

　ティナと美織が後ろで叫ぶ。

　だけどおれは、足を止めず走り続ける。

「結野奏汰……どこへ行く！」

「おれを殺したいんだろ？　だったらこっちへ来いよ、このへっぽこ殺し屋が!!」

　挑ちよう発はつに乗った犬巻さんが、拳銃を構えて後を追ってきた。

　そうだ、それでいい。

　そのままおれに、ついてきてもらおうか！

　廊下の途と中ちゆうで方向転てん換かんし、おれはリビングに飛び込んだ。

　そして一直線に、台所へと向かう。

「何をしている……結野奏汰！」

　犬巻さんが少し遅おくれて、リビングに駆け込んできた。

　一方のおれはガチャガチャと台所を漁あさって──あるものを、手に取った。

「覚かく悟ごしろ、結野奏汰……まずは貴様からだ」

　犬巻さんが銃じゆう撃げきの体勢に入った。

　はっ、まったく……シリアスなテンプレ展開だな。

　おれは思わず嘆たん息そくする。

　──『テンプレートデイズ』は現実を捻ねじ曲げるほどに、強制力を持っている。

　ゆえにテンプレをぶち壊こわして、『ありがち』ではないストーリーに導くことは不可能に近い。

　結末は、テンプレに従うしかない。

　だけど──展開自体を、別なものに変えてしまえば？

　違ちがうテンプレルートに突とつ入にゆうさえすれば……結末もそれに合わせた『ありがち』に、変わるんじゃないのか？

「喰くらえ、犬巻さん！」

　おれは犬巻さんに向かって、ひとつの容器をぶん投げた！

「──!?」

　当然、犬巻さんは身を守ろうとして、そいつに向かって銃じゆう弾だんを放つ。

　それこそが、おれの狙ねらい。

「……うっ!?　げほっ！　はっ、はっくしょんっ!!」

　割れた容器から、撒まき散らされた内容物。

　それはいわゆる──こしょうだ。

「お、おのれ。姑こ息そくな真似まねを……！」

　顔に思いっきりこしょうをかぶった犬巻さんは、目をつぶってむせ返っている。

　その足元を目め掛がけて、おれは第だい二に弾だんの攻こう撃げきを放り投げた。

　お約束どおりの、古典的なトラップ。

　────バナナの皮!!

「どこだ、結野奏──あぅあ!?」

　ゴンッ！

　思いっきりバナナの皮を踏ふんだ犬巻さんは、すべって転んだ。

　それはもう、コメディアンも爆ばく笑しようするほどの、見事なこけっぷりだった。

「くっ……殺す！　絶対、殺す!!」

　尾びてい骨を強打した痛みからか、ちょっと涙目になりつつ、犬巻さんは立ち上がる。

　その顔面に。

「とりゃあああああああ!!」

　ガンッ!!

　おれはテニスのスマッシュばりの勢いで、フライパンを叩たたき込んだ。

「い、痛いったあああああああああああああああ!?」

　フライパンの跡あとが残るほどの勢いでぶん殴なぐられた犬巻さんは、絶ぜつ叫きようする。

　そして、怒りに燃える瞳ひとみで、右手の拳けん銃じゆうをナイフに持ち替かえた。

「き、貴様ふざけているのか!?」

「ああ。全力でふざけてるんだけど、何か？」

「こ……この!!」

　サバイバルナイフが振ふり下ろされた。

　おれのＴシャツが、縦一文字に切きり裂さかれる。

「聞きたいんだけど。お前、どれくらいすごい殺し屋なの？」

「じ……自分は、某ぼう国こくで最強とまで謳うたわれていた！　史上最強の殺し屋・犬巻とは……自分のこと!!」

「へぇ。そりゃやべぇ。勝てる気がしない」

「そうだ……最強の殺し屋によって、貴様は無残に……殺されるんだ!!」

　犬巻さんが再度、サバイバルナイフを振るう。

　今度はＴシャツが、横一文字に裂けた。

「どうでもいいんだが、お前……初期設定より饒じよう舌ぜつになってない？」

「冥めい土どの土産みやげに喋しやべってやってるんだ……ありがたく思え。これから死ぬ貴様への、せめてもの手た向むけだ!!」

　犬巻さんがナイフを振り回す。

　そのたびに、おれの服は見る見る切り刻まれていき……。

　気付けば最後には、おれは上半身裸はだかの状態となっていた。

「なん……だと……？」

　犬巻さんが、おれの裸ら体たいを見て目を丸くする。

　まぁ、そうだろうな。お前からしたら、不可思議だろうよ。

　なんてったって、おれの身体からだには……傷ひとつ、ついちゃいないんだから。

「安心してください。穿はいてますよ」

　ズボンを指しながら、取りあえず言ってみる。

「ふざけるな、殺すぞ!!」

　憤ふん慨がいした犬巻さんが、おれに向かってナイフを突つきつける。

　そして目に見えて動どう揺ようしながら、大声でぺらぺらと喋る。

「し、しかしなぜだ!?　これだけ攻撃を繰くり出したというのに、洋服しか切れていなかったというのか!?　貴様、どうやってナイフを避よけた!?」

「や、避けてないし。お前が勝手に外したんだし」

「バカな!?　某国で『アサシン四天王』の一角とまで謳われた、『破は壊かいの堕だ天てん使し』犬巻殺代が、攻撃をすべて外したというのか!?」

「ま、そういうこった。運が……いや、テンプレが悪かったな」

　おれはそう言って、ごそごそとポケットを漁る。

　そして、そこにたまたま入っていたハリセンで、犬巻さんの頭を思いっきりはたいた。

「痛ったああああ!?」

　犬巻さんのリアクションが大きい。

　とても家に侵しん入にゆうしてきた頃ころの、冷静沈ちん着ちやくな殺し屋と同一人物とは思えない。

　まぁ、そういう仕様なんだろう。多分だけど。

「き、貴様ぁ！　なんでそんなもの、持ってるんだ!?」

「知らねーよ。そういう展開なんだから、仕方ねぇだろ」

　ハリセンを投げ捨てて、おれは犬巻さんにベーッと舌を出してみせる。

　キーッと、甲かん高だかい声を上げる犬巻さん。

　そんな彼女に向かって──おれは冷静な口調で、告げた。

「お前がこしょうを顔にかぶった瞬しゆん間かんから、流れは変わった」

「何を言って……」

「緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは一変して、コミカルなものになった……シリアスからコメディへと、おれたちの物語は路線変へん更こうしたんだよ」

　そう、それこそがおれの本当の狙い。

　こしょうを放り投げたのも、バナナの皮をしかけたのも、フライパンで顔面をぶん殴ったのも、「穿いてますよ」とか言ってみたのも……すべては犬巻さんとのやり取りを、ふざけたものにするため。

　そうすることで、シリアス一いつ辺ぺん倒とうだったおれたちの物語は、一気にコミカルなものへと切り替わる。

　その結果──発生するテンプレも、流れに沿ったものに変化する。

　人の生死が絡からむシリアステンプレから、明るく愉ゆ快かいなコメディテンプレへと。

「知ってるか？　コメディ作品の主人公は、大体死なない。たとえ死んでも、簡単に生き返る。そうじゃなきゃ、笑えないからな」

「何を言ってるんだ、貴様は!?　バカにするのも大たい概がいにしろ!!」

　犬巻さんがサバイバルナイフを、おれの心臓目掛けて、まっすぐに突き出した。

　……が、ポキッと。

　なんか皮ひ膚ふに触ふれた瞬間、根元から折れた。

「お、折れたああああああああああ!?」

　犬巻さんは絶叫し、髪かみの毛をぐしゃぐしゃと搔かきむしる。

「バカな……自分は、最強の殺し屋だぞ？　『アサシン四天王』の一人『破壊の堕天使』と謳われた女だぞ!?　その自分が、こんな片かた田舎いなかの高校生に負けるはずが──!!」

「最強だとか、四天王の一角だとか、変な異名だとか。さっきから色々と喚わめき散らしてやがるけどさ」

　嘆息して。

　おれはきっぱりと、言い放った。




「戦せん闘とう中に強さアピールするのは……負けテンプレだぜ？」




　両手でギュッと、フライパンを握にぎり締しめる。

　そしてホームランを狙うかのように──思い切りよく、振り上げた。

「ぐ、ぐぼぉあらっ!?」

　フライパンは、犬巻さんのお腹なかにジャストミート。

　情けない断だん末まつ魔まの叫さけびとともに、犬巻さんはくるくる回りながら、リビングの窓ガラスに向かって飛んでいく。

　そして──ガチャンッ!!

『象が踏んでも壊れない窓ガラス』が、あっさりと割れた。

　多分、象が踏む以上の勢いでぶつかったんだろう。コメディだからね、仕方ないね。

　そうして窓ガラスをぶち破って、庭に転がり出た犬巻さん。

　外は相変わらず、雨が降りしきっている。

「ありえない……最強の殺し屋なのに……こんな」

　そんな小物感ばりばりのセリフを言いながら、犬巻さんはよろよろ立ち上がろうとする。

　────が。

　その、頭上に。

「ギ──ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　タイミングよく、雷かみなりが落ちた。

　直ちよく撃げき。

　バリバリと閃せん光こうを放ちながら、なんか骨が透すけて見えている。

　うわぁ……古典的なギャグシーンだけど、いざ目の前で見ると凄すさまじいな。

「あばば……そんな、バカな……」

　落らく雷らいの影えい響きようで、髪の毛はチリチリ。

　肌はだは薄うす焦こげて、口からは黒こく煙えんを吐はき出している。

　そんな情けない姿のまま──犬巻さんはバタリと、その場に倒たおれ込んだ。

　そして、白目を剝むいて動かなくなる。

「……まぁ、安心しな」

　ボロ雑ぞう巾きんみたいになった犬巻さんを一いち瞥べつして。

　おれは独りごちるように、言った。

「今のお前、完全にギャグキャラだから。雷くらいじゃ、死なねぇよ」




　　　　◆　　◆　　◆




　戦いは、終わった。

　テンプレどおりの、目新しさなんてこれっぽっちもない、勝利だけど。

　おれはその結末に満足しながら──上半身裸のまま、大きく息を吐き出した。

「奏汰さま！」

「そうくん！」

　ティナと美織が、リビングに駆かけ込んでくる。

　それを見計らったように、部屋の電気が回復した。

　なんというタイミングの良さ。相変わらず『テンプレートデイズ』はぬかりがないな。

「……奏汰さま。奏汰さまああああああ!!」

　そんな益やく体たいもないことを考えていると……ティナが目元に涙なみだを浮うかべながら、飛びついてきた。

「──と。あぶねーよ、ティナ」

「奏汰さま……奏汰さまぁ……よかった、ご無事で。奏汰さまに何かあったら、わたし……わたし……うぇぇ」

「だから、なんともないって」

　胸に顔をうずめているティナの頭を撫なでながら、おれは自然と頰ほおがほころんでいくのを感じる。

「お前の方こそ、無事でよかったよ。ったく、無む茶ちやしやがって。あやうく死ぬところだったんだぞ、お前？」

「奏汰さまと美織さんを巻き込むわけにはいかないと、必死だったもので……」

「人のことより、まず自分のことを考えろよ……ったく、ばーか」

　なんか言ってて恥はずかしくなってきたので、取りあえずティナを引き剝はがす。

　そして、頭をぐっちゃぐちゃになるまで、撫で回してやる。

「あぅ……髪の毛ぐしゃぐしゃです！　ひどいですっ!!」

　ティナが頰を膨ふくらませて、おれのことをジト目で睨にらんできた。

　ほんと……いつもそうしてしおらしくしてれば、かわいいのにな。こいつは。

「そうくん」

　そうしてティナと無事を確かめ合っていると、天使みたいな美声が聞こえてきた。

　振ふり返る。が、そこには誰だれもいない。

　お化けかな？

「ちょっとぉ！　下だよ、下!!」

「なんだ美織か。ちっちゃいから気付かなかったぞ」

「もぉー！　こんなときまで、ちっちゃいって言うなぁ!!」

　美織は上うわ目め遣づかいにこちらを見て、胸のあたりをぽかぽかと叩たたいてくる。

　そんな、当たり前みたいなやり取りすら──なんだか愛いとおしい。

「怪け我がはない？　痛いところもない？」

「おかげさまで、ピンピンしてるよ」

「まったく……心配したんだからね、そうくん！　凶きよう器きを持ってる相手に向かっていくなんて、危険すぎ!!　でも、一体どうやって倒したの？」

「フライパンで殴なぐり飛ばしたら、雷が落ちてきた」

「何それ。意味分かんない」

　どうやら冗じよう談だんと受け取ったらしい。美織はため息混じりに笑う。

　確かに、冷静に考えるとありえないよな。

　フライパンひとつで殺し屋を吹ふっ飛ばしたことも。そこにたまたま、雷が落ちてきたことも。

「まぁ別にいいよ、なんでも。そうくんが……無事でいてくれたんだから」

　そう呟つぶやいて、美織はちらっとティナの方を見る。

　ティナは唇くちびるを尖とがらせつつ、そっぽを向いた。

「なんですか、美織さん。そんな物欲しそうに見ても、奏汰さまはあげませんからね」

「物欲しそうな顔なんかしてないわよ！　ただ──ちょっとだけ。ホッとしたらなんだか……そうくんに、抱だきしめてもらいたくなっただけ、だし」

「べ、別に好きにしたらいいじゃないですか。そりゃあ嫉しつ妬としますし、全力で邪じや魔ましてしまいたいですが……今日は特別に、黙もく認にんしてあげますよ」

「……ありがと、ティナ」

　再び美織が、おれの方に向き直る。

「ねぇ、そうくん？」

　そして、大きな瞳ひとみを潤うるませながら。

　上目遣いにこちらを見て。

「……ギュッて、して？」

　うおおおおおおおおお!?

　なんだこの、ラブコメにありがちなシチュエーションは!!

　思わず心の中でガッツポーズしたね！　やっぱりテンプレって最高だね!!

「じ、じゃあ、美織。いくぞ？」

「う、うん。お願いします……」

　こほんと咳せき払ばらいをして。すぅっと深く息を吸い込んで。

　おれは両りよう腕うでを、大きく広げた。

　────瞬しゆん間かん。

　おれのズボンが、なんの前まえ触ぶれもなく……びりびりに破け散った！

「……え？」

　ただでさえ上半身裸はだかだったもんだから、それによって……おれは文字どおり、パンツ一枚しか穿はいていない状態になる。

　パンツ一丁で両腕を広げて、爽さわやかに微笑ほほえんでいるおれ。

　当然、そんな変質者同然の姿を、眼前で見せつけられた美織は……。

「い、いやあああああああああああああああああ!?」







　────はい。

　ここまでテンプレ。








ありふれたエピローグ









　目を覚ましたら、おれの隣となりには下着姿の美少女が眠ねむっていた。




　こんな定型文を繰くり返すラノベがあったら、おれはすぐ古本屋に行って、売りさばくだろう。絶対にだ。

「奏そう汰たさまぁ……むにゅう……」

　だけど、マジでうんざりすることに──今日も起きたら絶賛、下着姿のティナが隣で寝ねていやがった。いい加減もういいだろ、このパターン。

　鍵かぎは掛かけたし、タンスと本ほん棚だなをドアの前にも置いた。床ゆかと窓ガラスには、鉄板を打ち付けておいた。これで入って来れる奴やつがいたら、人間じゃないね！

　……と思ってたんだが、天てん井じように穴が開けられて、そこからロープが吊つるしてあった。

　なるほど、今度は上から来たか。

　ここまで来ると、もはや殺人事件でも起きそうな密室を用意するしかねぇな。

「はぁ……」

　水色の下着をまとって心地ここちよさそうに寝ているティナを見て、おれは昨日の出来事が現実であることを再認識する。

　殺し屋に命を狙ねらわれ。ティナが死亡フラグを立てて。それを回かい避ひするために、殺し屋をどうにか撃げき退たいして。

　そして────。

【好きな女の子に、パンツ一丁の姿を晒さらしたってのはぁ……どこのどいつだぁ～い？】

　枕まくら元もとに置いていたスマホが、ＲＩＮＥレインのポップアップを表示した。

【あたしだよっ！】

【おれだよ！　っていうかネタが古すぎるわ!!】

　相変わらず俗ぞくっぽい話の振り方をしてくる奴だな、この神様は。

　しかし……パンツ一丁の姿、か。

　昨晩の醜しゆう態たいを思い出して、おれは思わず顔に手を当て、げんなりとする。

　どうやら犬いぬ巻まきさんとの攻こう防ぼうの中で、いつ破けてもおかしくないくらい、ズボンも傷を負っていたらしい。

　で、美み織おりといい雰ふん囲い気きのときに、それが限界を迎むかえたと。

　うん、タイミングよすぎだよね。

　さすがはテンプレさんです。いつか絶対、ぶん殴ってやる。

【……ねぇ、奏汰っち？】

　ため息を繰り返すおれに向けて、神様がＲＩＮＥメッセージを送ってくる。

【分かってると思うけどぉ。美織っちとのフラグは、立ちそこなったよ？】

【まぁ、そうだろうな】

【あそこで美織っちを連れて逃にげていれば、君は今ごろ、美織っちと付き合うことができていたかもしれない。だけど君は……敢あえてその選せん択たく肢しを、選ばなかった】

【そうだな】

　神様の言うとおりだ。

　おれは自らの意志で、美織とフラグが立つ選せん択たくをしなかった。

　その結果として、ズボンが裂さけてドン引きされるって展開になったのは、なんか釈しやく然ぜんとしないけど。

【距きよ離りの近い幼なじみルートは、テンプレ展開においては最難関。だから『幼なじみといい感じになるテンプレ』は、稀まれにしか起こらない。そのタイミングを逃のがしちゃうと、次はいつまで待たなきゃいけないか、分かんないんだよ？】

【知ってるよ。知ってて、おれはティナを助けた。その選択に、後こう悔かいはない】

　あのまま美織を連れて逃げれば、おれと美織は結ばれていたのかもしれない。

　だけどその代わりに──ティナはおそらく、命を奪うばわれていただろう。

　何かを得るためには、何かを犠ぎ牲せいにしなければいけない。

　それは、テンプレのように囁ささやかれる言葉。

　その理り屈くつは、まぁ分からなくもない。おれがもし美織と結ばれるなんてことがあれば、ティナはきっと……悲しむだろうしな。

　だけど。

　ティナの命が危ないってときに、自分の想おもいを優先させるなんてことは、おれにはできなかった。できなくていいと、思っている。

　自分の幸せのためなら、他ほかの誰だれかがどうなってもかまわないなんて……そんな人間にだけは、なりたくないから。

【まぁ、まだゲームオーバーじゃないんだろ？　難易度は高くても、いつか必ず美織と結ばれるチャンスはやってくる。だったらそれを、気長に待ち続けるよ。このくだらない、テンプレな毎日を過ごしながらさ】

【……うん！　それでこそ、神ちゃんの選んだ人間だよ☆】

　きゅんぴょこ☆

　黒くろ髪かみツインテールの女の子が、チアガールみたいな格好で右手を振ふり上げている。

　まるで「頑がん張ばれ！」って、エールを送ってくれているような……そんな「きゅんぴょこ」だった。
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「ごちそうさま」

「お粗そ末まつさまでした。えへへ」

　セーラー服姿のティナが、おれの顔をじっと見て、にこにこと笑っている。

　朝食の間中、ずっとこんな調子なもんだから、やりづらいったらこの上ない。

「なぁティナ。そんなにおれの顔ばっか見てて、飽あきないか？」

「飽きませんよぉ。今のわたしは、奏汰さま好き好き期間、発動中！　奏汰さまがどんなことをしても、愛いとおしくって仕方ないのです。今でしたら、奏汰さまの不可思議な性せい癖へきでも、ドンと受け止めてみせますよ」

「そんな性癖ねぇよ。まるでおれが変質者みたいに言うのはやめろ」

「唐とう突とつに女子二人の前で下着一枚の姿になった人が、どの口でそんなことを？」

　ぐぅの音も出ねぇ。

　そんなやり取りをしていると──ピンポーンと、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「あ。奏汰さま、お願いしてもいいですか？　わたし、食事の片付けとちょっと準備が残っているので……」

　ティナがそう言うので片付けは任せて、おれは玄関へと移動する。

　こんな朝早くに、誰だろう？

　そんなことを思いながら、ゆっくりとドアを開けると。

「み、美織……」

「お……おはよ。そうくん」

　セーラー服姿で、玄関先に佇たたずんでいる美織。

　茶色い髪かみを指先でいじりつつ、美織はなんだかもじもじとしながら、こちらをちらちら見てくる。その頰ほおは、どことなく赤みがかっているような。

　まぁ昨日の事案が事案だし、おれと顔を合わせるのが気まずいんだろうよ。

　しかし、それを押してまでうちに来るほどの用って……一体なんだろ？

　そんなことを考えていると──美織が勢いよく、頭を下げた。

「あ、あのね……き、昨日はごめんっ！」

「え？」

「いきなりのことで動どう揺ようしちゃって、大きな声出しちゃって。そうくんは一いつ生しよう懸けん命めい……あたしたちのこと、護まもってくれたのに」

「い、いや。謝るのはこっちだよ……不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、あんな情けない姿を晒しちまったんだから」

「情けなくなんかないよ！　そうくんは、格好良かったよ？　あたしたちを助けるために、自分の命も顧かえりみず、犬巻さんに猛もう然ぜんと立ち向かっていって。それで犬巻さんを、本当に倒たおしちゃってさ。本当に……格好、良かったんだから」

「お、おう……？」

　なんだか力説してくる美織の迫はく力りよくに、おれは思わず気け圧おされる。

　なんだ、この空気。

　どことなくいつもと、美織の様子が違ちがうような……？

「つ、つまりね。昨日のそうくんは、格好良くって……ううん、そうくんはいつも、格好いいんだけど。って、そんなことはどうでもよくって！」

　一人で混乱している美織。

　やっぱりなんか、今日の美織は変だ。

「昨日ね、ティナが助かってホッとしたあと……思ったの。今のままじゃ、あたしダメだって。ティナはあんなに、そうくんに気持ちを伝えてるのに……あたしは一度も、そうくんに想いを打ち明けてこなかった。もし断られたらって思うと……怖こわかったから」

　──でも、それじゃダメだったんだ。

　美織は独りごちるように、呟つぶやく。

「ティナは、あたしをライバルって言ってくれた。でも、今のあたしは、ティナと同じ舞ぶ台たいに上がってすらいない。だからあたしは──勇気を振り絞しぼって、言わないといけないんだ。ティナと戦うために。戦って、正々堂々と……勝つために」

　そこまで、一気に話したあと。

　美織は頰を真っ赤に染めて、すぅっと深く息を吸い込んだ。

　そして、ひまわりみたいな笑え顔がおを浮うかべて。

「一回しか言わないよ？　……絶対、聞いててね？」

「あ、ああ……」

「じゃ、じゃあ言うよ。あ、あたしね……」

「……………」




「実は、ずっと前からそうくんのこと──＠＃★▽!!」

「え？　なんだって？」




　おれは思わず、聞き返してしまった。

　だって唐突に耳が遠くなったんだもの。

　なんなの、今の。また変なテンプレでも発動したんじゃねぇのか、これ。

「……え。そうくん、聞いてなかったの？」

「いや、聞いてたんだけど……最後だけよく聞き取れなかったっていうか」

「あんなに大声で言ったのに!?」

「そ、そうなんだけど、その瞬しゆん間かんだけ耳が遠くなってだな……」

「し、信じらんない……いくら断るにしたって、そんな言い訳、あんまりじゃない！」

「断る？　何を？」

「聞こえてないふりは、もういいわよ！　そんなに巨きよ乳にゆうがいいんなら、そう言えばいいじゃない!!」

　話の脈みやく絡らくがまったく分からねぇ。

　分からないが……美織は完全に涙なみだ目めになって、こっちを睨にらみつけている。

　ああ。なんかその表情もかわいいなぁ。

　美織から告白されたいだけの人生だった。

「そうくんの……巨乳バカ!!」

　しかし美織は、おれが思っている以上に憤ふん慨がいしていたようで。

　目元を拭ぬぐいながら、そそくさと駆かけ出した。

「あ、ちょっ、待てよ！　美織!!」

「奏汰さまぁ、ぐいー」

「ぐぇ!?」

　美織を追いかけねばと、走り出そうとしたおれの襟えりを、ティナが後ろから引っ張った。

　一瞬、首が絞しまったぞ!?　危ねぇだろ、おい!!

　文句のひとつでも言ってやろうと、ティナの方へと振り返ると──。

　そこには、おれの見知った家ではない何かがあった。

「奏汰さま、見てください。アルゼクラン皇国の財力を駆く使しして、今度は家の中にたくさんの曲がり角を作ってみました！」

　確かにティナの言うとおり、我が家の廊ろう下かには見覚えのない白しら壁かべが立ち並んでおり、奥の方を窺うかがい知ることはできない。

「どうですか、奏汰さま？　これで、いつでもおうちで、曲がり角イベントを楽しむことができますよ！」

「ただの迷宮じゃねぇか！　誰が曲がり角イベントを楽しみたいなんて言った!!」

「ふっふふー。家の中を歩いているだけで、事あるごとにぶつかる二人。やがて二人の間には愛が芽生えて……きゃっ」

「愛より先に殺意が芽生えるわ！　当たり屋じゃないんだから、何度もぶつかろうって発想をまずやめろ!!」

「ちなみにすべての曲がり角には、トースターが用意してあります。ぶつかる際にはパンをトーストして、熱々のものをお召めし上がりください」

　ああ……ツッコミどころが多すぎて、めまいがしてきた。

　なんか目の前が暗くなってきたような気までする。気き疲づかれかなぁ。

　…………ん？

　なんとなく嫌いやな予感を覚えて、おれは空を見上げた。

　すると、そこには。

　空を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る、ドラゴンの群れがいた。

「き、きゃああああああああ!?」

　口を開けたまま啞あ然ぜんとしていたおれの代わりに、誰かが叫さけび声を上げてくれた。

　門もん扉ぴをくぐり、声のした道みち端ばたへと出る。

　そこには、やっぱりというかなんというか、モブの達人・モブ子の姿があった。

「む、結むすび野のくん！　あ、あれは一体なんなの!?　一体この街に、何が起こってるっていうの!?」

　相変わらず、一いつ般ぱん人の模も範はんみたいな言動を取るモブ子。

　まぁ、それが普ふ通つうの反応だよな。おれも正直、わけが分からん。

　分からないけど……事情を知ってそうな奴やつの心当たりが、一人だけある。

【おい、神様。これは一体どういうことなんだよ】

【あー。これは『バトル物のテンプレ』だねぇ。異世界の魔ま物ものが、この街に現れた。これから奏汰っちは連中と、戦いの日々に明け暮れることになると思われ】

【はぁ!?　何言ってんの、お前!?　昨日までそんな伏ふく線せんなかったじゃねぇか!!】

【や。日常系ばっかだと『テンプレートデイズ』もネタ切れしちゃうからね】

【ネタがなくなるの、早すぎだろ！　もうちょっと捻ひねり出す努力をしろよ、どこの三流作家だ!!】

【まぁテコ入れなんて、マンガなんかだとよくあるっていうか、それ自体がテンプレみたいなもんじゃない？　唐突にバトルトーナメントがはじまったりとかさぁ】

【そういう作品は、もうちょっと整合性とか考えるだろ……見ろよ、今の惨さん状じようを！　世界観ぐっちゃぐちゃじゃねーか!!】

　そうしてＲＩＮＥで苦情を送っていると──ドシンと。

　一いつ匹ぴきのドラゴンが、おれの隣となりに着陸してきた。

「き、きゃあああああああ!?」

　モブ子がお約束のように悲鳴を上げる。

「おー。奏汰さま、これはこれは、おっきなドラゴンさんですねぇ」

　そんな緊きん迫ぱくした空気も読まないで、ティナがこちらへ近づいてきた。

「お前、ぜんっぜん驚おどろいてないけど。ひょっとしてアルゼクラン皇国にはドラゴンが当たり前みたいにいるのか？」

「まさか。てっきり空想上の動物かと思っていましたよ。まさか、日本には実在していたなんて！　わたし、感激です!!」

「普通はいねぇから、こんなに驚いてんだよ！　お前はもう一回、日本を勉強し直して来い!!」

「ムスビノ……ソウタ」

　あ、なんか今、誰だれかがおれの名前を呼んだ気がする。

　もう嫌な予感しかしないけど、おれはおそるおそる、隣に鎮ちん座ざするドラゴンを見上げた。

「ムスビノ、ソウタ……コロス」

「だから、なんでだよ!?」

　おれが叫ぶと同時に、ドラゴンが火球弾だんを吐はき出した。

　そのまま火球は、足元に着弾。

　瞬間的にコンクリートは溶よう解かいし、白はく煙えんが吹ふき上がる。

「うわぁ、ドラゴンって本当に炎ほのおを吐くんですね！　ねぇ、奏汰さま。あのドラゴンをゲットして、『犬小屋』で飼いませんか？　ドラゴンのペットなんて、とってもファンタジックですよ」

　お前の頭がファンタジーだよ！　無む茶ちや言うな!!

【さぁ、これからめくるめく、モンスターたちとの戦いがはじまるよっ☆　奏汰っち……この戦いが終わったら、美織っちと結けつ婚こんするんだ……】

　さらっと勝手に人の死亡フラグ立てるんじゃねぇよ、このバカ神が!!



















　──あーあ。

　こんな調子で、いつになったらおれは、美織と結ばれることができるのやら。

　鬼き畜ちく難易度もいいところだろ、このテンプレ展開どもは。

　はぁ。

　まったく。ほんとに。







『テンプレ』なんて……もう、こりごりだ。








あとがき






あとがきテンプレ１　まずは挨あい拶さつから




　本作で筆者を知った方、どうも初めまして。

　前作『今すぐ辞やめたいアルスマギカ』から筆者を知っている方、お久しぶりです。大変長らくお待たせしました。

　氷ひ高だか悠ゆうと申します！

　このたびは本作をお手に取っていただき、どうもありがとうございます!!




　前作に引き続き、ハイテンションコメディ作品をお届けしたわけですが、お楽しみいただけましたでしょうか？

　当初は全然違ちがう方向性の企き画かくも、色々考えていました。

　コメディの引き出しは前作で全部使い切ったと、個人的には思っていたもので。

　青春部活物。異能バトル物。家族物なんて案もありましたね。

　まぁ最終的には、この方向性に決まったわけですが……筆者としては、本っ当に楽しく書くことができました！

　引き出しもいざ開いてみたら、まぁ使ってないネタがごろごろと転がっていて。

　なんだかんだで、この作風が自分には合ってるのかもしれませんね。




あとがきテンプレ２　作品について触ふれてみる




　今でこそ破は天てん荒こうプリンセスなティナですが、初期案では優しく奏そう汰たを包み込む、慈じ母ぼのような（！）キャラクターでした。

　しかし、コメディとしては、これでは弱すぎる。

　そう思った氷高は、ティナに設定を盛りました。

　奏汰への想おもいはそのままに。より過激なアタックを。より過か剰じような愛情表現を。

　そうだ、これだよ！

　今の時代は、女の子が迫せまって迫って、男の方がたじたじになるくらいがテンプレ。

　もっとやるんだ、ティナ。恥はじも外聞も捨てて、奏汰を落としに掛かかるんだ！

　さぁ、担当さん見てください！　氷高のかわいい、愛まな娘むすめの姿を!!

「氷高さん。これ、ただの痴ち女じよじゃないですか」

　…………。




　そうして完成したのが、「押しまくってくるけど、押されると弱い」現在のティナです。

　うん。やっぱり女の子は、恥はじらいが大切だよね。




あとがきテンプレ３　ちょっとだけ真ま面じ目めな話




　本作は『テンプレートデイズ』のご加護によって、主人公・結むすび野の奏汰にテンプレイベントが降り注ぐというのがコンセプトですが。

　思い返してみると、自分の人生はテンプレの連続でした。




　学校に通って。受験勉強に励はげんで。

　大学に入ってからは、サークルにうつつを抜ぬかして勉強せず。

　卒業後は就職して、社会の歯車になって。

　毎日死んだ目で、通勤電車に乗る。




　正直言って、割と『ありがち』な人生だったと思います。

　だけど、なんとなく小説を投とう稿こうして。

　運良くそれが、栄えい誉よある賞をいただいて。

　気付けばこうして、ラノベ作家という『想定外』の道を歩んでいるわけですから、人生って何が起きるか分からないものです。

『ありがち』な毎日が幸せだったのか、『想定外』な今の方が幸せなのかは、まだ分かりませんが。

　取りあえず目の前に広がるルートを、頑がん張ばって歩いてみたいと思います。




あとがきテンプレ４　唐とう突とつに挟はさまる宣伝




　本書と同じ七月二十日に発売となるドラゴンマガジン九月号にも、ありがたいことに『テンプレ展開のせいで、おれのラブコメが鬼畜難易度』の短編が掲けい載さいされております。

　本作の幕間にあたるエピソードで、奏汰がティナ・美み織おりとテンプレどおりデートに出で掛かけて、テンプレどおり（？）ひどい目に遭あうお話です。

　短編は単行本に収録されない場合も多いので、よろしければご一読いただけますと幸いですっ！




あとがきテンプレ５　最後に謝辞を




　前作終しゆう了りよう後からのお付き合いになります、担当Ｅさま。まめな連れん絡らくに、細かい気配り……本当に最高の担当様です！　氷高がドヤ顔で提出したキャラ案を「痴女」の一言で沈しずめた手しゆ腕わんは、一生忘れません。これからもよろしくお願いいたします!!

　檜ひ坂さかはざらさま。めちゃくちゃキュートなイラストを描えがいていただき、誠にありがとうございます。特に美織。かわいいにもかかわらず「あ、こいつ負けそう」って感じさせる、最高のキャラデザでした！　頑張れ美織、負けるな美織。

　本作の出版・販はん売ばいに関わってくださった皆みなさま。心より感謝申し上げます。

　創作関係の皆さま。『仲間』の存在が、折れそうな心をいつも支えてくれました。ありがとうございます。（要約：また吞のみましょう）

　様々なご縁えんの友人・先せん輩ぱい・後こう輩はいの皆さま。いつも応おう援えんありがとうございます！　感想をくれる方は、毎度ありがたく思っております。（要約：また吞みましょう）

　取りあえず名指しで、同時授賞式仲間の羽は根ね川かわ牧まき人と氏。どうもです。（要約：また吞み会開いてください）

　家族。特に、デビュー前から自分を支えてくれている妻と子ども。時間的な拘こう束そくの多い自分を、快く受け入れてくれてありがとう。これからもお世話になります。




　そして最後に──読者の皆さま。

　この作品が少しでも、皆さまに「楽しい」気持ちをお届けできたのであれば、これ以上の喜びはありません。

　それでは今後とも、どうぞよろしくお願いいたします！








氷高　悠










氷高悠

●ひだかゆう



第26回ファンタジア大賞〈銀賞〉受賞。『今すぐ辞めたいアルスマギカ』にてデビュー。

広島出身、千葉在住。

幼なじみはいない。空から女の子が降ってきた経験もない。こんな自分に、果たしてテンプレを語る資格はあるのだろうか……。

そう考えながら地元を歩いていたら、マジな感じでカラスに襲われました。わぁ、カラスから走って逃げるイベント発生だ！

……いや、そういうテンプレはいいから。空から来る系なら、鳥類じゃなくて人類が好みだから。

そこんとこ頼みますよ。ねぇ、テンプレの神様？


















イラスト／檜坂はざら

カバーデザイン／ＫＯＭＥＷＯＲＫＳ










テンプレ展てん開かいのせいで、おれのラブコメが鬼き畜ちく難なん易い度ど








氷ひ高だか 悠ゆう
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